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　第一章　世界見の者







　　　　１




　夕ゆう闇やみが迫せまる東の空に、白煙がのぼっている。

　紫むらさき色いろの長衣ローブに身を包んだひとりの男が、目を細めるように、その煙を見つめていた。右手に持つ樫かしの木の長なが杖づえを地面について、もたれかかるようにして立っている。

「獣けものの牙きばの砦とりでがおちたということだろうな……」

　深いため息とともに、ひとりごとをもらす。

　それから、神しん獣じゆうの民たみの言葉でも、暗あん黒こくの民たみの言葉でもない言葉を続けた。

　ふわり、と男の身体からだが地面を離れ、舞まいあがる。

　ゆっくりとした速度ではあるが、周囲の木々よりも高く浮かびあがってゆく。上昇しているあいだ、男は姿勢をほとんど変えなかった。わずかに杖を抱かかえこんだだけ。

　魔ま法ほうを唱えたのだ。

〝空中浮遊〟と呼ばれる古代語魔法の呪じゆ文もんである。

　男は魔術師ソーサラーなのだ。神獣の民の言葉でいえば、呪術使いウオーロツクとなる。

　浮上が終わってから、男は別の呪じゆ文もんを唱えて、煙の方に視線を向けた。

　その呪文の効果で何倍にも拡大された視力が、緩ゆるやかに流れる川の向こう岸に、砦とりでの廃はい墟きよらしき焼やけ跡あとを捕らえた。砦の周囲の森も、広範囲にわたって焼け落ちている。

　もはや、炎ほのおは見えない。焦こげた木々が、ところどころ白煙をくすぶらせているだけだ。

　森が焼けてできた広場に、円えん錐すい形けいの天てん幕まくが無数に張られている。ベルディア軍が駐ちゆう屯とんしているのに違いなかった。

「オルゲンスやガーシュンたちは、無事だろうか？」

　旧きゆう友ゆうである傭よう兵へいたちの安あん否ぴが気になった。

　もっとも、男が異い界かいにいるうちに過ぎた十年もの時間のあいだに、このクリスタニアは大きく変へん貌ぼうしている。獣けものの牙きばの傭兵たちも大半は入れ替かわっているに違いない。まだ、戦い続けていたとしたら、あの砦とともに運命を共にしたかもしれない。

　おそらく、〝神王〟バルバスが奇き跡せきを行こう使ししたのだろう。そうでなければ、あそこまでひどく砦が破は壊かいされることはあるまい。神の力をふるい、神王は今、ベルディアの帝てい都とドートンの居きよ城じようの奥で、休息の眠りに入っていることだろう。

「ふたたび目覚めることがあるかな」

　男はつぶやくと、一いつ瞬しゆん、目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に、先日までいた異界の景色が目に浮かぶ。その地で、最後の戦いに挑いどんでいるだろう仲間たちの顔を思い出す。

　黒き肌はだのエルフ女性の悲ひ願がんは、きっと果たされるだろう。

「それにしても、行くあてがなくなってしまったな」

　これからどこへ行こうか、と魔術師ソーサラーは自問した。

　行き違いになった友の行方ゆくえを捜さがすという目的はある。だが、急ぐことではない。

　訪ねてみようと思っていた獣の牙の砦がなくなった以上、どこへ行こうと同じだった。彼にとって、それは別に問題ではない。まだ見ぬ場所は、このクリスタニアにはいくらでもあるのだから。

　地面に戻もどり降りると、魔術師は背中の荷物のなかから一冊の書物を取り出した。特殊な草を梳すいて作った上質の紙を革かわの表紙で綴とじた分ぶ厚あつい本だ。書物とは言っても、最初から四分の一ほどが文字で埋うまっているだけで、後は白紙のままである。書物の著ちよ者しやは、魔術師自身なのだろう。

　──世界見の者、これを記しるす──

　題名はなく、序じよ文ぶんめいた言葉が表紙には書かれていた。そして、その片かた隅すみに、「ナーセル」という魔術師自身の署しよ名めいが申もうし訳わけていどに添そえられてあった。

　この大陸クリスタニアの、いや世界フオーセリアの運命を決する時が迫せまりつつある。

「いかなる未来が待ち受けているのやら」

　自問するようにつぶやき、魔術師は書物を小こ脇わきに抱かかえると踵きびすを返して歩きはじめた。

　西の空は燃えるような夕焼けで、薄く広がった雲が王宮の絨じゆう毯たんのごとく赤く染まっていた。




　ダナーン──

　巨大な大陸の最北端に位置する自然の恵み豊かな半島、そして高く険けわしき断だん崖がいにより大陸から隔かく絶ぜつされた陸の孤こ島とう。

　この地には、ひとつ王国が栄えている。

　北方の島から、帆はん船せんに乗ってやってきた漂ひよう流りゆう民みんたちの末まつ裔えいだ。

　人々は、信じている。ダナーンこそは、哀あわれな漂流民のため、慈じ悲ひ深き神々がその聖せい地ちの一部を割さいて与えたもうたのだ、と。

　それゆえ、人々は断崖の向こうの世界をこう呼んでいる。

　神々の住まう大陸、クリスタニアと──




　陽ひは、ゆっくりと暮くれようとしている。

　獣けものの牙きばの砦とりでをめぐる激げき戦せんが終わって、すでに五日が過ぎていた。

　暗あん黒こく騎き士し団だん長ちようディラントは、砦の焼やけ跡あとや周辺集落の検けん分ぶんを終え、神しん獣じゆうの民たみの傭よう兵へい団だん〝獣の牙〟の戦士たちの生存者がもはやいないことを確認した。彼らのほとんどは死に、わずかな生き残りは逃げ散った。

　今度の戦いで若わか長おさのバディオをはじめ多くの犠ぎ牲せいを出した猛虎バルバスの部族が、復ふく讐しゆうに燃えて敗はい残ざん兵へいたちを追つい撃げきしているが、成果があがっているとは思えない。無む益えきなことをと思うのだが、復讐は彼ら猛虎の部族にとって神しん聖せいな行こう為いだから、制せい止ししたとて従うはずもない。

　神王の奇き跡せきにより勝利したとはいえ、その内容は敗はい北ぼくしたにも等しい。砦にたてこもったわずかな敵兵のために、ベルディア軍の主力は手て酷ひどい打撃を受けた。

　これほどの損害を受けたからには、当初の予定であった銀ぎん狼ろうの部族の大集落シレーネヘの侵しん攻こうをあきらめるしかない。

　恐おそるべき〝奇跡〟を使った神王も、力を回復するために休きゆう眠みんに入っているはずだ。次に奇跡を行こう使しできるのが、いつになるのか見当もつかない。

　今できることは、付近に点てん在ざいする銀狼の部族の集落を掃そう討とうし、街道や間かん道どうを制せい圧あつすることだ。そのためには、この焼け跡に砦を再建し、武器や食料を備び蓄ちくし、次なる戦いに備えるのがいちばんだろう。

　それは、これまで領土を増やしてきたのと同じ方法である。

　時間はかかるが、もっとも確実な方法だ。そのための手はすでに打っている。ディラントがもっとも信頼している老ろう騎き士しベッグを物資調達のため、イースロの砦へ派は遣けんしている。

〝監かん視し者しや〟と呼ばれる神獣フォルティノに従う孤こ高こうの部族は、北の丘きゆう陵りよう地帯を失い、南の山さん岳がく地帯に追いつめられている。周期の神しん獣じゆう王おうフェネスの従じゆう者しやたち銀ぎん狼ろうの部族も、支配地域である森林地帯の西半分を奪うばわれ、抵てい抗こう力りよくを失いつつある。それらの占せん領りよう地域では、当初、反はん抗こうや不ふ服ふく従じゆうなどもあったが、現在ではそれらも下火になっている。ベルディア帝てい国こくの傭よう兵へいとなる者さえ現れている。

　頑がん強きように戦い続けてきたイスカリアの獣けものの牙きばも、今度の戦いで消しよう滅めつした。銀狼の部族の大集落シレーネを落とせば、銀狼の部族にもとどめを刺さすことになる。

　それでも、戦いは終わらない。

　イスカリアの東部には、結けつ界かいの神獣王ルーミスに従う大だい蛇じやの部族の領土である湿しつ原げん地帯〝百の湖と千の沼〟があり、そこから南へと転じれば、ワイアーナ地方の草原地帯に続く。その地は牙ブルーザの部族、鬣たてがみの部族、蹄ひづめの部族という有力な部族の支配地なのだ。

　クリスタニアの中央部には古いにしえの神々を奉ほうじる王国があり、南北クリスタニア大陸を結ぶラブラドル大だい地ち峡きよう地帯には、〝皇こう帝てい〟なる男に組織され、強力な軍事国家として生まれ変わった真しん紅くの部族の〝帝国〟がある。

　戦いは、まだまだ続くのだ。

　南北両クリスタニアを支配しても、神王バルバスは海を渡り、呪のろわれた島や、さらに北の大陸まで攻めこむに違いない。

　それまで、自分が生きていられるかどうか分からない。戦いくさで死ぬかもしれないし、神王自身に誅ちゆう殺さつされるかもしれない。

　ディラントは今や、実質的なベルディア軍の最高指し揮き官かんである。

　だが、神王の忠実な配はい下かとは決していえない。むしろ、支配を司つかさるこの神を嫌けん悪おさえしている。だが、その嫌悪を超こえて、圧倒的な恐きよう怖ふを感じている。反抗するつもりは、まったくない。誰だれかが神王を倒してくれるのを、ひそかに期待しているだけだ。

　神王はそんなディラントの心の内を、もちろん、承しよう知ちしている。そのうえで、神王は自分を使っている。ベルディア軍の最高指揮者として任命さえした。

　おそらく、神王は忠ちゆう誠せいなど求めていないからだろう。

　求めているのは、ディラントが抱いているような絶対的な恐怖。それこそが、神王が司る支配の法則なのだ。

　神王は永遠の支配者であり、ディラントはこの残ざん酷こくな神に隷れい属ぞくを強しいられている。

　未来永えい劫ごう、この関係は変わることはあるまい。ディラントは、神王の先兵として戦い続けねばならないのだ。それが、暗あん黒こく騎き士し団だんを存続させるための唯ゆい一いつの方法であり、暗黒の民を繁はん栄えいさせるための手段でもある。

　選択の余よ地ちはない。

　神王にとって、人間とは家か畜ちくであり、奴ど隷れいにしかすぎないのだ。神がこの世界を創つくりたもうたのだから、それは自然なのかもしれない。神王が世界を征せい服ふくしたあかつきには、人間が自由意志を持ちえた時代は、過去のものとなるだろう。

「ディラント卿きようとお見うけする……」

　虚きよ脱だつ感かんにも似た思いにかられながら、焼やけ跡あとの端はしまでやってきたとき、近くの木こ陰かげから突とつ然ぜん、声がかかった。

　押し殺した声。喉のどを痛めているようなかすれた声である。

　一いつ瞬しゆんまえまで気け配はいすらなかったのに、一本の樹木の裏側に人ひと影かげが潜ひそんでいるのが見えた。

「何者だ？」

　ディラントは声の方を振り返らず、その場に足を止めて問い返した。

「影かげの部族の者。名は、イサリ」

「アルケナの民か」

　ディラントの眉まゆが、わずかに動いた。

　運命の告こく知ち者しやの別名をもつ神しん獣じゆうアルケナは、はるか西のフィンガル地方を支配地域としている。その従者たる影の部族は、この大戦において中立を保ち、双そう方ほうの陣じん営えいに傭よう兵へいを送りこんでいる。神獣アルケナは魔ま術じゆつを司つかさどってもおり、その従じゆう者しやには魔術師──彼らが言うところの呪術使い──が多い。味方にいるかぎり、頼たのもしい戦力である。

　だが、神獣アルケナの、そして影の部族の意い図とは誰だれも知らない。

　告知者として、運命を変動させる要因を監かん視ししているのだと聞いたこともあるが、彼らが望む未来を実現するために暗あん躍やくしているとの噂うわさもある。神獣アルケナと影の部族は未来を予よ知ちしているのではなく、予知したとおりの未来を実現させている、というのだ。

　得え体たいの知れぬ神獣であり、部族である。

　何の意図があって接せつ触しよくしてきたのか、とディラントはいぶかしく思った。

「用件を言え」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに、ディラントは問いかけた。

「貴き卿けいに会わせたい人物がいる。失われた大地に栄えている王国の騎き士しだ」

「ダナーンの騎士か！」

　確かめようとした声が、思わず大きくなった。

　ダナーンからやってきたレイルズという名の若者を送りだしたのは、つい昨日のことである。今いま頃ごろは、仲間たちと共に〝会合の地〟に向かって旅を続けているはずだ。そこで、神王バルバスと対決するという。勝負にならないのは明らかだが、ディラントは心の片かた隅すみであの若者に期待を寄せている。

　獣けものの牙きばの砦とりでが圧倒的な戦力差をはねのけて、ベルディア軍と五ご分ぶ以上に戦ったのは、彼が指し揮きをしたからなのだ。

　剛ごう胆たんな男かと思ったが、目の前にしてみると、むしろ繊せん細さいな印象を感じた。だが、強きよう靭じんな意志の力は確かに持っていた。混こん乱らんの時代でなければ、歴史のなかに埋うずもれていたかもしれない。失われた大地ダナーンが開かれたからこそ、出現した勇ゆう者しやといえるだろう。

　十年前にもダナーンから来たレードンという名の若者とその仲間たちが、覚かく醒せいしたばかりの神王に戦いを挑いどみ、器うつわである漂ひよう流りゆう王おうの肉体を傷つけることで、完全なる覚醒を大きく遅おくらせていた。そして、今もまだ、神王と戦い続けているのだ。

　クリスタニアの歴史を変えるような勇者たちが、失われた大地から次々と出現してくるのは、ディラントには驚おどろきでさえあった。あの小さな半島に、いったいどのような歴史が育はぐくまれてきたのか関心さえある。

「そう、ダナーン王国の正せい規きの騎き士しだ。ベルディア軍と同どう盟めいの用意があるという」

「同盟だと？」

　ディラントは、思わず苦笑を洩もらした。

　面会を求めているのは、レードンやレイルズとは違って、普通の人間のようだ。戦いくさの勝敗が決するのを待って、接せつ触しよくしてきたのだろう。当然の反はん応のうであり、ディラントはその騎士の考えが手に取るように分かった。

　ダナーンの人間の誰だれもが、英えい雄ゆうなり勇者というわけではなさそうだ。

「期待には添そえられそうにもないな。降こう伏ふくの申し出ならば、受け入れるが」

　神王バルバスの支配の法には、対等の同盟関係など存在しないのだ。存在するのは、絶対的な上下関係だけである。

「それは、直接、会って伝えてもらいたい」

　影かげの部族の者は、そう言葉を返してきた。

「神王の奇き跡せきに頼たよってばかりでは、戦は百年かけても終わらぬぞ。ダナーンの騎士団が味み方かたとなれば、クリスタニア全土の支配も容よう易いとなろう」

「残念だが、クリスタニアを征せい服ふくしたいのは、わたしの意思ではないのだ。そして、神王陛へい下かにとって時間など何の意味もない」

「支配の神しん獣じゆう王おうにとっては、そうだろう。だが、味方が増えれば、おまえの配はい下かたちの犠ぎ牲せいも少なくなるのだぞ。ダナーン征服のために戦えば、暗あん黒こく騎士団の若者たちがまた大勢、死ぬことになる」

　心の底を見み透すかしたように、影の部族の者はディラントのいちばん痛いところをついてきた。神王はベルディア軍の消しよう耗もうなど、気にもかけていまい。だが、ディラントにとって、それは最大の関心事なのだ。

「会っておいても、損はなかろう。命がけで抵てい抗こうする者の恐おそろしさは、身にしみて分かっているはずだ」

　そのとおりだった。先日の戦いで、それは嫌いやというほど叩たたきこまれた。命を捨てる覚かく悟ごの戦士ひとりは、命を惜おしむ十人の戦士にも匹ひつ敵てきするものだ。

「いいだろう……」

　影かげの部族の物言いは不ふ愉ゆ快かいではあったが、確かに会っておいて損はない。

　先日の戦いの結末を知っているからには、神王が使った奇き跡せきの力も知っているはずだ。脅おどかしておけば、失われた大地ダナーンに侵しん攻こうするとき、徹てつ底てい抗こう戦せんする気もなくなるだろう。

　戦場で堂々と戦って命を落とすならともかく、虫ケラのように殺されるのは戦士として最大の屈くつ辱じよくであるはずだ。勝てぬと分かっている戦いくさに命をかけるような人間は、稀まれなはずだ。

　失われた大地の王国は、同じ島を故郷としている。その精神メンタリテイは暗あん黒こくの民たみと、それほど変わっているとは思えない。

「夜が更ふけてから、わたしの天てん幕まくへ来い。どうせ正式な会談はできないのだ。同じ騎き士しとして、話し合いに応じよう」

　承しよう知ちと、影の部族の者は答えて、そして気け配はいを断たった。

　アルケナの従じゆう者しやには、影から影へと瞬しゆん間かん移動する能力タレントがあると聞いている。その能力を使ったのだろう。

「ダナーンの騎士か……。将来は、おそらく、同じ苦労を背せ負おうことになるのだろうな」

　ディラントはつぶやき、ふたたび歩きはじめた。

　その顔には冷たい笑えみが浮かんでいたが、それが向けられている相手が自分自身であることを、ディラントはもちろん、承知していた。




　　　　２




「ノルヴァだ。ダナーン王国の近この衛え騎士団に属している」

　狭せまい天幕のなかに入ってきた男は、そう言ってかるく会え釈しやくをした。

　だが、その視線は刺さすように、ディラントを見つめたままである。

　ディラントは何も表情には出さず、会釈を返そうともしなかった。ただ、

「暗あん黒こく騎士団長ディラントだ」

　と名乗っただけである。

「近衛騎士と言ったが、騎士隊長ではないのか？」

　王国は異ちがっても、騎士であるからには序じよ列れつは厳げん格かくである。騎士隊長ともなれば上級騎士であり、爵しやく位いも与えられる。領地も所有しているはずで、平ひらの騎士とは雲うん泥でいの格かく差さがあるものだ。

「近衛騎士団の騎士は、正せい規きの騎士の騎士隊長と同格である。独自の裁さい量りよう権けんも与えられており、権限のうえでは、騎士団長にも劣おとらない」

　ノルヴァは地面に敷しかれた大おお鹿じかの毛皮に腰を下ろして言った。

　その反はん応のうには動どう揺ようした様子はなく、虚きよ勢せいを張っているのではないことが知れた。たいした人物とは思えないが、簡単に丸めこめる相手ではなさそうだ。

「面会の内容は、使いの者から聞いた。我が王国に同どう盟めいを申し込みたいそうだな」

　ディラントは、天てん幕まくの入り口に視線を向けた。

　天幕のなかにいるのは、ディラントとダナーン騎き士しのふたりだけで、影かげの部族の男は天幕の外で待たい機きしている。他ほかにも騎士の配はい下かはいるとのことだが、その者たちは同行しなかった。

　万が一のことを考えてのことかもしれない。

　ディラントの言葉に、ノルヴァは無言でうなずいた。

「我々、ベルディアの民は神王バルバスに忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。そして、神王陛へい下かは全クリスタニア大陸の征せい服ふくを望んでおられるのだ」

　ディラントは、紙に書かれた文章を読みあげるような言い方で語った。

「同盟の意思はないということか？」

「ない。従じゆう属ぞく、いや隷れい属ぞくを誓うなら、武力による侵しん攻こうは見合わせよう。神王陛下は帝てい国こくの臣しん民みんとなったものには寛かん大だいであられるのだ」

「神が人を支配しようとするとはな……」

　ひとりごとでもいうように、ノルヴァはつぶやいた。

「人間がこの世界の主人であった時代は終わりを告つげよう。永遠の帝てい王おうによって、世界は統一されるのだ。この大陸も、我らの故郷の島も、さらに北の大陸までもな」

「先日の戦いは、見させてもらった。小さな砦とりでひとつ攻め落とすのに、ずいぶん日数を費ついやしたものだな」
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　皮ひ肉にくめいた口く調ちようで、ノルヴァは言った。

「戦いを見たのなら、神王の奇き跡せきも知っていよう。神王は、まだ完全に覚かく醒せいされてはおられぬ。完全に覚醒されたときには、さらに強大な奇跡を行こう使しされよう。いかに堅けん固ごな城じよう塞さいであろうと、一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつすると思え」

　ディラントは、わずかに語調を鋭するどくした。

「故郷の島において、かつて邪じや神しんを奉ほうじる王国があった。破は壊かいの女め神がみを復ふつ活かつせしめ、世界に破は滅めつを導こうとした」

　ノルヴァは影かげの部族のイサジから、ベルディア帝てい国こくについて、だいたいの情報は聞いている。彼らがダナーンの民と故郷を同じくしていることも、そのひとつである。

「知っているよ。その邪神の王国の末まつ裔えいが我われ等ら、暗あん黒こくの民たみだ。だが、この大陸においても、同じ結果となるとは思うなよ。神王陛へい下かは完全ではないにせよ、覚醒しておられるのだ。それに、神王バルバスは邪神ではない。支配を司つかさどる神なのだ。その支配の法則とは、弱じやく肉にく強きよう食しよく」

　強者が弱者を支配するのが、自然なのだ。バルバスの帝国においては、実力さえあれば、どのような身分のものであれ、出世は約束される。反対に実力のないものなら、たとえ貴き族ぞくの子し弟ていであっても奴ど隷れいとなるのだ、とディラントは付け加えた。

　そして、

「貴き卿けいは、我が帝国において、どのような地位に就つけるかな？」

　含ふくみ笑いとともに、ダナーン騎き士しに問いかけた。

「わたしは下級騎士の生まれだ。近この衛え騎士になれたのは、実力だと信じている」

　さすがに憮ぶ然ぜんとした表情を見せ、ノルヴァは言った。

　近衛騎士になれたのは、時代の趨すう勢せいを読み、宰さい相しように接せつ触しよくすればこそだ。剣けん技ぎにおいても、そうひけをとるとは思っていない。

「我が近衛騎士団長ラッセルは、希け有うの剣士であらせられる。神王の帝国に加わったならば、貴卿はラッセル卿きようを団長と呼ぶことになろうよ」

「近衛騎士団長ラッセル？」

　ラッセルという名には、聞き覚えがあった。

　誰だれのことかと記き憶おくをたどると、すぐに思い至った。レイルズという若者との話のなかででてきた名前だった。彼の父親が確か、ラッセルという名前だった。ダナーン王国の上級騎士だと、彼も言っていた。

　レイルズの父親なら、目の前のダナーン騎士の言葉も、あながち虚きよ栄えいであるとはいえないかもしれない。

「グレイルの片手を切り落とした剣の腕うでは、父譲ゆずりということか……」

「父譲りだと？」

　ディラントのひとりごとに、ノルヴァは意い外がいな反はん応のうをみせた。大きく身を乗り出し、ディラントに摑つかみかからんばかりである。

「もしかして、レイルズ様に会ったのか！」

「会ったとも。貴き卿けいは知らなかったのか？　砦とりでの傭よう兵へいを指し揮きしていたのは、他ほかならぬあの若者だったのだぞ」

「レイルズ様が！」

　すとんと腰を落とし、ノルヴァは惚ほうけたような声で言った。

　イサリから、そんな話は聞いていない。

「それでは、レイルズ様は死んだのか？　それとも……」

「レイルズは、生きている。捕らえたが、わたしが逃がしてやった。敵ながら立りつ派ぱな勇ゆう者しやであったし、彼の目的が達成されることを願ってもいるからな」

　どんな目的かとは、ノルヴァは問わなかった。

　レイルズが生きていることが分かっただけで、心に安あん堵どの気持ちが広がっていた。ラッセルに、彼の息子むすこが死んだという報告をせずにすむ。

「貴卿の配はい慮りよに感謝する」

　うなだれるにように、ノルヴァは頭を下げた。

「わたしが決めたことだ。感謝されるいわれはない」

　そっけない返事がかえってきたが、ノルヴァには少しも気にならなかった。

「レイルズ様は、どこへ行かれたのだ？　同行者はおられたのか？」

「旅立ったのは、会合の地だ。銀ぎん髪ぱつの娘をはじめ、六人が同行している」

「会合の地？　銀髪の娘？」

「くわしい話は、影かげの部族の者から聞け。あの者なら、答を知っていよう」

　ディラントはそろそろこの会談を切りあげようと思い、ゆっくりと立ち上がった。

　その意い図とに気づいたようで、ダナーン騎き士しも静かに腰をあげた。

「ダナーンに戻もどり、宰さい相しよう閣かつ下かに貴卿の言葉、伝えさせてもらう。いずれ正式な使者をたてて、返答をしよう」

「命が惜おしいなら、神王陛へい下かに隷れい属ぞくを誓ちかうことだな」

　その言葉に、ノルヴァは答えなかった。

　入ってきたときと同じようにかるく一礼し、天てん幕まくの外へ出た。




「思ったより、早かったな」

　天幕の外へ出たノルヴァを出迎えたのは、影の部族のイサリだった。彼のそばには、暗あん黒こく騎士団の騎士がふたり警けい護ごを固めている。

　ノルヴァはイサリには応じず、影かげ絵えのように見える森へ向かって歩きはじめた。

　イサリは滑すべるように動いて、ノルヴァの隣となりに並んだ。ふたりの後ろに護ご衛えいの騎士が、無言でついてくる。ふたりが立ち去るのを見み届とどけるためだろう。

　野や営えい地ちの端はしまで暗あん黒こく騎き士しは同行し、挨あい拶さつもせず背を向けた。

　騎士の序じよ列れつを考えれば無礼な態度ではあるが、ノルヴァは不ふ問もんにしておくことにした。今は、一いつ刻こくも早く、暗黒騎士たちの監かん視しから逃れたかったからだ。

「収穫はあったかい？」

　森に入ったところで、イサリが声をかけてきた。

　それから、古代語魔ま法ほうの〈明かり〉の呪じゆ文もんを唱えて、闇やみに閉ざされた森のなかを照らしだす。

「会談がどうなるかぐらい、貴き様さまには分かっていたのだろう？」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、ノルヴァは言った。

　この影かげの部族は、まだまだ秘ひ密みつを持っているに違いない。もちろん、それはノルヴァも同様だ。同行している元もと冒ぼう険けん者しやの男たちも、うかつに信用するわけにはいかない。

　だが、たとえどんな状況であろうと、ノルヴァはラッセルが満足するような成果を示さねばならない。そのためには、何かひとつ手て土産みやげが必要だった。

　ベルディア軍の騎士団長との会談は、とても成功とは言えなかったが、その手土産を手に入れる手がかりを得られたことは収穫だった。

「聞きたいことが、いくつかある」

　ノルヴァは、横目でイサリを見ながら、詰きつ問もんするように言った。

「聞きたいこと？」

　ノルヴァの鋭するどい質問を受け流すように、イサリはのんびりした口く調ちようで尋たずねかえした。

「会合の地とはいったい何だ。それはどこにある？　それから、銀ぎん髪ぱつの者とは何者なのか？」

　質問された内容について、イサリは淡たん々たんと説明した。

　会合の地は神しん獣じゆうたちの聖せい地ちであり、彼らが神の肉体を捨て、獣けものの肉体に魂たましいを封ふうじた場所であること。そこには、捨てられた神の肉体が、彫ちよう像ぞうのように並んでいるという。そして、銀髪の者は、銀ぎん狼ろうフェネスに従う銀狼の部族の民のなかでも、特に選ばれた英えい雄ゆうであること。

「ちょっとした謎リかドけルだな。そのふたつがどう結びつくものか……」

　イサリは最後にそう付け加え、思わせぶりな視線を向けてきた。

「謎かけなど、してはいない！」

　答える声がつい荒くなった。

　現在、自分が苦く境きようにあるのは、ラッセルの謎なぞめいた言葉のせいなのである。いったい何を望んで、血ち煙けむりの騎士がこの地に自分を派は遣けんしたのか、まだ理解できないでいるのだ。

「わたしが捜さがし求めている人物は、銀髪の者と一いつ緒しよに会合の地へと向かっているのだ」

　なるほど、とイサリは感心したように相あい槌づちを打った。もちろん、彼にはノルヴァが捜しているという人物が誰だれなのか、見当はついている。

「そいつを、追いかけるのかい？」

　レイルズを、とイサリは心のなかで付け加えた。

「決まっている。その人物を連つれ戻もどせば、わたしはダナーンヘ帰れるのだ。こんな世界とは決けつ別べつしてな」

「こんな世界とは、お言葉だな」

　イサリは肩をすくめ、ぐるりと周囲を見回した。

　どこを向こうと、イスカリアの森であり、そしてクリスタニアだ。この大陸は、数千年にわたって、神しん獣じゆうと神獣の民の聖せい地ちだった。新しき民や、暗あん黒こくの民たみが現れたのは、ここ二、三百年なのである。

　結けつ界かいの部族が、暗黒の民や新しき民を排はい除じよせよ、と叫ぶ理由は理解できる。彼らがやってくるまでは、クリスタニアに大きな戦いくさはなかったのだ。

　火災のためか、夜の森には鳥の鳴き声ひとつせず、深い静せい寂じやくに包まれていた。ときおり吹く風に、わずかに木の葉がそよぐだけ。

「ま、オレとしても、早く故郷へ帰ってもらいたい」

　そうでなければ、神獣アルケナからの神しん託たくを果はたすことができないのだ。

　ダナーン王国の現状を知り、神獣アルケナの未来予よ知ちをより確実なものとしなければならない。その未来がたとえどのようなものであれ、影かげの部族にとっては問題ではないのだ。
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　あの男が、追ってきている──

　レイルズは、そう確信していた。

　復ふく讐しゆうに燃えて、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルが追ってきている、と。

　獣けものの牙をめぐる激げき戦せんから、はや七日がすぎていた。レイルズたち六人は、今、イスカリアの森を西に向かって進んでいる。森の中を走る街道をはずれ、大きく南に迂う回かいして。

　イスカリアの森の西半分は、ベルディア軍の支配下にあるのだ。小さな街道が走り、小集落が散さん在ざいしている。そのほとんどは無人であり、有人の集落にはベルディア軍が接せつ収しゆうしており、バルバスの支配の法を実じつ践せんしていた。

　強き者は支配を、弱き者は服ふく従じゆうを。

　誇ほこり高い銀ぎん狼ろうの部族にとって、それはどれほどの屈くつ辱じよくであろうか。だが、誇りのために、命を捨てられぬ者もいる。

　彼らを卑ひ怯きよう者ものであると、いったい誰だれが蔑さげすむことができよう。生きていればこそ、未来は開ける。死ねば、それで終わりなのだ。

　だが、レイルズは今、あえて死地に向かって進んでいる。

　夜、寝るときには、どのように自分が殺されるのか、自然と考えてしまう。

　獣けものの牙きばをめぐる先日の戦いで、人の生き死には嫌いやというほど見てきた。それでも、慣なれるわけではない。いや、慣れたくない、と思っている。

　戦いくさをやめろ、と叫ぶのは誰だれにでもできる。だが、それで戦が終わるわけではない。戦を終わらせるには、元げん凶きようを断たつしかない。

　そして、この大戦の元凶は、かつては支配の神しん獣じゆう王おうと呼ばれ、現在は神王として覚かく醒せいをとげたバルバスなのだ。

　バルバスを倒す以外に、戦を終わらせる方法はない。

　だから、会合の地へと向かっている。バルバスと対決するために。

　もちろん、勝てるなどとは思っていない。獣の牙の砦とりでを滅ほろぼした奇き跡せきを見ただけでもあきらかだ。神王バルバスは、地水火風の四柱の精霊王すべてを召しよう喚かんし、砦を破は壊かいしつくしたのだ。

　大勢の傭よう兵へいたちが、命を落とした。

　彼らは皆みな、勇ゆう敢かんだった。武器を取っても、能力タレントを使わせても。そんな勇ゆう者しやたちが、虫けらのように殺されていったのだ。

　次は、自分の番だと思っている。

　神々の目の前で、神王と戦い、殺される。それで、神獣たちが神王と戦う決意をするかどうかは分からない。

　だが、考えついたことは、それだけだった。死すべき定めの人の子として、唯ゆい一いつ、神に勝まさることがあるとすれば、それはまさに死ぬということをおいて他ほかにない。命を捨てることで、なせることもあると信じたい。

　だからこそ、会合の地に着くまでに、死ぬわけにはいかないのだ。

　追いかけてくる者の影かげが、不ぶ気き味みであった。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイル、今度で四度目の対決になる。これまで一度、敗れ、二度、勝った。次が最後となるだろう。どちらが勝つかは、分からない。ただ、それを避さけてとおることはできないのだ。

　戦う覚かく悟ごは、できている。

　だが、グレイルは仕し掛かけてこない。この二日ばかり、常に周囲にあり、気け配はいを感じさせるだけで、目の前に姿を現すことさえなかったのだ。

　それがなぜか、レイルズには分からない。こちらが消しよう耗もうするのを待っているのだろうか？

　だとすれば、グレイルの意い図とは的まとを射ている。レイルズは油ゆ断だんするまいと片かた時ときも緊きん張ちようをほぐせないでいる。

　現在も、そうだ。

　剣けんを抱かかえたまま木の幹に背を預け、仲間たちが休んでいる様子を、レイルズはじっと見つめている。五感を研とぎすませ、たえず周囲に気を配っている。

　ここ数日、満足に寝ていない。神経がたかぶって、バッソーたちが見張りをしているときでも眠れないのだ。

　そのとき、精霊使いシヤーマンのビーンが、小さく寝返りをうつのが見えた。

　先日の戦いで瀕ひん死しの重傷を負ったビーンだったが、回かい復ふくはとても順調だった。最初の三日間は、シャイロンに担かつがれて移動したが、昨日から休み休みではあるものの、自分の足で歩けるようになっていた。

　ひ弱な少年だと思ってきたが、彼の真の勇ゆう気きは、先日の戦いで見た。

　炎ほのおの精霊王〝魔ま神じん〟エフリートが目の前に姿を現したとき、少年は命を賭かけて対決し、炎の魔神の怒いかりを鎮しずめたのである。

　レイルズたちが、今もこうして生きていられるのは、そのおかげなのだ。

　ビーンの母親は、非常に優すぐれた精霊使いだったらしい。その血は、間違いなく受け継つがれているということだ。

　そのビーンは身を縮ちぢめて、毛布を抱えこむように眠っている。

　大地の妖精ドワーフ族のシャイロンが、毎日のようにビーンに治ち療りようをほどこしている。この幸運神チヤ・ザの神しん官かん戦士は、神の奇き跡せき──神しん聖せい魔ま法ほう──を使い、全身に負ったビーンの火傷やけどを生まれたての赤子のような肌はだになるまで回復させていた。

〝全快リフレツシユ〟と呼ばれる高度な癒いやしの呪じゆ文もんである。シャイロンがこの奇跡を起こしたのは、これがはじめてらしい。神殿に帰れば、高こう司し祭さいとして迎えれられてもおかしくない。それほど、高こう徳とくの奇跡なのだ。

　無口なドワーフは照てれながら、ビーンの勇気に感化されたのだろう、と言った。

　ビーンもシャイロンも、それぞれ成長している。彼らばかりではない。半妖精ハーフエルフの魔術師ソーサラーサイアも、盗とう賊ぞくのバッソーも、そしてレイルズ自身も、〝神々の住まう地〟クリスタニアにやってきて、全員が成長を遂とげた。あるいは、変わってきた。肉体において、精神において、そして技術において……

　人ひとはその短い命のなかで、いかようにも成長してゆく。無む垢くな赤子として生を受け、死ぬまでのあいだに、いったいどれほどの変へん容ようを遂げるのだろうか。それこそが人の強さだ、とレイルズは確信できた。

　影かげがひとつ動いたのは、そのときである。

　毛布を身にまとったまま、仲間たちのうちひとりが起き上がったのだ。

　森の木々を通して差してくる星々の明かりに、髪かみの毛が銀色に輝いたので、誰だれが起きたのかレイルズには分かった。

　銀ぎん狼ろうの部族の少女マリスである。

　彼女の銀色の髪は、周期の神しん獣じゆう王おうにして神獣王の長おさ、森の銀狼フェネスに選ばれた者の聖印しるしである。銀ぎん髪ぱつの者は、銀狼の部族の要よう職しよくに就つくことが生まれながらにして決まっている。

「交こう替たいしましょうか？」

　マリスはレイルズのそばまでやってくると、仲間を気き遣づかいながら小声で話しかけてきた。

「まだ眠れそうにもない。もうしばらくは、見張りを続けているよ」

　レイルズは、答えた。

　彼女と話していると、不思議に心が落ち着く。月の光のように透とう明めいな気持ちになれるのだ。

　マリスはレイルズの隣となりに腰を下ろすと、毛布の端はしを持ち上げた。

　レイルズはうなずいて、マリスの肩に毛布をかけた。

　だが、抱いたままの剣けんは離さない。この瞬しゆん間かんにも、グレイルが〝跳躍リープ〟してくるかもしれないのだ。猛虎バルバスの部族の獣人ビーストマスターたちが得とく意いとする瞬間移動の能力タレントである。

「グレイルの気け配はいは？」

　レイルズは、マリスに尋たずねた。

「今は、感じません」

　マリスは小さく首を横にふる。

　銀色の髪かみが揺ゆれて、レイルズの頰ほおをそよ風のように撫なでてゆく。

　グレイルが追いついてきたことに、最初に気づいたのは、マリスだった。

　能力を使えば、彼女の嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくは、狼おおかみのように鋭するどくなる。背はい後ごから聞こえてくる足音や、体たい臭しゆうなどを感じとったのだ。それも、ひとりだけの。

　獣けものの牙きばの残ざん党とうを狩かろうと、猛虎の部族が部隊を出しているが、もしそうなら、少なくとも四、五人の気配は感じとれるだろう。それに、こちらに気づけば、容よう赦しやなく襲おそいかかってくるはずだ。

　マリスも、レイルズも、同じ結論に達した。尾つけているのは、グレイルであると。

　感覚が鋭いのは、グレイルも同様である。

　猛虎の部族の獣人は、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの感覚を持つ。たとえ、視し界かいのなかに入れなくても、レイルズたちの動きは手にとるように分かるにちがいない。

「眠らなくては、いざというとき、身体からだが動きませんよ」

　マリスは、クリスタニア言葉で言った。

　最近になってようやく気がついたのだが、マリスはレイルズの母国語でもあるベルディア言葉で話すときには、やや語調がかたくなる。

　クリスタニア言葉で話すときには、感情がこもっている。レイルズ自身がこの言葉を使い慣なれてきて、やっとそれを理解できたのだ。

　だから、マリスと話すときにはクリスタニア言葉を好んで使う。残念なのは、自分のほうがこの言葉を使ってうまく感情を表せないことだ。

「分かっている。でも、心がうまく働かない。ガーシュンのように、いつでも寝られるような性格だったらね」

　レイルズは、戦いの神しん獣じゆう王おうブルーザに従う百人隊長の名を出した。

　彼のことだ。おそらく、無事に逃げおおせただろう。部族に帰れば、族長になってもおかしくないのである。牙ブルーザの部族をまとめて、ベルディア軍と戦ってほしいと願っている。

　ガーシュンばかりではない。

　獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちは、皆みな、部族に戻もどれば、高い地位を約束された者たちなのだ。獣の牙は失われたが、彼らが故郷に戻ったとき、それぞれの部族をあげてベルディア軍と戦うよう動いてくれることをレイルズは期待している。

　そうなれば、いかに神王が絶対的な力を持とうと、易やす々やすと征せい服ふくされるはずがない。部族の重じゆう鎮ちんたちの総意となれば、沈ちん黙もくを守り続ける神しん獣じゆうたちも立ち上がるかもしれない。また、そうするために、レイルズたちは会合の地へ向かっているのだ。

「みんな、無事だといいのですが……」

　マリスは祈いのるように言った。

「そういうわけにはいかないだろうが、たとえ、ひとりでも多く逃げのびてほしいものだ」

　レイルズは、うなだれるマリスの肩に手をまわして、心持ち自分のほうへ引き寄せた。

　彼女に触ふれていると、離はなれ離ばなれになっていた自分の半身が戻ってきたような気持ちになる。出会ってから、それほど時間がたっているわけではないが、生まれたころからずっと一いつ緒しよに育ったような錯さつ覚かくを感じる。幼なじみのサイアよりも……

　ふたりだけの静かな時間がすぎてゆく。

　命を失うということは、こんな幸せさえ捨てるということなのだ。だが、もう決心したことだ。神王と戦うときには、マリスも一緒である。死ぬときも、そうなろう。それは、レイルズにとって、なんの慰なぐさめにもならない。むしろ、苦しみをましているだけである。

　グレイルの言葉によれば、マリスは銀ぎん髪ぱつの者のなかでも、特に選ばれたひとりだという。

　何百年か何千年かに一度、クリスタニアを律りつしてきた周期が一回転するとき、会合の地において、神獣たちが集つどうことがある。そして、クリスタニアの次の周期について決定するのだ。

　それは、周期が完全でなかったことの証あかしともいえる。周期を安定させないゆらぎのようなものが、この世界にはいくつかあり、それが周期に微び妙みような狂くるいを生じさせる。不安定な要因を取り除き、周期の狂いを修正することが、神獣たちの、そして神獣の民たちの永遠の営いとなみであったのだ。

　神獣たちは従じゆう者しやたる部族のなかからひとり、神獣の会合に傍ぼう聴ちよう人にんとして臨りん席せきさせるらしい。たいていは、族長が務めるのだろう。だが、そうでないときもある。今もおそらく、クリスタニア各地から選ばれた神獣の民たちが、会合の地に向かっているはずだ。

　この神獣たちの会合においては、周期の神獣王フェネスの代表者と支配の神獣王バルバスの代表者とが戦い、次の周期に神獣王の長おさとなるのがいずれかを決してきたそうだ。もっとも、すべてグレイルの話なので、どこまで真実かは分からない。

　だが、今度の会合はこれまでと違ったものになるだろう。どのような会合になるかは、誰だれも、おそらく神しん獣じゆうたちでさえ、予よ測そくできないに違いない。

「それにしても、グレイルはいつ……」

　そう言いかけたとき、不ふ意いにあくびが出た。

　それを見たマリスが、忍しのび笑いを洩もらす。

「やっと、眠れそうね」

　レイルズは、素直にうなずいた。

　緊きん張ちようしていた心がほぐれたのだろう。猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきていた。

「グレイルが襲ってきたら……」

「すぐ起こします」

　マリスは静かにうなずき、肩からずれかけていた毛布を襟えりのところまで深くかけなおした。

　そのとき、レイルズは剣けんを抱かかえこんだまま、穏おだやかな寝息をたてていた。

　マリスは物音をたてないよう立ち上がり、周囲に気を配った。自然に狼おおかみの感覚を使っていた。聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくとが鋭するどくなり、闇やみも昼間のように見通せるようになる。

　誰だれにも、レイルズの眠りを妨さまたげさせるつもりはない。

　彼女の気持ちを悟さとったように、空に浮かぶ月が雲に隠かくれて、姿を消した。
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「また、新あら手てか！」

　ノルヴァは血に染まった剣を握にぎりしめたまま、歯がみをした。

　右手の方から、この地の言葉で何者かが叫ぶ声が聞こえたのだ。数時間前から後方を追いかけている男たちが、歓かん声せいにも似た声で応じる。

　仲間どうし呼び合う声が森にこだまし、囲まれてしまったような不安にかられる。いくら振り切ろうとしても、追おつ手ては猟りよう犬けんさながらにくいついてきた。狩しゆ猟りようならば、戦いくさの訓練をかねてよくしたものだが、獲え物ものの立場になったことは、もちろん一度もない。

　ベルディア軍の駐ちゆう屯とん地ちで、暗あん黒こく騎き士し団だん長ちようディラントと会談をしてから、三日が過ぎている。

　ダナーン王国近この衛え騎士団長ラッセルの息子むすこを追いかけて、会合の地を目指す旅だった。

　陥かん落らくした砦とりでの残ざん党とうを捕らえるために、猛虎バルバスの部族と呼ばれるベルディア軍の一派が、追つい撃げきの部隊を出動させていたのだ。昨日、ノルヴァたちは、そのうちの一隊に遭そう遇ぐうしたのである。

　戦いたくはなかったのだが、猛虎の部族は問もん答どう無む用ようで襲いかかってきた。

　ノルヴァは、やむなく受けて立った。相手の人数は四人、かなりの手て練だれではあったが、ノルヴァたちの敵ではなかった。同行している三人の元もと冒ぼう険けん者しやたちは、豊ほう富ふな実戦の経験を積んでいた。魔術師のリーマンは導どう師し級きゆうの実力を持っているし、ふたりの戦士、コーラルとテディンは、近この衛え騎き士しとなっても遜そん色しよくのない腕うで前まえである。イサリという名のクリスタニアの住民も、優すぐれた魔術師だった。

　ひとりも生かして帰すつもりはなかった。そうしなければ、禍か根こんを残すことになるからだ。だが、敵の首しゆ領りようらしき男は、劣れつ勢せいと見ると突とつ然ぜん、魔ま法ほうを使って姿を消した。

　屈くつ強きようの男だったので、魔法戦士とは想像もしなかった。

　猛虎バルバスの部族の戦士のなかには〝跳躍リープ〟と呼ばれる瞬しゆん間かん移動の能力タレントを、彼らが従っている神王バルバスから与えられた者がいるのだ、とイサリから聞いたのはその直後のことだ。

　なぜ、最初に警けい告こくしなかったのだ、とノルヴァはイサリを責せめたが、もはや手て後おくれだった。

　それから、敵のしつような追つい撃げきがはじまった。

　ノルヴァたちは幾いく度どか戦い、猛虎の部族の追おつ手てを撃げき退たいした。だが、この付近にいる猛虎の部族が残らず集まってきているのではないかと疑うたがうほど、新あら手てが次々に姿を現した。

　猛虎の部族の戦士たちは、ノルヴァたちより遥はるかに足が速く、ひとたび見つけられたら逃げきることはできない。やむなく、剣けんを交えるのだが、劣勢と見ると敵は退しりぞき、援えん軍ぐんを待って、ふたたび攻撃してくる。

　今、ノルヴァたちを追いかけている敵の人数は、二十人ちかくになるのではないか。

「戦うしかないか……」

　ノルヴァは、覚かく悟ごを決めている。

　追手の数は多いが、負けると決まっているわけではない。このまま逃げ続ければ、疲つかれるばかりだ。それでは、満足に戦えない。動けなくなるまえに、決着をつけねばならない。

　ただ、戦う場所は選ぶ必要があった。周囲を取り囲まれ、一度に襲おそいかかってこられれば圧倒的に不利だ。崖がけのような場所を見つけ、岩の壁かべを背にして、戦うのが理想だった。

「もう少し行けば、川にでる。そこなら、崖でも、洞どう窟くつでもある」

　というイサリの言葉を信じ、ノルヴァたちは走っている。

　元もと冒ぼう険けん者しやの三人は、思ったより冷静だった。

　おそらく、このぐらいの危機は何度も乗り切ってきたのだろう。事実、彼らは近衛騎士団の厳きびしい追つい及きゆうから、数か月にわたって逃れてきたのだ。

　彼らが犯おかした罪は、ダナーンの王城に侵しん入にゆうし、幽ゆう閉へいされている女王を脱だつ出しゆつさせようとしたことである。公おおやけには、女王の誘ゆう拐かいを試みた無む法ほう者ものということになっている。

　彼らの首には、巨大な賞金がかけられ、近衛騎士のみならず、他ほかの冒険者たちや民衆からも狙ねらわれる身となった。逃とう亡ぼう生活に嫌いや気けがさし、彼らはある取り引きを申し出たのだ。

　女王救出の仕事を依い頼らいした王党派の貴き族ぞくたちの名簿と引ひき換かえに、罪を不ふ問もんとすることを条件としたのだ。近衛騎士団長ラッセルは、この取り引きに応じた。ただし、逃亡を続けている彼らの仲間、ドワーフの神しん官かん戦士と盗とう賊ぞくのふたりを捕らえることを条件として付け加えた。

　神官戦士と盗賊は、ハークの村で捕らえられた。ただし、ふたりを捕らえたのは、リーマンたちではなかった。近この衛え騎き士し団だん長ちようラッセルの息子むすこレイルズである。

　だが、あの大だい地じ震しんのとき、ふたりの冒ぼう険けん者しやは牢ろうから逃げだした。そして、神の城じよう壁へきに生じた亀き裂れつを登って、クリスタニアヘと逃とう亡ぼうしたのだ。彼らとともに、ラッセルの息子もクリスタニアヘ登っていったらしい。

　ノルヴァはこの事実をラッセルにひそかに報告し、指示を仰あおいだ。血ち煙けむりの騎士のふたつ名をもつ近衛騎士団長に、ちょっとした貸しをつくるつもりだった。

　だが、それは甘あまい考えだった。

　ラッセルはノルヴァにクリスタニアヘと登り、逃亡したドワーフと盗とう賊ぞくのふたりを捕らえるよう命じたのだ。そして、言外にこの神々の住まう地の様子を探れとも。このとき、部下としてつけられたのが、逃亡者たちの元の仲間であるリーマンたち三人だった。

　一度、裏うら切ぎった者たちだ。いつまた裏切るかしれない。

　息子の不ふ祥しよう事じを知った者を始し末まつするために、ラッセルは自分をクリスタニアヘと派は遣けんしたのではないか。そんな不安さえ、ノルヴァは覚えている。

　そうだとすると、ラッセルの狙ねらいは的中しそうである。もう一隊でも新あら手てが現れれば、防ぎきる自信はない。

　恨うらみ事ごとのひとつも言ってやりたいが、ラッセルはここにはいない。おそらく、今いま頃ごろは王都へと戻もどり、神の城壁が開かれたことについて、宰さい相しようマリードと善ぜん後ご策さくを協議しているだろう。ノルヴァが情報を持ち帰らなくても、彼らが結論を出せないわけではないのだ。

　まだ着かないのか、とイサリに文もん句くを言おうとしたとき、前方に川が流れているのが見えた。

　たいして大きくない川だが、川かわ面もまではちょっとした渓けい谷こくになっている。

　これなら、崖がけには不自由しない。もっとも、崖を背にするためには、河原へと飛び降りなければならないだろう。

「落下制御フオーリングコントロールの呪じゆ文もんは使えるな」

　ノルヴァは魔術師のリーマンに声をかけた。

「初級の呪文だからな」

　不満そうな声で、答が返ってきた。

「崖を飛び降りるとき、全員にかけてくれ」

「そのつもりだった」

　リーマンは答えて、魔術師の杖つえを両手で握にぎりなおした。

　崖の縁ふちまで来たとき、ちょうど猛虎の部族の追おつ手てが姿を現した。

　その数は、十人あまり。他ほかにも、まだ追手がいるらしく、ひとりが後方に向かって、何か叫んでいる。クリスタニア言葉を使っているので、その内容は分からなかった。

　崖は思ったより高く、飛び降りるにはちょっとした勇ゆう気きがいった。もし、リーマンが落下制御の呪文をかけなかったら、おそらく命はないだろう。

　だが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。猛虎バルバスの部族はすぐ追いついてくるだろう。

「飛び降りるぞ」

　ノルヴァは叫んだ。

　そして、対岸まで届けとばかり大きく飛んだ。

　リーマンが古代語魔ま法ほうの呪じゆ文もんを短く唱える。

　河原へと落下してゆく身体からだが、一いつ瞬しゆん、空中で静止した。それから、ゆっくりと羽根が舞まい落ちるように、ふたたび落下しはじめる。

　三人の冒ぼう険けん者しやも、落下制御フオーリングコントロールの呪文をかけられて飛び降りた。ただひとりのクリスタニアの住人である自称〝呪術使いウオーロツク〟のイサリは、手近な影かげに飛びこむと瞬しゆん間かん移動の能力タレントを使って、崖がけ下したの岩影に移った。

　崖の上を見ると、猛虎の部族の追おつ手てたちが悔くやしそうな顔で、こちらを覗のぞきこんでいた。能力とやらを使って瞬間移動してくるかと思ったが、誰だれもそんな動きはみせなかった。河原へ降りられる場所を捜さがして、どこかへ走り去っていった。

　おかげで、余よ裕ゆうができた。

　ノルヴァたちは乱れた息を整えながら、敵が来るのを待つことにした。

「何があろうと、切り抜けるぞ。こんな不ぶ気き味みな世界で、命を失いたくはない」

　ノルヴァは、自分自身に言い聞かせるように言った。

「奴やつらは瞬間移動の他ほかに、どんな能力を使う？」

　その問いをイサリに向けた。

「獣人化パーシヤル・ビーストしたり、獣変化ビーストフオームするのは知っているな。他には、咆ロ哮アという能力がある。聞けば、戦意を失うのだ。優すぐれた獣人ビーストマスターなら、〝無敵インバルネラビリテイ〟の能力を使う者もいる。この能力を使われれば、銀か魔法の武器でなければ、傷つけることができなくなるのだ」

「厄やつ介かいな連中だな」

　この世界の住人たちと戦うときには、魔法の援えん護ごは欠かかせないようだ。魔法使いたちを組織化することを上じよう申しんしよう、とノルヴァは思った。あくまでも、生きて帰ればだが……

　悪い予感を振り払うように、ノルヴァは周囲に視線を向けた。

　崖は岩ではなく土で、あちらこちらに崩くずれた跡あとがあった。二十歩ほどのところに、ぽっかりと洞どう窟くつが空いているのが見える。不自然な印象の洞窟だった。どう見ても、洞窟ができるような場所ではない。

「あれは、河かわ人びとたちが掘ったものだ」

　ノルヴァが洞窟に注意を奪うばわれているのに気づいたのか、イサリが声をかけてきた。

「河人？」

「神しん獣じゆうの民たみのなかで、神獣たちに従うのを拒こばんだ者たちの集団だよ。神獣が支配する土地には住めないので、河か川せんに船を浮かべて暮くらしている。あの洞窟は、川が増水したときに船を避ひ難なんさせるために掘ったのだ」

「人間が掘ったものか」

　それならば、納なつ得とくできた。

「洞どう窟くつに隠かくれるか？　防戦には適しているぞ」

　ノルヴァは腕うでを組み、しばし考えた。

「やめておこう。オレが追う立場だったら、逃とう亡ぼう者しやたちが洞窟から逃げないよう見張り、十分な人数をそろえてから攻撃する」

　そこまで言って、ノルヴァはニヤリとした。

「だが、洞窟を背にして戦うのは問題あるまい。状況が厳きびしくなったら、洞窟のなかに一時、退ひくこともできるからな」

　ノルヴァは三人の冒ぼう険けん者しやたちとイサリに、洞窟の前まで移動するように言った。

　洞窟は思ったよりも広く、奥行もそれなりにあった。陽ひは西の空に傾かたむきつつあり、洞窟の入り口付近まで明るく照らされていた。だが、それから奥は完全に闇やみに閉ざされている。

「中を調べていいか？」

　冒険者の戦士のうちのひとり、コーラルが言った。

　無む駄だなことを、と思ったが、ノルヴァはそれを許可した。万が一、洞窟のなかに敵が潜ひそんでいないともかぎらない。もちろん、そんなことがあるはずはない、と信じていたのだが……

　だが、コーラルが洞窟へと一歩、足を踏ふみ入れたとき、

「何者かな」

　という声が洞窟の奥から聞こえてきた。

　ダナーンの言葉だった。

　この世界では、ベルディア語と呼ばれている。ベルディア地方に漂ひよう流りゆうしてきた暗あん黒こくの民たみと呼ばれる民族が使う言葉である。もっとも、神しん獣じゆうの民たみのなかにも、この言葉を使う者はいる。

　コーラルは洞窟の入り口まで素す早ばやく下がり、脇わきに寄った。弓矢が飛んでくるのを警けい戒かいしたのだ。

「そっちこそ、何者だ！」

　コーラルは警戒しながら、姿の見えぬ相手に言葉をかけた。

「猛虎バルバスの部族ではなさそうだが、獣けものの牙きばの戦士か？」

　だが、返ってきた言葉は、コーラルの問いに対する答ではなかった。

　向こうからは、コーラルの姿は見えているということだ。

「明かりの呪じゆ文もんを使って、洞窟のなかを照らしだせ」

　ノルヴァは近くにいたイサリを呼んで、そう命じた。

「挑ちよう発はつする気か？　戦いになっても知らんぞ」

「相手の正しよう体たいが分からなければ、交渉のしようもないだろう！」

　ノルヴァの言葉を、イサリは納得したわけではなさそうだったが、とにかく古代語魔ま法ほうの呪文を唱えはじめた。

　だが、そのとき、洞どう窟くつの奥から、人らしき影かげが進みでてくるのが見えた。

　イサリは皮ひ肉にくっぽく笑って、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを中断する。

「ベルディアの訛なまりがないな。まさかとは思うが、ダナーンの人間なのか？」

　そう言って、陽光のなかに姿を現したのは、長衣ローブに身を包んだ男だった。

　黒い髪かみを長く伸のばし、魔術師ソーサラーの杖つえを右手に握にぎっている。

　王都スパイアーの〝賢けん者じやの学院〟に行けば、彼のような服装の人間はいくらでも歩いている。

「何者だ？」

　ノルヴァは洞窟の入り口まで進みでて、質問した。

　剣けんは鞘さやに収めておいたが、相手が変な動きを見せれば、抜ぬき討うちにする自信はある。

「その紋もん章しよう……、近この衛え騎き士し団だんの者だな」

「まず、こちらの質問に答えろ！」

「どう答えればよいのかな。わたしの名前か？　それとも、生まれか？」

「どちらもだ。なぜ、ここにいるのかも聞かせてもらおう」

　その問いに、魔術師らしき男は、薄く笑えみを浮かべた。状況を考えれば、不ふ敵てきな態度というべきだろう。

「尋たずねたいことは同じというわけだ」

　魔術師はノルヴァたちをひとりずつ見渡してから、言葉を続けた。

「わたしは、君たちと同郷の者だよ。名前はナーセルという」

　長衣の男は、そこでいったん言葉を切り、こちらの反はん応のうをうかがった。

「ダナーンの人間と言ったな。なぜ、こんなところにいる。クリスタニアヘの道は、近衛騎士団の監かん視し下かにあるはずだぞ」

「それは、いつの話だね？」

　ナーセルと名乗った魔術師は、ゆっくりと尋ねてきた。その瞳ひとみに、驚おどろきの色がうかがえる。

　ノルヴァにしても、相手の質問は予想外だった。何い時つと聞かれるとは思いもしなかった。

「情報交換をする価値があるかもしれないね」

　返事に窮きゆうするノルヴァを見て、長ちよう髪はつの魔術師は言った。

「もっとも、そんな余よ裕ゆうはなさそうだが……」

　その言葉で、ノルヴァは自分たちの置かれている状況を思い出した。

　魔術師の視線を追いかけ、川上のほうを見れば、遠くから走り寄ってくる猛虎バルバスの部族の戦士たちの姿が見えた。

「おまえも魔術師なのだろう。共に戦え！」

　剣けんを抜きながら、ノルヴァはナーセルに声をかけた。

「必要とあれば。もっとも、あれだけの人数を相手にするのは得とく策さくとは思えないな。君たちが望むなら、場所を変えてもいいのだが……」

「もしかして、瞬間移動テレポートの呪じゆ文もんを使えるのか！」

　冒ぼう険けん者しやの魔術師ソーサラーリーマンが勢いこんで言った。

「君たちに、呪文を受け入れる気があるのならね」

　ナーセルは、平然と答えた。

　ノルヴァ程度の知識でも、瞬しゆん間かん移動がかなり上級の魔ま法ほうであることは知っていた。その呪文を使うとなると、この謎なぞの男は非常に優秀な魔術師といえる。おそらく、リーマンより実力は上だろう。

「あくまで戦う理由があるのなら、止とめはしない。もっとも、わたしは遠えん慮りよさせてもらうがね」

「分かった。おまえを信用して、呪文を受け入れることにしよう。わたしたちを安全なところまで運んでくれ。ただし、おかしな場所に連れてゆけば、容よう赦しやはしないぞ」

　態度ではあくまでも強きよう硬こうさを装よそおっていたが、内心では躍おどりあがらんばかりだった。これで、圧倒的に不利な戦いを回かい避ひすることができる。

　三人の冒険者たちも、それからこの世界の男も、異い論ろんはない様子だった。目の前に迫せまっている確実な危険よりも、この男の言葉を信じるほうが危険は少ないに決まっている。もっとも、意い外がいすぎる展開に、戸と惑まどっている印象を受ける。それも当然だろう、ほんの数すう刻こく前まえまでは悲ひ壮そうな覚かく悟ごで、大勢の追おつ手てと戦う決意をかためていたのだ。

「万物の根こん源げん、万能なる力マナ……」

　魔術師は自信に満ちた声で、呪文の詠えい唱しようをはじめた。

　ノルヴァは精神の緊きん張ちようを解といて、呪文を受け入れようと努つとめた。瞬間移動のような呪文をかけられるのは、もちろん、はじめての経験である。

　ナーセルが高らかに呪文の最後の言葉を唱え、杖つえを振るったとき、目の前が突とつ然ぜん、真っ白な光に包まれた。あまりの目ま映ばゆさに、思わず手で目を覆おおってしまう。

　そして、その手をどけたとき、ノルヴァは見たこともない場所に立っているのを知った。




　　　　５




　小さな森の広場だった。森の木々が円形に伐ばつ採さいされ、その切り株があたかも椅い子すのように並んでいる。

　イスカリアの森の中央から西に近い場所。かつて、獣けものの牙きばの砦とりでがこの近くにあったとき、周囲を巡じゆん回かいする戦士たちが目め印じるしとして、そして休息場所として使っていたらしい。

　偶ぐう然ぜん、出会ったダナーン王国出身だという魔術師ナーセルを取り巻くように、ノルヴァと三人の冒険者、それからクリスタニアの住人イサリが腰を下ろしている。危あやういところを助けてくれた恩おん人じんではあるが、味み方かたと決まったわけではないのだ。

　ノルヴァは頭を抱かかえたい気持ちを押し隠かくして、男に話をうながした。

「わたしがこのクリスタニアに登ったのは、およそ十年前のことだ」

　ナーセルは静かに話しはじめた。腕うで組ぐみをして、胸とのあいだに杖つえを抱く。

「十年前に、クリスタニアヘの道が開くという事件があったのだ。近この衛え騎き士しならば、その事件の詳しよう細さいは知っているはずだ」

「もちろん」

　ノルヴァは、うなずきながら言った。

　十年前といえば、ハークの村の領主だった王族ハーヴェンを近衛騎士が討うち果はたしたときだ。そのとき、神の城じよう壁へきが開いて、ハーヴェンの息子むすことその一党が、クリスタニアヘと逃れたと聞いている。名前は確かレードンといった。

「おまえは、レードンの一いち味みなのか？」

「レードンとは友達だよ。幼い頃ころからのね」

「ならば、おまえは反はん逆ぎやく者しやということになるぞ！」

　ノルヴァは座っていた切り株から立ち上がり、剣けんの柄つかに手をかけた。威い嚇かくするように、睨にらみつけるが、ナーセルは表情ひとつ変えなかった。

「あいにくだが、反逆したつもりはないね。わたしには、ダナーン王国の実権を誰だれが握にぎろうと関心はない。ただ、友達を殺させるわけにはいかない。それだけだ」

　ナーセルは、ノルヴァを見上げた。
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　ノルヴァは一いつ瞬しゆんの思し案あんののち、剣けんから手を離し、切り株に腰を下ろした。

「我々を近この衛え騎き士しと知って、協力しようとしたのだからな。その言葉、信用するとしよう」

　ほとんど自分を欺あざむくための言葉だった。

　この先、このクリスタニアを旅するうえで、十年以上もこの土地で暮くらしているこの男の協力は、絶対に必要だと思えた。何を考えているか分からぬリーマンたち三人の冒ぼう険けん者しやや現地人のイサリより、信しん頼らいできそうな気もする。

「そう願いたいね。わたしは、本質的に争あらそいは好きではないのだよ」

「それで、おまえはこの世界で何をしてきたのだ？」

　ノルヴァの質問に、ナーセルは一瞬、遠い目をした。

「いろいろとあった。だが、わたしの真の目的は、この世界を見ることだ」

「世界を見る？」

　思いもよらぬ答だった。

　ノルヴァは相手の正しよう気きを確かめるように、その黒い瞳ひとみを見つめた。

　狂きよう気きは感じられない。理知的な光がその瞳には宿っている。

「わたしは魔術師であるよりも、賢けん者じやでありたいのだよ。このクリスタニアを見て、それを記録する。それが、この世界でわたしがやりたいことだ。もっとも、遠回りばかりしているがね」

　肩をすくめながら、魔術師は自じ嘲ちよう的てきな笑いをみせた。

　それから、思い出したように背せ負おい袋ぶくろをはずし、中から一冊の書物を取り出した。

「これが、この世界の記録だよ。もっとも、まだたいした分量ではないがね」

　ノルヴァはいちおう書物を受け取り、頁を開いて、記き述じゆつに目を通した。

　流りゆう麗れいな文字を流し読んでゆく。内容には別に関心はなかった。時間があるときに、ゆっくりと吟ぎん味みすればいい。

「ダナーンヘ帰るつもりはないのか？」

「帰れないと思っていたのだよ。わたしたちが登ってきた道は閉じてしまったからね。だが、君たちが登ってきているのを見ると、どうやら、ふたたび道は開いたようだな」

　ナセールはそう言うと、不思議な笑えみを浮かべた。

「わたしの他ほかにも、この世界を訪れたいと思っていた者がいたらしい」

　その言葉は、まるで自分自身に言い聞かせているようだった。

　魔術師には変わった者が多いと聞くが、この男は格かく別べつだな、とノルヴァは思った。その点では、リーマンのほうが普通の人間に近い。だが、野や心しん的てきな人物より、変わり者のほうが、危険は少ないかもしれない。

「クリスタニアヘの道は開き、閉じようとする気け配はいはない」

　それが、さもいまいましいことのように、ノルヴァは言った。

　道さえ開かねば、自分がここに来ることはなかったし、侵しん略りやくの危険にさらされずにすんだのだ。自分は近この衛え騎き士し団だんという権力の中ちゆう枢すうで実力を発揮できたろう。

「道が開いたとあれば、クリスタニアはまた動くな。それから、ダナーンも。いったい、どのように変わってゆくものか……」

　まるで他ひ人と事ごとのような魔術師の言葉に、ノルヴァは不ふ快かい感かんを覚えた。

「未来のことなど、誰だれにも分からん。明あ日すのことさえ、分からぬのだからな」

　そう言って、地面に向かって唾つばをはく。

「わたしは、近衛騎士団長に命じられて、この世界の探たん索さくにやってきた。だが、事態は尋じん常じようならざる方向に進もうとしている。このままでは、ダナーンは早そう晩ばん、大戦に巻き込まれてしまう」

「それはどうかな」

　同じ言葉が、同時にふたりから出た。ナーセルと、影かげの部族のイサリである。

「おまえたちには、未来が分かるというのか？」

　ますます不ふ機き嫌げんさをつのらせて、ノルヴァは言った。考えてみれば、この世界に来てからというもの、機嫌がよかった日は一日もない。

「分かるはずがない。だからこそ、ダナーン地方が戦いくさに巻きこまれるとも言えないわけだよ。影の部族の者よ、おまえはどんな未来を予よ知ちしている？」

　最後の一言は、ノルヴァではなく、イサリに向けたものだ。

　言葉を向けられて、イサリは顔中に皺しわを寄せ、苦笑を浮かべた。

「オレたちの未来予知の能力など限られている。時間の大きな流れなど、分かるはずもない」

「未来を予知するだと？　おまえには、そんな能力があるのか？」

　初耳であった。

　ノルヴァは驚おどろきとともに、またも憤いきどおりを覚えた。未来を予知できるなら、危険を回かい避ひできたのではないか？

「秘ひ密みつを持つのはかまわん。だが、持てる能力はすべて使ってほしいものだな。それが協力するということだろう」

　ノルヴァは、非ひ難なんの視線をイサリに向ける。

「……分かった、約束しよう。だが、あまり期待はするなよ。オレたちの未来予知の能力など、たかがしれているのだからな」

「それでも、判断材料のひとつにはなる」

　凄すごむような語調で、ノルヴァは言った。

　戯おどけた仕し草ぐさで、イサリはうなずいた。

「わたしが話せることは、だいたいこれぐらいだ。ダナーンから一いつ緒しよにやってきた仲間たちとは離はなれ離ばなれになっているからね。これからしばらくは、彼らの消しよう息そくを追いながら、この世界を見けん聞ぶんすることになるだろう」

「もしも出会ったなら、ダナーンに戻もどらないよう伝えておけ。宰さい相しよう閣かつ下かは、危険な人物を絶対に見逃したりはしない」

　ナーセルは首をかしげながら、いちおううなずいた。

「さて、次は君たちの話を聞かせてもらいたいな」

「よかろう」

　ノルヴァは横おう柄へいにうなずき、順を追って話しはじめた。

　数か月前に、王女を誘ゆう拐かいせんと賊ぞくが王城に忍しのびこんだこと。その賊の捕ほ縛ばくとこの世界を調査するために、開かれた道を登ってきたこと。賊と共に、近この衛え騎き士し団だん長ちようの息子むすこが行動していることなどを、すべて語った。同行している三人の素す性じようも教えた。いかにして、イサリと出会ったかも、余よ計けいだと思ったが話しておいた。

　別に隠かくす必要はない。この男はダナーンには戻る気はないのだ。戻ったとしても、この程度の情報で、どうこうできるはずもない。

「現在、近衛騎士団長には誰だれが就ついている？」

　魔術師は何なに気げなく、そう尋たずねてきた。

「ラッセル卿きようだ。血ち煙けむりの騎士の異い名みようはおまえも知っているだろう？」

　ノルヴァが答えたとたん、魔術師の表情が大きく動いた。

　腕うでをほどいて、杖つえを右手に持ち替かえる。澄すんだ瞳ひとみに、驚おどろきの色がうかがえた。

「ラッセルだって？　そうすると、おまえが追っているのは、レイルズなのか？」

「レイルズ様を知っているのか？」

　今度はノルヴァが驚く番だった。

「わたしはハークの村で育ったのだよ。レイルズ少年とは、何度も出会っている。我が家に遊びにきたこともある。あの少年は、わたしの義ぎ理りの妹といつも遊んでくれたからね」

「ハーフエルフの見習い魔ま術じゆつ師しのことだな。その娘なら、レイルズ様に同行して、この世界に来ているはずだ。生きていれば、今も一いつ緒しよに行動しているだろう」

「サイアが来ている。この世界に……」

　ナーセルは視線を伏ふせながら、自分の言葉をかみしめるようにつぶやいた。

「父は健けん在ざいなのか？　村はずれに住むブライアンという老人だが」

「ブライアン老ろう師しだな」

　王都を発つとき、危険人物のひとりとして宰相から注意を受けていたので、その名は覚えていた。二十年近く前に、賢けん者じやの学院の最高導どう師しの地位を捨てて、ハークの村に隠いん棲せいした人物でハーヴェン公こう爵しやくとの関係が取りざたされていた。もっとも、ハーヴェン公爵を討うったとき、老人はいかなる動きも見せなかった。

「わたしがハークの村を発ったときには、生きていたはずだ。もっとも、老人のことだ。今もそうかは、保証しかねる」

「そうか……」

　魔術師は胸に溜たままった息を、ホッと洩もらした。

「よく父が許したものだな」

「そのあたりの事情は、尋たずねられても答えられんぞ」

　ナーセルはうなずき、そして笑顔を見せた。

「教えてくれて、感謝するよ」

「感謝するなら、これからも協力してもらいたい。我々は何としてでも賊ぞくを捕らえねばならないのだ。そして、ラッセル卿きようの御ご子し息そくを保護し、ダナーンヘお帰りいただく」

　ノルヴァが言うと、ナーセルはふたたび腕うでを組み、最初の姿勢に戻もどった。

「自らの意思で来たのだろう。帰らないといったら、実力行使するのかね？」

「ふたりの賊は見逃すわけにはいかん。だが、ラッセル卿の御子息に強制することはできないだろうな。父君への手紙を書いてもらうなどして、団長には納なつ得とくしてもらうしかないだろう」

　話しすぎたことに、ノルヴァは気づいていた。

　目の前の魔術師は、話し相手を安心させる不思議な雰ふん囲い気きがあるのだ。相談できる相手がこれまでいなかったことも、ノルヴァの油ゆ断だんを誘さそったのだろう。ここまで話したからには、目の前の魔術師に協力してもらうしかない。

「すると、ここにいる三人は、かつての仲間を捕らえようとしているわけだ」

「おまえには関係のないことだ」

　殺さつ気きだった声で、戦士のテディンが答えた。

　無言ではいたが、リーマンもコーラルも険けん悪あくな表情を見せている。その反はん応のうは、ノルヴァを安心させた。彼らが怒おこるのは、かつての仲間を本気で捕つかまえるつもりであることを示している。

「もちろん、関係はないがね」

　冷ややかな視線を向けただけで、ナーセルはそれ以上は何も言わなかった。

「まさかと思うが、賊ぞくに味み方かたするつもりではあるまいな」

「そんな気はない。だが、あまり手て荒あらな真ま似ねはしてほしくないね。もし、義妹いもうとを傷つけるようなことがあれば……」

「だからこそ、協力してほしいのだ。無む駄だな争あらそいをしたくないのは、わたしも同じだからな」

　レイルズと賊との関係が分からないのだから、どんな展開になるのかノルヴァにも想像できない。レイルズに会ってから、考えるしかない。

　最悪の場合、全員が自分の敵にまわるかもしれない。そのときには、腹を決めるしかない。戦って潔いさぎよく死ぬつもりはない。そのときには、彼らの味方になるつもりだった。

　ラッセルがどんな思おも惑わくで、この地に自分を派は遣けんしたにせよ、そう易やす々やすと命を捨てる気はない。生き延のびて、少しでも自分の地位を向上させたい。

　動どう乱らんの時代がくれば、それも可能なのだ。

「協力はしよう。サイアが来ているのなら、レイルズがどこにいるのか分かるかもしれない」

「それは、本当か？」

　ノルヴァは思わず腰を浮かした。

「父が彼女に用意していた魔術師の杖つえを手がかりにすれば……」

「探知ロケーシヨンの呪じゆ文もんだな」

　リーマンの確認の言葉に、ナーセルは無言でうなずいた。

　切り株から立ち上がり、古代語魔ま法ほうの呪文を唱えはじめる。祭さい壇だんにでも捧ささげるように、長杖を両手に持ち、祈いのるように目は閉じる。

「……我が瞳ひとみはその姿を捕らえ、我が耳はその音を聞く」

　呪文は完成した。

　ナーセルは目を閉じたまま身体からだを巡めぐらせ、西南の方角を向いた。

「分かったか？」

「間違いない。サイアはこの世界クリスタニアにきている。それも、半日とは離れていない」

　ナーセルは、ハーフエルフの少女の姿を脳のう裏りに思い浮かべた。

　あれから十年がたっているのだから、きっと美しい娘に育ったことだろう。魔術師の杖を持っているのだから、古代語魔法を使えるようになったのだ。

　懐なつかしい気持ちが、ナーセルの心に満ちる。だが、自分はそんな彼女と年老いた父を見捨てたのだ。この世界を見たいという欲エ求ゴのために。

「ならば、急いで出発しよう。奴やつらがまた追いかけてくるかもしれん」

　ノルヴァの言葉に、リーマンたち三人の冒ぼう険けん者しやは、無言でそれぞれの荷物を担かつぎあげた。

　ノルヴァは彼らの表情を盗ぬすみ見たが、何を考えているかはやはり分からなかった。そして、それは現地人の魔術師も同じである。

　緊きん張ちようと疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ちた毎日だったが、やっと出口が見えた気がした。

　どのような結果になるかは分からないものの、ようやく決着がつくという事実に、ノルヴァは深い安あん堵どを覚えていた。
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　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくが追つい跡せきしているのは、確実になった。

　夕食のために、木の実や山さん菜さいを集めにいったサイアが、木こ陰かげで休きゆう憩けいしているグレイルの姿を見つけたのだ。互たがいの距離は五、六歩といったところ。

　グレイルのことだ。サイアに気づかなかったはずはない。だが、何事もないかのように、彼は質素な食事を取り続けた。片かた腕うでと片目はまだ再生させておらず、左手一本で生焼けの獣じゆう肉にくを裂さいては口に運んでいたそうだ。

　サイアは一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくした後、全力でレイルズたちのところに戻もどった。

　彼女の知らせに驚おどろいて、レイルズたちが現場へと駆かけつけたとき、グレイルの姿はすでに消えていた。ただ、骨や皮など、食事の残り滓かすがその場に散さん乱らんしていた。

「なぜ、グレイルは……」

　レイルズは、答を求めるように仲間を見回した。

　だが、誰だれも剣の牙の公爵の奇き妙みような行動を説明することはできなかった。

「まだ、そのときではないと思っているのでしょう」

　マリスが、意見を言った。

　だが、彼女も自信をもって言っているわけではなさそうだった。

「奴やつは復ふく讐しゆうを誓ちかっているのだろう。隙すきがあれば、狙ねらってくるはずじゃないか。そして、今までオレたちに隙がなかったとは思えない」

　紐ひもに繫つながれた犬のように、レイルズは同じ場所を何度も行ったり来たりした。

　グレイルは神しん獣じゆうたちの目の前で、決着をつけるつもりなのかと思う。だが、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。こちらが安心しきったところを襲おそってくるのかもしれない。

「いずれにせよ、サイアを見逃してくれたことは、グレイルに感謝しないとな。オレたちを苦しめたいなら、乱らん暴ぼうするなり、殺すなりすればよかったはずだ。人ひと質じちに取ることもできただろう。正々堂々たる奴とは、思えなかったけどな……」

　レイルズの言葉に、サイアが今いま更さらながら蒼あおざめた顔になった。

「不自由だが、できるかぎり全員一いつ緒しよに行動するしかない。食料集めの効率とか悪くなるけどな。会合の時まで、まだ余よ裕ゆうはあるのだろ？」

「そう思います」

　レイルズの問いに、マリスはしばらく考えてから答えた。

「マリスは、銀ぎん狼ろうの部族の代表者に選ばれたんだ。遅おくれそうなら、神獣フェネスが教えてくれるだろう」

　レイルズが、冗じよう談だんめかして言った。

　だが、それに応じる者はいなかった。これからのことを考えると、笑うような気持ちになれないのだろう。

　あと十日も行けば、森を抜けて、草原地帯に出るはずだ。

　草原に出れば、姿を隠かくす場所はない。敵に発見される危険は増大する。それに、イスカリアの森の西の端はしには、イースロという集落がある。銀ぎん髪ぱつのターニルが、かつて若わか長おさを務めていた集落だ。今そこには、ベルディア軍の城じよう塞さいが設けられ、周辺地域に睨にらみをきかせている。

　付近の森には、ベルディア軍の巡回部隊パトロールが出ているだろう。ベルディア軍の誰だれもが暗あん黒こく騎き士し団だん長ちようディラントのように好意的に接してくれるとは思わない。それに、ベルディア軍には残ざん忍にんな妖よう魔まの軍団もいるのだ。彼らに見つかれば、戦いになるのは避さけられそうにない。

「これからは、昼間休んで夜行動しよう」

　レイルズは、結論をだした。

　何があろうと、会合の地まで行かねばならない。

　無む駄だに死んでは、先日の戦いで逝いった獣けものの牙きばの仲間たちに会わせる顔がない。もっとも、神しん獣じゆうの民たみとダナーンの民では、同じ冥めい界かいには往いけないのかもしれないが……

　そう考えると、寂さびしい気持ちになる。たとえ一いつ緒しよに死んでも、マリスと同じところへは旅立てないのだ。少女じみた感かん傷しようだ、とレイルズは頭のなかからその考えを追い払った。死後のことは、どうせ、そのときにならねば分からない。

「明あ日す、日が暮くれてから出発しよう。それまではさっきのところで野や営えいだ」

　レイルズはそう宣言すると、野営の用意をしていた場所へと戻もどりはじめた。

　日は暮れかけていて、森のなかはすでに薄うす暗ぐらい。見上げれば、空には薄い雲が覆おおっている。これから天気が崩くずれそうな気け配はいだ。

　クリスタニアは今、風の季節の終わりちかく。月の満ち欠けがもうひとめぐりすれば、氷の季節がやってくる。ダナーンでいうところの冬である。

　雨が降れば、きっと冷たい雨になることだろう。

「あれ？」

　野営の場所が近づいたとき、精霊使いシヤーマンのビーンが裏うら返がえった声をあげた。

「どうした？」

　レイルズがにきび顔の少年を振り返った。シャイロンの癒いやしの魔ま法ほうでも、顔のにきびは治らなかった。本人は、それがすこぶる不満の様子らしい。

「焚たき火びが燃えているんだ。火をつけた記き憶おくはないんだけど」

「そう言えば……」

　レイルズたちが焚火の用意をしているところに、サイアが駆かけ戻ってきて、グレイルを見たことを告つげたのだ。その瞬しゆん間かん、レイルズは傍かたわらに置いてあった剣けんを握にぎって走りだしていた。

　焚たき火びに火をつける余よ裕ゆうなど、誰だれにもなかったはずだ。

「グレイルの仕し業わざかもしれない。みんなは、ここで待っていてくれ」

　レイルズは剣を抜き放ち、腰を屈かがめながら、ゆっくり進んだ。

　木こ陰かげから木陰へと移動し、レイルズは野や営えいの場所へと近づいていった。焚火の燃える様子が、やがてはっきりと分かるようになった。そして、赤い炎ほのおの向こうに、薄うす暗ぐらい影かげがひとつ見えた。

「誰かいる……」

　レイルズはひとりごとを言ったつもりだった。しかし、

「グレイルですか？」

　と、返事がかえってきた。

　驚おどろいて、レイルズは後ろを振り返える。銀ぎん髪ぱつの娘が、そこにいた。

「待っていろ、と言っただろ？」

　レイルズは戸と惑まどい、非難の視線をマリスに向けた。

「グレイルと戦うときは、一いつ緒しよですよ。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくが復ふく讐しゆうを誓ちかっている相手は、あなたひとりではないんですから」

「それはそうだが……」

　レイルズは、言葉を濁にごした。

　彼女の気持ちは嬉うれしいが、剣の牙の公爵とは、できれば一対一で決着をつけたい。それは、レイルズの戦士としての純粋な思いである。正々堂々と決着をつけて、奴やつを超こえられたかどうか、確かめたいのだ。

　あの戦士に受けた傷は、今も身体からだに深く残っている。シャイロンに呪じゆ文もんをかけてもらえれば治るのだろうが、自らへの戒いましめのため、レイルズはこの傷を残しておくつもりだ。

　レイルズに考える余よ裕ゆうを与えないためか、マリスは先に立ってさっさと歩きはじめた。

　無む駄だのない足の運び。枯かれ草を踏ふみしめて歩いているというのに、足音もしない。能力タレントを使っているからだろう。銀ぎん狼ろうの部族の獣人ビーストマスターは、狼おおかみの歩みを自らのものにできるのだ。

　もちろん、レイルズには、そんな芸当などできない。静かな森のなかで、自分の足音だけが、やけにはっきりと聞こえてくる。炎の向こうにいるのがグレイルなら、石いし床ゆかを鉄てつ靴かで歩いているように聞こえているはずだ。

　焚火のところまで、十歩ほどのところまでやってきた。ここから先は、身を隠かくすべき場所が見当たらない。

　意を決して、レイルズは焚火の炎に身をさらした。その隣となりに、マリスが並ぶ。

「どこに行ってたんだい？」

　炎の向こうから、声がかけられた。

　聞き覚えのある声だった。だが、グレイルの声ではない。腹に響くような低音ではなく、かすれぎみの甲かん高だかい声である。

　誰だれの声か、すぐ思い出した。

「まさか！」

　その瞬しゆん間かん、レイルズは叫んでいた。

　レイルズの叫びに呼ばれたように、焚たき火びの後ろから影かげが出てきた。炎ほのおに照らされ、その顔ははっきり見えた。

「影の部族のイサリ！」

　それ以上、言葉が続かなかった。

「大白鳥の兄弟、久しぶりだな」

　影の部族の呪術使いは、瘦やせた顔に笑えみを浮かべた。

「よく生き延のびられたな。あの砦とりでからよ」

「戦いを見てたのか？」

「それも、部族の使命だからな……」

　そう答えるとき、イサリはわずかに顔を伏ふせた。

　罪ざい悪あく感かんを感じているからだ、とレイルズは悟さとった。心の奥では割り切れないものもあるが、砦から脱走した件について、彼を責せめないことに決めた。いくら彼を非難しようと、罵ば倒とうしようと、死んでしまった戦士たちは、生き返ってはこないのだ。

「結局、あんたの予言どおりになってしまった」

　レイルズは、自らの言葉をかみしめるように言った。

「慰なぐさめにはならないだろうが、おまえたちは本当によく戦ったよ。ベルディア軍の被害のほうが、何倍も大きいだろう」

「被害の大小で戦いくさの勝敗は、決まらないからな。ひとりの犠ぎ牲せい者しやもなく戦の決着がつくなら、どんなにいいか」

「そんな方法、あるものかい。人間ってやつは、自分たちの命を代だい償しようにしなけりゃ、何ひとつ解決できないのさ」

「……嫌いやな考え方だな」

「同感だ。否定できるならしてくれよ。歓かん迎げいするぜ」

　レイルズは、ゆっくりと首を横に振った。

「今のオレには、できそうにもない。結局、オレも戦士だからな。他人の命を奪うばって、問題を解決している」

　もしくは、自分の命を捨てることでだ、とレイルズは心のなかで付け加えた。

「それより、なぜ、あんたがここにいる？　オレの前に姿を現したのは、何か必要があったからだろ？」

「さもなきゃ、おまえのまえに顔など出せんさ」

　そう言って、イサリは焚たき火びのそばに腰を下ろした。そして、レイルズたちにもそうするよう、目でうながす。

　レイルズは、彼の正面に座った。その隣となりに、マリスが落ち着いた。

「銀ぎん髪ぱつの娘さんも、無事で何よりだった」

　マリスに労ねぎらいの言葉をかけてから、イサリは態度をあらためてレイルズを見つめた。

　そして、苦笑まじりのため息をもらす。

「おまえって奴やつは、つくづく……」

　言いかけた言葉を切って、イサリはもう一度ため息を洩もらす。

「オレが、何なんだ？」

「未来変へん動どうの要因となる奴だよ」

　イサリは、そう続けた。

　その言葉の意味が分からず、レイルズは首をかしげた。

　神王が世界を支配するような未来なら、変えたいと思う。だが、自分自身、未来を動かしているという自覚はない。

「もうすぐ、ここにノルヴァという名の失われた大地の騎き士しがやってくる」

「……ダナーンの騎士か？」

〝失われた大地〟と神しん獣じゆうの民たみが呼ぶところの故郷ダナーンは、今のレイルズには、ひどく遠い場所のように思えた。そのため、瞬しゆん間かん、意識がつながらなかった。

　だが、クリスタニアヘの道が開かれて、かなりの日数が過ぎている。ダナーンから調査隊が派は遣けんされてきたとて不思議ではない。

「ノルヴァと言ったな？」

　レイルズが念ねんを押すと、イサリは二度、三度と小さくうなずいた。

　その名にも、聞き覚えがあった。シャイロンとバッソーのふたりを捕らえるために、王都から派遣されてきた近この衛え隊たいの騎士である。

「ノルヴァという騎士は五人の人間を連れている。三人はダナーンから連れてきた従じゆう者しやだ。ふたりが戦士、そしてひとりが呪術使いだ。もうひとり、ダナーンの呪術使いがいるが、その男はこの世界で暮くらして長いらしい。そして、もうひとりの連れは、このオレさ」

「未来変動の要因を見張っていた、というわけか？」

「神獣アルケナの神しん託たくでな。それが、どんな運うん命めい律りつをたどったものか、ふたたびおまえに出会ったってわけさ」

「因いん縁ねんってやつかな」

　レイルズは、苦にが笑わらいをする。

　ノルヴァたちが自分たちを追って、こんなところまで来るとは思ってもいなかった。そして、彼に同行しているというもうひとりの人物については、もっと驚おどろくべき偶ぐう然ぜんを感じる。

「この世界で暮くらして長いという魔術師だが、名前は知っているか？」

　その条件に該がい当とうする人間を、レイルズはひとりしか知らない。

「あの男もおまえの知人らしいな。確か、ナーセルとか言った」

「やっぱり、そうなのか……」

　レイルズは、息を飲んだ。唾つばが喉のどにからまり、むせそうになる。

　この運命も、本当に偶ぐう然ぜんなのだろうか？　目の前の男ひとりが時間の糸を紡つむぎ、織りあげた現実のようにも思う。それとも、彼が従う神しん獣じゆうアルケナの奇き跡せきによるものか。

　レイルズは首を巡めぐらせ、背はい後ごに視線を向けた。その先には、レイルズたちが戻もどるのを待っている仲間たちがいる。

　そのうちのひとり、ハーフエルフの少女サイアは、ブライアン老ろう師しのひとり息子むすこであるナーセルを捜さがしだすために、この世界クリスタニアへ登ってきたのだ。

　その目的が、今、果はたされようとしている。あまりにも唐とう突とつな状況の展開に、レイルズは眩め暈まいを覚えそうだった。

「ダナーンの騎き士したちは、間もなくここにやってくる。その前に、おまえには知らせておこうと思ってな。おまえにとって、奴やつらは味み方かたとは限らんようだからな」

「……どちらかと言えば、敵だろうな」

　レイルズは、少し考えてから言った。

「だが、戦うつもりはない。できれば、話し合いで決着をつけたいもんだ」

「ナーセルとかいう男も、そう言っていた。付け加えるなら、このオレもそのつもりだ」

「多数決じゃないが、だったら、戦いは避さけられそうだな。今は、同じ国の人間どうしで争あらそっている場合じゃないんだ。神王と戦うために、力を結集しなければならないというのに……」

　だが、宰さい相しようマリードは、はたして神王との戦いに踏ふみ切るだろうか？

　レイルズはそう自問してみた。

　噂うわさから判断するかぎり、彼はそんな危険を冒おかす人物ではない。進んで神王に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、その帝てい国こくのなかで、権力を保とうと画かく策さくする可能性もある。マリードにとっての力とは、その政治力に他ほかならない。おそらく、彼はバルバスの帝国でも、高い地位に就つけるだろう。

　同時に、レイルズはひとつ気づいたことがある。

　それは、神王が倒れたときのことだ。

　本当に倒せるとは思っていなかったので考えにものぼらなかったが、神獣たちが立ち上がって神王と戦ったとしたら、話は違うかもしれない。

　当然、神獣たちも、無事ではいられないだろう。幾いく柱はしらかの神獣たちは、器うつわである獣けものの肉体を失うかもしれない。いずれにせよ、クリスタニアは大だい混こん乱らんに陥おちいるだろう。

　その大戦の後、混乱したクリスタニアを侵しん略りやくするのも容易たやすいだろう。自分たちがしたことは、マリード宰相の野心を満たす結果に終わるかもしれないのだ。

　そのときは、結けつ界かいの神しん獣じゆう王おうルーミスとその従じゆう者しやたちの奮ふん闘とうに期待することになる。だが、彼らが勝利すれば、ダナーンはふたたび結界に閉ざされるのだ。

　そんな結論さえ、レイルズには腹立たしかった。どう転ころぼうと、自分が本当に願っている世界が実現できそうにないと思えたから。

　ダナーンの民と神獣の民とが、友好的な関係を結び、互たがいに交流する。

　それが、レイルズの望みである。

　レイルズは傍かたわらのマリスをそっと見つめた。

　彼女の横顔は気け高だかく、それでいて、深い優やさしさに満ちていた。

「オレは、ダナーン騎き士しのところへ戻もどる」

　レイルズが沈ちん黙もくしているのを見て、イサリがそう切り出した。

「すぐに、また会うことになるがな」

　そうだな、とレイルズはうなずいた。

「知らせてくれて助かったよ。突とつ然ぜん、彼らと出会っていたら、オレだって冷静にはなれなかったかもしれない」

　レイルズは立ち上がり、かるく頭を下げる。

「やめてくれ。おまえのためじゃなく、部族のためにやっていることだ」

　そう言うと、イサリはあわてたように背中を向けた。そして、逃げだすみたいに森の向こうへ消えていった。

　レイルズは、彼の孤こ独どくを知っている。それだけに、他人から好意を向けられるのが、苦にが手てなのだろう。もっと冷れい酷こくな人間であればよかったのに、とレイルズはイサリのために思う。

　クリスタニアという世界は、人間の個性を否定しているところがある。神獣も人間も、すべては世界のために、与えられた役割を果はたすことを求められている。

　それが真に平和な世界とは、レイルズには思えない。今日という日を生きる人々の思いが集つどって、明日が生まれる。そんな世界こそが、自然なのではないか。

「思わぬことになりましたね？」

　イサリとの会話のあいだ、始し終じゆう、沈ちん黙もくを守っていたマリスが話しかけてきた。

「まったく、予想もしてなかったことが次々と起こる。とにかく、仲間を呼んでこよう。事情を知らせて、どうするか相談しないと……」

「そうですね」

　マリスはゆっくりと立ち上がって、背はい後ごを振り返った。サイアたちを呼びに行ってくれるつもりだろう。

「頼たのむよ」

　レイルズは、銀ぎん色いろの髪かみが流れ落ちる彼女の背中に向かって呼びかけた。

　マリスは顔だけを振り返らせて、にこりと微笑ほほえむ。

　それから、軽やかに走りはじめた。夕ゆう闇やみに包まれた森に溶とけこんで、マリスの姿はすぐ見えなくなった。




　　　　２




「オレの判断は正しかったのだろうか？」

　ノルヴァは、そう自問していた。

　偵てい察さつに行ったイサリが戻もどってきて、レイルズたちが野や営えいをしているのを見つけた、と報告した。野営の場所は、小さな泉の瀕ほとりである。

　そして、今、ノルヴァたちは、その泉を目指して、慎しん重ちような足取りで森を進んでいる。

　陽ひは完全に沈み、周囲は闇に閉ざされている。

　だが、明かりをつけるわけにはいかない。接近してくる明かりを見て、レイルズたちが猛虎バルバスの部族の追おつ手てだと思うかもしれない。

　多少、相手を驚おどろかすことになるかもしれないが、不ふ意い打うちでも何でも、会って話をすることが肝かん心じんだった。

　だが、どんな話になるのだろう。

　レイルズとふたりの冒ぼう険けん者しやとの関係が気にかかる。一年近くも一いつ緒しよに行動しているのだとすれば、おそらく仲間意識が芽め生ばえているはずだ。

　ノルヴァにとっては、ドワーフ神しん官かんと盗とう賊ぞくを捕らえ、レイルズは説せつ得とくしてダナーンヘ連れ帰れるのが最良である。

　だが、どう考えても、それは難しそうだ。レイルズが、それを納なつ得とくしないだろう。強きよう行こう手段に出るにも信しん頼らいできる仲間が、ノルヴァには、ひとりもいないのである。

　冒険者たちは見逃し、レイルズだけにダナーンヘ帰ってもらう。それが、次じ善ぜんの策さくだ。神王なる超ちよう越えつ者しやとベルディア軍の情報を持ち帰れば、逃とう亡ぼうした冒険者ごとき些さ細さいな問題など吹き飛んでしまうだろう。

　レイルズに帰る意思のない場合には、父親宛あての手紙をしたためてもらうことも考えていた。

　もっとも、大切なのは生き延のびることである。だが、それさえできるかどうか……

　一歩、進むごとに、緊きん張ちようが高まる。

　子供の頃ころ、門もん限げんに遅おくれて家に帰ったときのことが、ふと思い出された。

　下級騎き士しであった父は、厳げん格かくな人物だった。そうすることが、騎士の資し質しつだとでも思っているように。細こま々ごまとした家か訓くんを定め、それを破ると容よう赦しやなく体罰を加えた。鞭むちで打たれることもあったし、寒かん風ぷうのなか冷水を浴びせられて、戸外に叩たたきだされたこともある。

　父は王国に対しても、忠実に勤めた。だが、そのことで、評価されたこともなく、褒ほう美びや出世とは無む縁えんだった。

　いかに剣けん術じゆつに優すぐれていようと、軍ぐん略りやくの知識に秀ひいでていようと、上級騎士になるのは名門の家系に生まれた者だけなのだ。

　古代王国時代まで遡さかのぼれば、どんな高こう貴きな血筋であれ、皆みな、奴ど隷れいであったり、蛮ばん族ぞくと蔑さげすまれていたのである。家いえ柄がらだの、血筋だの、結局は何の根こん拠きよもない。だが、成功した者は、自らの子供にもその成功を分け与えたいと願う。親として、それが自然な考え方だ。

　それを正当化するため、家柄、血筋を尊たつとぶようになる。

　だが、能力があっても、努力しても、出世する道が開かれないのであれば、真ま面じ目めに働こうという気がなくなる。

　宰さい相しようが実権を握にぎってからは、基本的には実力主義で登用がなされている。そうでなければ、自分など父と同様に下級騎き士しのまま、一生を終えていただろう。生きてダナーンヘ戻もどれれば、近この衛え騎士として、権力の中ちゆう枢すう近くで働くことができる。それを捨て去るのは、なんとも惜おしい。レイルズとの話し合いが、うまくゆくことをノルヴァは心に念ねんじていた。

　そのとき、焚たき火びの炎ほのおが目に入った。

　いよいよだ、とノルヴァは右手を固く握りしめた。




「レイルズ様……」

　森の中から声がかけられたとき、レイルズはできるかぎり驚おどろいたような芝しば居いをした。

　彼らが来ることを予期していたような態度をとれば、イサリの立場が悪くなると思われたからだ。未来変へん動どうの要因を監かん視ししているのだから、彼はこれからもノルヴァたちと行動を共にするに違いないのだ。

「誰だれだ！」

　誰すい何かの声をあげて、レイルズは剣けんを握りしめた。

　背はい後ごでバッソーの忍しのび笑いが聞こえてくる。

「お久しぶりです、レイルズ様。お忘れでしょうか？　近衛騎士のノルヴァです」

　ノルヴァの言葉遣づかいは、まるで王族に対するように慇いん懃ぎんだった。

　背中がかゆくなりそうで、レイルズは顔をしかめた。

「どうしてこんなところに？」

　形式だけの問いを返してから、

「オレのほうが年下なんだから、普通に話してください」

　と付け加えた。

「そうでした」

　安心したような、ノルヴァの口く調ちようであった。

　そして、近衛騎士は暗くら闇やみのなかから姿を現した。

　ノルヴァの背後には、戦士と魔術師ふうの男たちがふたりずつ、そして、影かげの部族のイサリが神しん妙みような顔をして続いていた。

「リーマン！」

　その従じゆう者しやたちを見て、バッソーが驚おどろきの声をあげた。

　レイルズのように、芝しば居いではない。驚きよう愕がくの大きさが、その表情からうかがえる。

「知り合いなのか？」

　これは、レイルズにも意い外がいだった。

　護ご衛えいがいるという話はイサリから聞いていたが、それが、バッソーの知人だとまでは教えてもらっていない。

　おそらく、イサリも知らなかったのだろう。彼の表情を見れば、わずかに動どう揺ようしたような気け配はいが感じられた。

「オレたちの昔むかしの冒ぼう険けん者しや仲間だよ。女王陛へい下かを、一いつ緒しよに救すくいに行ったな」

　バッソーの顔から、いつもの笑いが消えていた。

　サイアから話に聞いていたが、真ま顔がおのバッソーは本当に整ととのった顔だちをしている。

「昔の仲間……」

　なぜ、そんな人間をノルヴァは連れてきたのか、とレイルズは怪け訝げんに思った。

「オレたちを裏うら切ぎって、今度は近この衛え騎き士しの犬になったのか？」

　バッソーの声には、敵意がむきだしになっていた。

「バッソー！」

　レイルズは、押さえろと目で合あい図ずした。

　バッソーは不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、一歩後ろに下がり、ふてくされたようにそっぽを向いた。

　ドワーフの神しん官かん戦士シャイロンも、いつになく厳きびしい表情である。

「何のために、こんなところまで？」

　レイルズは単たん身しんで、ノルヴァのほうへ歩んでいった。

　握あく手しゆを求められ、レイルズはそれに応じる。

「御無事で、何よりです。大だい活かつ躍やくされているそうですな？」

　ノルヴァの口く調ちようはまったく改まっていなかったが、指し摘てきするのも面めん倒どうなので、レイルズは彼の好きに言わせることにした。

「オレの顔に何か？」

　ノルヴァが自分の顔を不思議そうに眺めているのに気づいて、レイルズは尋たずねた。

「変わられましたな……」

　ノルヴァは、ぽつりと言った。

　顔や体格が、変わったわけではない。身にまとっている雰ふん囲い気きのようなものが、ハークの村で出会ったときとは、別人のように異なっているのである。

　大人おとなになったと言えば簡単だ。だが、そんなありきたりな言葉では、言い表せないような気がした。クリスタニアに登ってから、この若者はいったいはどんな生き方を送ったのだろう。

「あなたが、ナーセルですね？」

　レイルズは、黒くろ髪かみの魔術師ソーサラーに向き直って言った。

「そうです。覚えていますか？　子供の頃ころ、よく家に遊びにきていたでしょう。面おも影かげは、なんとなく残っていますよ」

「子供の頃の話はやめてください」

　思わず、顔が歪ゆがんだ。

　ブライアン老ろう師しには、とにかく、ひどいめにあった。魔ま法ほうの実験台にされたり、悪戯いたずらを咎とがめられて、蛙かえるに変えられたりもした。思い出したくもない過去が、あの家にはいっぱい詰まっているのだ。

　だが、レイルズはあえてその頃の記き憶おくをたぐりよせた。

　ナーセルの記憶はあったが、姿すがた形かたちまでは頭に残っていなかった。覚えているのは、ハーク村の領主の息子むすこレードンといつも行動を共にしていた、ということぐらいである。

　そのレードンは、今、ラブラドルという地ち峡きよう地帯にいて、真しん紅くの部族の皇こう帝ていとなっている。獣けものの牙きばの砦とりでにいた蟻人族ミユルミドンのギリアムや、他の数人の真紅の部族の傭よう兵へいたちはレードンの命令で、イスカリアに派は遣けんされたのだろう。

　レードンたち〝神に選ばれた〟若者たちがこの世界でどんな苦く難なんを経験したかは知らない。だが、彼ら六人は、この世界に間違いなく大きな影響を与えている。ガーシュンやオルゲンスがレイルズたちに好こう意い的てきだったのも、レードンたちにとっては些さ細さいなことかもしれないが、そのひとつである。

　彼らが協力の手を差さし伸のべてくれなかったら、今の自分はなかったろう。

　皮ひ肉にくなことに、レードンの父親を殺させたのは、レイルズの父ラッセルである。そのことを知れば、レードンはどう思うだろう。

「ナーセル……」

　そのとき、涙まじりの声が背はい後ごから聞こえた。

　振り返ると、ハーフエルフの少女が、よろめくように前に進みでてくる。もう我が慢まんできなくなったのだろう。

　ナーセルが来るという話をしたとき、彼女は言葉を失い、まばたきするのも、息をするのも忘れたほどだった。息苦しくなってやっと我に返ってからは、その目に涙をためたまま、一言も語らなくなった。

「サイアなのか？」

　ナーセルも、前に進み出てきた。

　ノルヴァとレイルズは申し合わせたように道をあけて、兄妹たちの再会をうながす。

「ナーセル！」

　サイアは叫び、そして、ナーセルの胸に飛びこんでいった。

　ナーセルは穏おだやかに微笑ほほえみ、そして、サイアを腕うでのなかに包みこむ。サイアは泣きじゃくりながら、意い外がいに広いナーセルの胸のなかで、義あ兄にの名を繰くり返し呼んだ。

　兄妹たちの再会に、レイルズも熱いものが込みあげてくるのを意識した。レイルズには兄弟がいないので、ふたりが羨うらやましくもある。

「よかったね、サイア」

　ビーンの祝しゆく福ふくの声が聞こえた。

「お願い、ナーセル。お父様のところに帰ってあげて。口では何にも言わないけれど、お父様はあなたのことをとても心配してらっしゃるの。寂さびしく思ってらっしゃるの」

「父さんには、申もうし訳わけないと思っている……」

　ナーセルは、わずかに苦く悩のうの表情を浮かべた。

「だが、あの人は、わたしの思いを理解してくれていると思う。老いた父を顧かえりみない、わたしはひどい親不幸者だ。しかし、無限に広がる世界が待つというのに、父の許もとに帰りたいとは思わないのだよ」

「ナーセル……」

　目にいっぱい涙をためて、サイアは子供のように、何度も首を横に振った。

「お願い、あたしではだめなの。血の繫つながっていない、あたしでは……。お父様の寂しさを、癒いやしてあげることができない」

[image: ]

　そして、腕うでをいっぱいに広げて、ナーセルの胴どうを抱きしめる。このまま、彼がどこかへ行くのを阻そ止しするかのように。

「サイア、それは違うよ」

　ナーセルはサイアの狭せまい肩に手を置いて、彼女の目を優やさしく見つめた。

「親子の絆きずなは、血の繫つながりじゃない。父がなぜ、なかなかサイアに魔ま術じゆつを教えなかったのか、その理由が分かるかい。わたしから見ても、サイアは優秀な生徒だったよ。父がその気になって教えていたら、今いま頃ごろは魔術師ソーサラーの杖つえなしでも、呪じゆ文もんが使えるようになっていただろう」

「それは……、導どう師しになれたってこと？」

　瞳ひとみをいっぱいに開いて、サイアは言葉の意味を義あ兄にに確かめる。

「そう。そして、キミがどこかへ旅立ってゆくと思った。王都の賢けん者じやの学院か、それとも宮きゆう廷てい魔術師に招しよう聘へいされてね。だから、父はサイアに魔術の勉強をあまりさせないようにしたんだ。サイアがどこへも行かないようにね」

　ナーセルは言葉を切り、大きくひとつ息をした。

「だが、サイアはここにきた」

「ええ、来たわ。それは、ナーセルを捜さがすため……」

「それだけかい？」

　ナーセルの言葉はあくまでも静かで、相手の心に沁しみてゆくような深さもあった。

「……違うかもしれない。分からない。でも！」

「人の心を止めることは、誰だれにもできないのだよ。夢を追いかける心は、ね。あきらめないかぎり、夢はかならずかなう。かなわないとしたら、それは本当にかなえたいと思っていないだけだ」

「ナーセルらしいわ……」

　と、サイアは消え入りそうな声で言った。

　高い理想をいつも胸に抱き、それに向かって進んでゆくことをやめない。でも、かなわない夢だってあるのだ。たとえ、どんなに望んでも……

　サイアはナーセルから一いつ瞬しゆんだけ視線をはずし、別の若者に目を向けた。

「こんなことを言うと勝かつ手てだけど、サイアには父のそばにいてあげてほしい。サイアの手料理を食べさせないと、偏かたよった食事を取って、身体からだを悪くしそうだからね」

　穏おだやかな笑顔を見せて、ナーセルはサイアの肩に置いた手をどけた。

「ナーセルは、帰らないの？　帰ってくれないの？」

「あのね、サイア。神の城じよう壁へきは、開かれたのだろう。だったら、帰ろうと思えば、今すぐだってできるんだよ。どれだけ、遠く離れていても、我が家へ帰るには一瞬ですむ」

「そうか、瞬間移動テレポートの呪文……」

　高位の呪文である。ナーセルはそんな難しい呪文も、簡単に唱えられるようになったのだ。

「だから、何も心配しなくていんだ。父のことだって、本当は気にしないでいい。人間は、誰だれからも束そく縛ばくされるべきではない。自分自身で、己おのれを律りつするべきなんだ」

「好きにしていいってこと？」

「そうだよ。やりたいように、やるんだ。ただ、自覚と責任をもってね」

　ナーセルの言葉は、不思議な説せつ得とく力りよくに満ちていた。おそらく自分自身にその問いを投げかけ、悩なやみ、葛かつ藤とうしたあげく、答を見出したのだろう。

「お願いだから、一度、顔を見せてあげて。そしたら、わたしも安心できる」

　サイアは哀あい願がんするように言った。

「約束しよう」

　ナーセルは少女を安心させるために、普通より大きくうなずいた。

「よければ、今、すぐにでも。望むなら、サイアも一いつ緒しよにダナーンまで送ってあげるよ」

　その言葉に、サイアが息を飲むのが、分かった。

　うかがいをたてるように、レイルズを振り向く。だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、肩を落とし、彼女は寂さびしげな表情を見せた。

「……そうね。それも、いいかもしれない」

　サイアは、そうつぶやいた。

　思いもかけぬ答だったので、レイルズは一瞬、動どう揺ようした。サイアとは幼友達であり、この世界に来てからも、ずっと一緒に行動してきたのだ。

　それが、突とつ然ぜん、いなくなる。そんな状況は、想像もしていなかった。

　だが、サイアの言葉ではないが、それも、いいかもしれない。死地へ赴おもむく旅に、最後まで付き合うべきではない。もちろん、神しん獣じゆうたちの会合へは、マリスとふたりだけで臨のぞむつもりだった。バッソーやシャイロン、ビーンたちにも、付き合わせるつもりはない。

　兄妹たちの再会は、ひと区切りついたと思えたので、レイルズはノルヴァとふたたび目で合あい図ずして、最初に握あく手しゆを交わした場所に戻もどった。

　ナーセルは後ろに下がり、サイアも義あ兄にのそばに落ち着いた。

　レイルズとノルヴァはどちらからともなく、地面にどっかりと腰を落ち着けた。

　ごく自然に、レイルズはあぐらをかいていた。獣けものの牙きばの砦とりでには、椅い子すはあまりなかった。団長オルゲンスが威い厳げんを保つために座っていただけで、百人隊長たちの作戦会議のときも立ったままか、地面に車くるま座ざになって座り、地面に絵をかきながら話を進めたものだ。

「話があるのなら、聞きましょう」

　レイルズは、ノルヴァをうながした。

　長い話になると思われた。
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　心を落ち着けて、ノルヴァはまっすぐレイルズと対した。

　この若者より十歳は年上だというのに、ややもすると気け圧おされてしまいそうだった。レイルズの父親である近この衛え騎き士し団だん長ちようラッセルと向かい合っているときと同じだった。だが、持っている雰ふん囲い気きは、団長とはまるで違う。

　奔ほん流りゆうのようなラッセルの威い圧あつ感かんに対し、目の前の若者のそれは、澄すみきった泉のような透とう明めいさで、こちらの心の奥底までも映うつしだしている気がした。

「……結論から申します」

　話をどう切りだしたものかと迷まよったあげく、ノルヴァはもっとも当たり前の方法を選んだ。下へ手たな詭き弁べんが通じる相手ではないし、隠かくし事ごとをしたり、噓うそをつけば、この若者の機き嫌げんをそこねることになる。

「レイルズ様には、ダナーンにお帰りいただきたい。先程の兄妹たちの会話ではありませんが、父君が心配されております」

「親父おやじが、心配だって？」

　レイルズは、思わず吹きだしそうになった。

「そんなことは、ありえないな。あの人はオレと母さんをハークの村に残したまま、十年近くも王都で暮くらしていたんだ。一年やそこら、姿を見せないぐらいで、心配なんかするものか」

　レイルズは戦士としての父を、心から尊そん敬けいしている。

　だが、冷静に考えれば、父親として立りつ派ぱとはいえない。夫としては、完全に失格だろう。

　母親への気持ちが、どのていどかは分からないが、王都にいるあいだ、女性と無む縁えんの暮らしを送っているとは思えない。妾めかけのひとりやふたり、囲かこうぐらいしていよう。

「ハークの村とこの未知の大陸では、危険の度ど合あいが違います」

「そのうち、同じになるさ」

「なってもらっては困ります」

　ノルヴァは、額ひたいに汗あせを浮かべた。

「ラッセル卿きようのお考えは、正直言って、わたしにもよく分かりません。あの方は、はっきりと物事を言うお方ではありませんから。ですが、わたしを派は遣けんしたのは、レイルズ様の身を案あんじてのことと確信しております」

　他人を説せつ得とくするためには、自分がまず己おのれの言葉を信じなければならない。

　ノルヴァは、比較的それが得とく意いだった。話しているうちに、自分の言葉が正論のように思えてくるのである。

（息子むすこのオレでも、よく分からないんだからな）

　心のなかで、レイルズは答えた。それから、口を開いて、

「それじゃあ、こちらも結論から言おう。オレはダナーンヘ帰らない。いや、帰れないと思う」

「それは、どうしてです。この世界で、やらねばならないことがあるのですか？」

「ある」

　レイルズは断だん固こたる口く調ちようで言った。

　だが、それが死にに行くことだとは、もちろん言わない。そんなことを言えば、ノルヴァは何があっても、ダナーンヘ連つれ戻もどそうとするに違いない。

「どうしても、お帰りになってはいただけませんか。たとえば、ナーセル導どう師しに魔ま法ほうで送ってもらったとしても……」

　やりたいことが何なのかは、ノルヴァは聞かなかった。レイルズの言葉から、強い意志を感じたからだろう。

「それでも、だ」

　一語ずつに力を込めて、レイルズは言った。

「お帰りいただけば、ラッセル卿きように対するわたしの覚おぼえが、めでたくなるのです」

　ノルヴァは、本ほん音ねを言った。

「それなら、バッソーやシャイロンたちを連れ帰れば、もっと覚えはよくなるだろうな」

　レイルズは背はい後ごを振り返り、ふたりの様子をうかがった。

　バッソーもシャイロンもいつになく真しん剣けんな表情で、ノルヴァとレイルズの話し合いに耳を傾かたむけている。そして、ときどき、かつての仲間である魔術師たちに鋭するどい視線を投げかけている。そこには、かつての仲間と再会した喜びは微み塵じんもなく、底が見えないほどに深い亀き裂れつがあった。

「もちろんです。それが、本来の使命ですから。ですが、あなたはそれをお認めにはならないでしょう」

「あいにくだけどな」

　レイルズは間かん髪はつを入れず、答えた。

「それで、どうするつもりだ？」

「本来なら実力に訴うつたえてでも、彼らを捕らえねばならないのでしょうが、あきらめました。今のあなたと戦って、勝てる自信はない」

「オレも負ける気がしない」

　レイルズは、あえて言った。

　侮ぶ辱じよくしているのでも、挑ちよう発はつしているのでもない。本当にそう思った。ハークの村で出会った頃ころなら、おそらく力の差はそれほどなかったろう。

　だが、多くの死線を潜くぐり抜けてきた今、戦いの技術は、あの頃とは比べものにはならない。当時の自分と戦えば、十回戦って、十回勝つ自信がある。

　剣けんの技術は人の命で鍛きたえられる、とダナーンの騎き士し団だんの諺ことわざにあるらしいが、それは疑うたがいのない事実だ。他人の命を奪うばい、自らも血を流すことで、実戦でも通用する本物の剣けん術じゆつが身につくのである。哀かなしい現実と言えた。

「そうでしょうな」

　ノルヴァは、表情ひとつ変えなかった。

「だから、レイルズ様にお帰り願いたかったのです。賊ぞくを捕らえられないことの代だい償しようが、必要になりますので……」

「近この衛え騎き士しも大変なんだな」

　レイルズは他ひ人と事ごとのように言った。

　大変なのは団長が他ほかならぬ彼の父ラッセルだからである。その前の言葉には何の感情も湧わかなかったが、今の言葉にはムッとするものを、ノルヴァは感じた。

「それではせめて、団長への手紙をしたためていただけませんか？　レイルズ様が無事であり、ダナーンヘ戻もどらないのは自らの意思であることを納なつ得とくしていただかねば、わたしはラッセル卿きように首を刎はねられるかもしれません」

「いくら親父おやじでも、そこまではしないさ。あんたをこの地に派は遣けんした最大の目的は、クリスタニアを調査することだろう。それさえ果たせば、あの人は責任を問うたりしないはずだ」

　レイルズが言うと、不思議にそのとおりだと思えた。それだけに、疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕らわれ、苦く悩のうしていたことに腹立ちを覚える。

「ならば、そう命令すればよいのではありませんか？　ここまで来るあいだに、猛虎バルバスの部族の追おつ手てに見つかり、窮きゆう地ちに立たされたのです。命を落とせば、報告も何もできなくなります」

「オレは親父じゃないから……」

　苦笑まじりに答えたが、ノルヴァの苦悩はなんとなく分かる。

　父に認められようと、ひたすら頑がん張ばった幼い頃ころの自分もそうだった。父ラッセルは、何をすればいいのか、具体的な指示はあまり出さない。

　叱るときは、なぜ叱られたのか、何かを命じるときは、どうすれば命令を果はたせるのかから考えさせる。

　考える努力をすれば、父はそれを認める。

　だが、評価するのは、あくまで正しい答を出したときだけだ。考えようともしない、また考えたつもりになっただけのときは、相手にもしない。父の基き準じゆんではそれは無能の証あかしなのだろう。

「とにかく、手紙は書こう。親父には、言っておきたいこともあるからな」

「助かります……」

　心の底から安心したらしく、ノルヴァの顔が上じよう気きして赤くなった。

　そのときである。

「やめろーっ!!」

　突とつ然ぜん、バッソーが叫び声をあげた。

　そして、夜の闇やみを切り裂さくような甲かん高だかい悲ひ鳴めいが続く。

　何事か、とレイルズは悲ひ鳴めいのほうを振り返った。

　驚おどろくべき光景が、そこにはあった。

　ひとりの戦士に、サイアがはがいじめにされていた。その喉のど元もとには短剣ダガーが押し当てられ、真っ赤な血が流れだしている。

　血の量から、浅く皮ひ膚ふを切られただけなのは分かった。だが、サイアの顔は、体内の血をすべて失ったように真っ白だった。

「命令違い反はんだよ、近この衛え騎き士し様さま」

　バッソーのかつての仲間の魔術師が、勝ち誇ほこったように言った。

「ふたりの賊ぞくは、何があっても捕らえなければならない。それが、オレたちが近衛騎士団に入るための条件でね」

「どういうことだ！　リーマン!!」

　ノルヴァが真っ赤な顔をして怒ど鳴なりつけた。

「甘あまいな。近衛騎士のあんたがそんなに甘い人間だとは思わなかったぞ。近衛騎士は残ざん忍にんで冷れい酷こくというのが、世間の評判だったはず」

「芝しば居いを打ってるんじゃないだろうな……」

　殺さつ気きのこもった声で、レイルズはノルヴァを問いつめた。

「わたしは、騎士の生まれだ！　こんな姑こ息そくな手段は使わん」

　ノルヴァの言葉に噓うそはない、とレイルズは感じた。

　連れてきていた従じゆう者しやたちが、ノルヴァの知らない密みつ約やくを受けていたということだ。

　サイアのそばにいたナーセルは何をしていたのか、と腹立たしく思う。彼は今、厳きびしい顔で魔術師の杖つえを構かまえ、呪じゆ文もんの詠えい唱しように移ろうという態勢である。

「みんな、おとなしくするんだ。このハーフエルフ娘の命が惜おしいのならな」

　魔術師が、全員の挙きよ動どうに注意を払いながら言った。

「サイアを人ひと質じちにとって、どうするつもりだ？」

　レイルズが一歩、前に踏ふみ出して、三人の冒ぼう険けん者しやたちを睨にらみつけた。

「わたしたちの要求は、ひとつだけだ。バッソーとシャイロンを、我々に引き渡すこと。それさえ従えば、娘は返す。傷ひとつつけずにな」

「それは、ラッセル卿きようの命令か？」

　ノルヴァが怒いかりに震ふるえる声で問う。

「決まっている。そして、マリード宰さい相しようのだ」

　リーマンという名の魔術師は、誇ほこるように言った。

「なぜなのだ、リーマン？」

　問いを投げかけたのは、シャイロンだった。

「何が、おまえを、おまえたちを変えたのだ。おまえたちが、冒険者の暮くらしに嫌いや気けがさしておったのは知っておる。生活は苦しく、名めい誉よはない。おまえが望んでいた出しゆつ世せの糸口もない。古代王国の遺い跡せきもなく、平和な日々の続いたダナーンに、故郷の島のように冒ぼう険けんを求めたのが、間違いだったのだろう。だが、それでも、わたしたちを必要とする人々がいたではないか。自分の手では解決できない問題を抱かかえ、わたしたちに助けを求める人々が。彼らの感謝の言葉こそが、何よりの報ほう酬しゆうではなかったのか？　それなのに、仲間を裏うら切ぎり、罪もない少女を人ひと質じちに取る。なにゆえ、そこまで堕おちたのだ。魔ま神じんに魅み入いられでもしたのか、それとも、邪じや神しんに魂たましいを売ったのか？」

　押さえられた声だったが、言葉の端はし々ばしから、シャイロンの高ぶった感情が伝わってきた。

「おまえの言うとおりだよ。冒険者を続けていても、富も名誉も手に入らない。賢けん者じやの学院はその門もん戸こを閉ざし、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの声もかからない。女王を救きゆう出しゆつするという依い頼らいを受けたとき、わたしはやっと運が向いてきたと思った。だが、蓋ふたを開けてみれば、そこにあったのは、もっとも醜みにくい現実だった」

　レイルズはサイアを救出する隙すきをうかがったが、サイアを捕つかまえている戦士に油ゆ断だんはまったくなかった。

「依頼人から、騙だまされたことか？」

　バッソーが、言った。

「騙された？　そんな生なま易やさしいものか！　我々は、罠わなにかけられたんだ。食べ物につられて、落とし穴にはまった狼おおかみのようにな」

　吐はき捨すてるように、リーマンは答える。

「城内の衛えい兵へいは、おまえが侵しん入にゆうするのを聞かされていたのだぞ。依頼人が本当に求めていたのは、おまえが女王の部屋の前で捕まることだった。そして、外で待つ我々を、一いち網もう打だ尽じんにする」

「それと、サイアを人質に取ることと何の関係がある！」

　激げつ昂こうして、バッソーは叫んだ。

「依頼人にとってわたしたちは、宰さい相しようの権けん威いに傷をつけるための道具にすぎなかったのだ。たったそれだけのために、わたしたちは近この衛え騎き士したちに追いまくられた。わたしは、絶望を感じたよ。自らの命を絶とうとさえ思った。そうしなかったのは、わたしたちをおとしいれた者に復ふく讐しゆうを果はたしたかったからだ。わたしはひとりの近衛騎士に接せつ触しよくし、ある提案をした。取り引きといってもいい。危険の大きい賭かけだった。だが、わたしは勝った。マリード宰相は、わたしの提案の価値を認めてくれたのだ」

「反宰相派の貴き族ぞくたちを失しつ脚きやくさせた、偽にせの書状か？」

　ノルヴァが、リーマンに問いかける。

「そうだ。宰相が失脚させる機会をうかがっていた貴族、騎士たちが、女王の誘ゆう拐かいに加か担たんしたと見せかけるため、偽の書状を作った。そして、わたしたちが、それが真実であることを法ほう廷ていで証言した……」

「真実を知るおまえたちは、何としてでも捕らえねばならねぇ。その後、オレたちは名を変えて、近この衛え騎き士しになる。リーマンは、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの一員に名を列つらねる。これからは、オレたちが他人を道具に使う番だ」

　リーマンの答を引き継ついで、サイアをはがいじめにしている戦士が言った。

「馬ば鹿かなことを……」

　レイルズは、吐はき捨すてるように言った。

「近衛騎士など、宰さい相しようの犬も同じだろう。結局は、使い捨ての道具にすぎないんだぞ！」

「小こ憎ぞうが、偉えらそうに……」

「人ひと質じちを取っておいて、あまり吠ほえるな。小僧と馬鹿にするなら、堂々と一いつ騎き打うちで来い。いくらでも、相手になってやる」

「コーラル！」

　魔術師ソーサラーのリーマンが、興奮する戦士を宥なだめた。

「話がすぎたようだ。オレたちはこの娘を連れて、ダナーンヘ帰る。おまえたちは三日遅おくれて、ここを出発するのだ。シャイロンとバッソーを縄なわにかけてな。ふたりを連れてこなかったなら、この娘の生命いのちはないものと思え。それから、おまえたちがわたしたちの前に姿を現してもな」

　そして、リーマンは二人の戦士に合あい図ずして、ゆっくりと後こう退たいしはじめた。

　心のなかで悪あく態たいをつきながら、レイルズはどうすることもできない自分を歯は痒がゆく思っていた。

　サイアの安全を考えれば、うかつな行動を取るわけにはいかない。だが、相手の要求どおりに、シャイロンとバッソーたちを引き渡すわけにもいかない。

「どうすればいい？」

　レイルズは、自問した。

　だが、その結論が出ないあいだに、三人の男たちはサイアを人質にしたまま、森のなかへ姿を消してしまった。

「申もうし訳わけありません。彼らが、まさかあんな行動に出るとは……」

　ノルヴァが身体からだを深く折ってレイルズに詫わびた。

「あんたに、詫びられてもな」

　行き場のない怒いかりを抱かかえて、全身が張り裂さけてしまいそうだった。

「とにかく、何か手を打ってよ！　このままじゃあ、サイアがかわいそうすぎるよ!!」

　必死の形ぎよう相そうで、ビーンが叫んだ。

　精霊使いシヤーマンの少年は、そばにいるバッソーの服を摑つかみ、行動をうながすように長身の盗とう賊ぞくの身体を揺ゆすっている。

「そんなこたあ、分かっている」

　バッソーは、ビーンに答えた。

「簡単な話さ。オレたちが、奴やつらの要求に従えばいいんだ」

「駄だ目めだよ、そんな……」

　ビーンが涙を浮かべて、抗こう議ぎする。

「他ほかに、どうしろってんだ」

　バッソーはそう言って、頭を抱かかえた。

「不ふ覚かくだった。わたしが、ついていながら……」

　魔術師ソーサラーのナーセルが、レイルズのところへとやってきた。

「まったくだ」

　レイルズは冷たい視線を魔術師に向けた。

　責任を取ってくれ、と言いたいところだ。だが、高位の魔術師とはいえ、人ひと質じちを取られては手の出しようもあるまい。呪じゆ文もんを唱えるには、時間がかかる。そのあいだに、奴やつらは簡単にサイアの命を奪うばうことができるのである。

「シャイロン。奴らは、サイアを殺すと思うか？　人質を殺せば、その後、自分たちも死ぬことになるんだぞ」

「今のあいつらなら、やるだろう。リーマンたちは、密みつ約やくにすべてを賭かけているとみた。失敗すれば、命を捨てる覚かく悟ごはできているだろう」

「そいつは、厄やつ介かいだな……」

　レイルズは夜空を見上げて、呻うめき声をあげた。

「わたしが、行きます」

　そのとき、凛りんとした声が響いた。

　レイルズは、声の主人を振り向く。決意を秘めた表情で、マリスが進みでてきた。

「どうやって？」

　レイルズは、たずねた。

「人質が有効なのは、人間に対してだけです。獣けものに襲おそわれたとしても、サイアを殺そうとはしないでしょう」

「銀ぎん狼ろうに、変へん身しんするのか？」

　レイルズが問いかけると、マリスはおおきくうなずいた。

「それも、危険だろう。相手は手て練だれの冒ぼう険けん者しやが三人だ」

「やるしかないでしょう。他に手段はありません。サイアを見捨てるわけにも、バッソーとシャイロンを奴らの手に渡すわけにもいかない」

　それはマリスの言うとおりだった。だが、マリスが危険だという事実が変わるわけではない。

「オレも行く！　マリスが奴らの注意をそらした隙すきを狙ねらえば……」

　マリスは、ゆっくりと首を横に振った。

「わたしを信じて。もしも、あなたを見つければ、彼らは容よう赦しやなくサイアの命を奪うわ」

　クリスタニア言葉を使って、マリスは言った。

　そのとおりだった。相手に見つからないように行動する自信は、レイルズにはない。もし、見つかれば、相手は容よう赦しやなくサイアの喉のどを切り裂さくだろう。

「信じる、か……」

　レイルズは、がっくりとうなだれた。

「苦しいことなんだな。オレはいつも、先頭になって動いてきた。他人に何かを任まかせたことは、ほとんどなかったから……」

「すべてのことを、ひとりでできるわけがないでしょう」

　マリスはレイルズの気持ちを解かいそうとするかのように、明るい声で言った。

「今は、わたしを信じて、待っていてください」

　マリスの言葉が正しいのは、頭では理解できた。それでも、レイルズは自分自身を説せつ得とくするために、かなりの時間を要した。

「……サイアを頼たのむ」

　レイルズはマリスの手を握にぎって言った。

「任せてください」

　力強く、マリスはうなずいた。




　　　　４




　銀ぎん狼ろうの姿に変身ビースト・フオームするのは、久しぶりだった。

　レイルズが獣人化パーシヤル・ビーストしたガーシュンたちに驚おどろいたとき、彼の目前で変へん身しんしたとき以来である。

　四し肢しで大地を蹴けり、風を切って走る。その心ここ地ち好よさを、マリスは思い出していた。

　昔むかし、銀ぎん髪ぱつの者であることの重みに耐たえきれなくなったとき、マリスは銀狼の姿になって森を走りまわったものだ。そうすると、心に澱よどんだ抑よく圧あつから解放され、気分がすっきりする。

　夜半になるまで、マリスは待った。それから、サイアを連れ去った三人の男たちを追いかけて走りはじめた。男たちを追つい跡せきするのは、難しくなかった。落葉を踏ふみ荒らした跡あとが、地面にそっくり残っている。彼らとの距離は、確実に縮ちぢまっていった。

　明け方ちかくになって、男たちに追いついた。狼おおかみの感覚が、それを教えてくれたのだ。そして、マリスは服をすべて脱ぎ、銀狼に変身した。

　そして、能力タレントを使って、銀狼を一匹、召しよう喚かんした。サージを亡なくしてから、この能力は使うまいと心に決めていたのだが、今はそんな誓ちかいにこだわっている場合ではない。

　二体で攻撃すれば、手て練だれの三人を相手にできると思われた。銀狼フェネスから授かった能力を、マリスは全力で使うつもりだった。

　ただ、あくまで空腹の狼おおかみを演じなければならない。

　知性を見せれば、人間が変へん身しんしていると疑うたがわれてしまうかもしれない。ダナーン騎き士しは、この世界の人間が獣けものに変身できることを知らないと言った。三人の男たちも同様だろうが、用心するにこしたことはない。

　音の気け配はいから、三人の男たちは野や営えいをしているらしかった。

　見張りはひとりで、残るふたりは休んでいると思われた。サイアも眠っているのだろう。その声も、足音も聞こえない。

　不ふ意いをつくつもりだった。できることなら、一いつ気きに片をつけたい。

　マリスは召しよう喚かんした銀ぎん狼ろうを従えて、男たちのところへ忍しのび寄よっていった。

　森が少し開けたところに、彼らは野営していた。火は焚たいていない。追おつ手てを意識してのことだろうが、夜よ目めの効きかない者には、この暗くら闇やみのなかでは満足に戦えないはずだった。

　好条件がそろっている、とマリスは思った。

　見張りをしている戦士は、接近する二匹の狼に気づいていない。

　十歩ほどの距離まで近づいたとき、マリスは深く身を沈めた。後に続く銀狼も、それに倣ならう。

（立っている男を狙ねらえ）

　召喚した銀狼に、マリスは思し念ねんを送った。

　神しん獣じゆうフェネスの獣人ビーストマスターと眷けん族ぞくたる銀狼とは、心の会話ができるのだ。

　マリスは息を止めて、そして、跳ちよう躍やくした。

　無意識に、咆ほう哮こうをあげていた。

「おい、起きろ！」

　見張りが叫ぶ。

　だが、その男には召喚した銀狼が襲おそいかかっていった。

　唸うなり声と悲ひ鳴めいが交こう錯さくする。

　そのあいだに、マリスは警けい告こくの声に起きようとした魔術師ソーサラーの喉のどに牙きばをたてていた。口の中いっぱいに血の味が広がる。

　マリスは首を振って、肉を嚙かみちぎった。おびただしい血が、地面に飛び散る。

　目を覚ましたサイアが、それを見て悲鳴をあげた。彼女も、飢うえた狼が襲ってきたと思ったのだろう。そのほうが、男たちに疑われずにすむ。

　致ち命めい傷しようを与えたかどうかは分からないが、魔術師は無力化したとマリスは判断した。目標を変えて、もうひとりの戦士に挑いどんでゆく。

　魔術師を襲っているあいだに、その戦士はすでに武器を構かまえていた。

　両手に長剣バスタードソードを構え、威い嚇かくの声をあげている。

　マリスは怯ひるむことなく、男に跳とびかかってゆく。

　剣が振るわれ、左肩を切り裂さかれた。

　激はげしい痛みが走ったが、マリスはひるまない。少々の傷はもとより覚かく悟ごのうえだった。

〝再生リジエネレーシヨン〟の能力タレントを使っているので、怪け我がは勝かつ手てに治ち癒ゆしてゆく。致ち命めい傷しようを受けさえしなければよいのだ。

　跳とびかかったマリスの勢いに耐たえきれず、男は仰あお向むけに倒れた。

　無防備な首を狙ねらって、マリスは牙きばを突きたてようとした。戦士は全身に鎖かたびらチエインメイルを着こんでおり、そこを嚙かんでも歯はたたない。

　戦士はとっさに剣けんを捨て、腰から短剣ダガーを引き抜いた。そして、残る腕うでで喉のどを庇かばう。

　さすが、熟じゆく練れんの戦士といえた。

　マリスは前足で相手の顔を蹴けりつけ、何とか隙すきを作ろうとした。喉を嚙まなければ、致命傷を与えることはできない。

「畜ちく生しようが！」

　戦士は叫び、マリスを右腕ではがいじめにしようとした。

　マリスはひらりと身をかわし、二、三歩、横に動いてから、起きあがろうとしていた戦士に向かってふたたび飛びかかった。

　短剣が振るわれ、今度は頭を浅く切られた。かまわず、マリスは相手の懐ふところに飛びこみ、ふたたび地面に押しつける。

　だが、そのときには、すでに相手は喉を守っていた。
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　仕方なく、無防備な顔を狙ねらって、マリスは嚙かみついていった。だが、牙きばが滑すべって、鼻と頰ほおを浅く切り裂さくことしかできなかった。

「殺やられてたまるかよ！」

　戦士は悪あく態たいをついて、マリスの胴どうに手を回してきた。

　マリスは、離れようとした。だが、相手はマリスの後足を足で挟はさみ、それをさせなかった。

　胴を抱きかかえ、人間離れした力で締しめつけてくる。

　息が、苦しくなった。頭をむちゃくちゃに振り、前足で相手を突き放そうと蹴けりつけるが、相手は容よう易いに離れない。

　短剣ダガーを左手に持ち替え、マリスの背中に何度も突き立てる。

　そのたびに激げき痛つうが走り、意識が薄れてゆくのを感じた。

（死ぬわけにはいかない）

　マリスは必死になって男から離れようとするが、相手はそれを許さない。

　遠ざかる意識と戦いながら、身体からだをひねり、地面を転ころがる。だが、それでも戦士は離れなかった。片手と足を使って、マリスの胴をはがいじめにしている。

　また、短剣が振るわれた。

　今度は深く突き刺ささり、内臓が抉えぐられたのがはっきりと分かった。

　口から血が溢あふれだしてくる。

「くたばりやがれ！」

　勝利を確信したような快かい哉さいの叫びを男はあげ、ひときわ高く短剣を振るいあげた。

　そのときである。

　男の顔めがけて、一筋の光が飛んできた。

　苦く悶もんの声を男はあげた。マリスを抱かかえる腕うでが弛ゆるむ。

　その隙すきをついて、マリスは男の腕から逃れた。

　同時に、男の身体を光弾がふたたび直撃した。

　マリスは光が飛んできた方向に、一いつ瞬しゆん、目を向けた。そこには、サイアが立っていた。魔術師ソーサラーの杖つえを右手に持ち、次の呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめている。

　呪文が完成し、魔ま法ほうの光が、またも男の身体に突き刺さっていった。

　もはや、男は完全に戦意を失っている。顔を手で覆おおって、転げまわるだけだ。

　マリスは、最後の力をふりしぼって、もう一度、飛びかかっていった。今度は、相手も喉のどを無防備にしていた。

　首の骨も砕くだけよとばかり、嚙みついた。

　口のなかに、暖かい液体が流れでてくる感かん触しよくが伝わってきた。




　見張りに立っていた男は、もう一匹の銀ぎん狼ろうが倒していた。

　マリスが最初の標ひよう的てきにした魔術師も、そのときには息絶えていた。

　そして、サイアは魔術師の杖つえを握にぎりしめたまま、二匹の銀ぎん狼ろうを交こう互ごに見つめている。

「マリス……なんでしょ？」

　ハーフエルフの少女は、震ふるえる声で言った。

　銀狼の姿のままマリスはうなずき、そして、変身ビースト・フオームを解といた。

「怪け我がはありませんか？」

　声をかけながら、サイアのところへ歩みよる。

「あたしは、大丈夫。でも、あなたはいっぱい怪我をして……」

　マリスの全身には、何か所もの傷があり、血が流れでている。

「再生リジエネレーシヨンの能力タレントを使ってますので、怪我はすぐに治ります」

　その言葉どおり、サイアが見守っているうちに、マリスの怪我はゆっくりと塞ふさがっていった。

　やがて、傷は完全に消えてなくなり、美しい裸ら体たいには血の跡あとだけが残った。

　サイアは思い出したように、マントを脱ぬいで、マリスに差し出した。

「ありがとう」

　マリスは微笑ほほえんで、そのマントに身を包んだ。

「お礼を言わなければならないのは、あたしのほうだわ。危ないところを助けてもらって」

　サイアはマリスに向かって、深く頭を下げた。

「あなたも、わたしの危き機きを救すくってくれたじゃありませんか。あの魔ま法ほうの援えん護ごがなければ、わたしは、間違いなく死んでいました」

「ごめんなさい。気がどう転していて、マリスが変へん身しんして助けにきたって気づくのが遅おくれたの。マリスに、いっぱい痛い思いをさせてしまったわ。レイルズにも、謝あやまらないと……」

「レイルズに？　どうしてですか？」

「どうしてって……」

　マリスは顔を赤らめて、わずかに顔を伏ふせた。

「レイルズは、あなたのことを心配しているはずだもの。あなたが怪我をしたなんて聞いたら。その原因をつくったのは、あたしなんだから……」

「レイルズは、そんなこと気にしませんよ。それに、サイアのことだって、本当に心配していたんですよ」

　サイアはちらりと顔をあげて、マリスの瞳ひとみを見た。

　彼女の瞳は、わずかな夜の光を集めて、緑色に輝いて見えた。銀狼フェネスの能力を使っているためだろう。

「マリスは、レイルズのことなら何でも分かってるのね」

「そんなことはありませんけど……」

　サイアの質問に、マリスは当とう惑わくした様子だった。

「教えてほしいことがあるの」

「なんですか？」

「どうして、マリスはレイルズのことを好きになったの？　彼のどこが気に入ったの」

　唐とう突とつな問いに、マリスは戸と惑まどった。顔に血がのぼって、頰ほおが熱く感じられた。

「どうして、と言われても……」

　マリスはサイアから視線をはずし、近くの木の幹に目を向けた。

「お願い、教えて。でないと、あたし……」

　サイアはそれ以上、言葉を続けることができなかった。

　目に涙がにじみ、目の前にいるマリスの横顔が歪ゆがんだ。

「好きなんですね。あなたも、レイルズのことが……」

　マリスは手で顔を覆おおったサイアを見つめ、囁ささやくように言った。

　サイアは肩を揺ゆらせながら、こくりとうなずく。

「不思議ですよね。言葉も、民族も違う失われた大地からやってきた、あの人を好きになるなんて……」

　マリスは静かに話しはじめた。それは、自分自身に聞かせるような話し方だった。

「あのとき、わたしは絶望していました。神王との戦いの行ゆく末すえに、そして、立ち上がろうとしない我らが神しん獣じゆう王おうに。銀ぎん髪ぱつの者として部族を導く使命を与えられていたというのに、わたしは何をすればいいのかさえ分からなかった」

「そこへ、レイルズが現れた……」

「そうです。そして、あの人は行動してみせた。何の縁ゆかりもないわたしの集落を守るために、先頭に立って戦い、猛虎バルバスの部族の英えい雄ゆうグレイルにも臆おくすることなく挑いどんでいった。そのときには、負けたんですけどね」

　その後、レイルズは死の影かげに怯おびえ、戦うことを放ほう棄きしようとした。だが、ふたたび剣けんを取り、神獣の民のために戦うことを決意している。

「あの人を見ていると、不可能なことも可能になりそうな気がするんです。わたしは、あの人に励はげまされ、いろんなことを教えられた」

　レイルズに好意を感じている自分を知ったのは、大集落シレーネに赴おもむき、そこから、帰ったときだ。彼の笑顔に迎えられたとき、マリスは走りだして、彼の胸に飛びこんでいった。

「答になってないかもしれませんね」

　マリスは、わずかに微笑ほほえんだ。

「男の人を好きになるのははじめてだから、自分の気持ちをなかなかうまく言い表せなくて。ただ、一いつ緒しよにいるだけで心が休まり、離れているとわずかのあいだでも胸が苦しくなる。空気を求めるように、あの人の姿を求めてしまう」

「……レイルズは幼い頃ころから、いつもあたしのそばにいてくれたの。あたしはそれが当たり前だと思っていたわ。レイルズが王都に行って騎き士しになるって言ったとき、あたしははじめて彼が自分の前からいなくなることもあるんだ、って思った。でも、クリスタニアヘの道が開けて、レイルズは一いつ緒しよに登ってくれた。ナーセルを探すのが目的だったんだけど、レイルズと離れずにすんだってことが、あたしには嬉うれしかったの。レイルズは強くて、優やさしくて、それがいつもあたしやビーンに向けられているって思ってたの。あなたと出会って、獣けものの牙きばの砦とりでで暮くらすようになって、レイルズとあなたの心が惹ひかれあってゆくのが、あたしには分かったわ。でも、どうしようもなかった。あたしは、レイルズの足手まといにしかならない。今日だって、そうだった。でも、あなたはレイルズと並んで歩いてゆくことができる。あなたのために、レイルズは神王と戦おうって決意したんだもの。命を捨てても惜おしくないって、思ってるんだもの。あたしのためじゃない……」

「サイア……」

　マリスの声は、優しかった。その優しさが、サイアにはたまらなく哀かなしかった。

「レイルズの心があなたに向くようになって、あたしはレイルズが好きなんだって気づいたの。本当に好きなんだって。こんなことになるぐらいなら、ハークの村にいるときに、あの人の心を捕つかまえておけばよかった。抱いてもらっていればよかった……」

　サイアの目からは、涙がとどめようもなく溢あふれていた。昨夜からいっぱい泣くことがあったのに、涙は少しも枯かれる様子はない。
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　マリスの目にも、涙が浮かんだ。

　目の前の少女が、そんな苦しみを胸のなかに秘ひめていたなんて、これまで思いもしなかった。もしも、レイルズの心が自分から離れていったら、自分もきっと彼女のように涙を流すに違いない。

　マリスは、サイアを慰なぐさめる言葉が見つからず、黙だまって彼女の肩を抱いた。

「……レイルズのことが好きなら、本当に好きなら、お願いだから幸せになって。神王と戦おうなんて考えずに。あなたもレイルズも強いんだから、神王がこの世界を支配したって、ぜんぜん大丈夫なんだもの。命を無む駄だにしないで、ふたりで幸せに暮くらしてよ」

　サイアは大おお粒つぶの涙を瞳ひとみに浮かべながら、マリスにしがみついてきた。

　マリスは、動どう揺ようを覚えた。

　そんなことは、考えもしなかった。銀ぎん髪ぱつの者として、銀ぎん狼ろうフェネスに選ばれた者として、自分のことよりも、いつも部族の未来を考えていた。レイルズと会って、彼を好きになってからも、彼と幸せに暮らせるなんて思ったこともなかった。

　レイルズに抱かれ、彼の子を産む。それこそ、狼おおかみのように、たくさんの子供をだ。レイルズは家族のために食料を集め、自分は子供たちを育ててゆく。そんなありきたりの幸せさえ、自分には無む縁えんのものだと思っていた。

　神しん獣じゆうたちの目の前で神王と戦い、死んでゆくことこそ、自分の使命であり、そのときレイルズが一いつ緒しよであることに安あん堵どこそ覚え、それが哀かなしいことだとは思いもよらなかった。

　このまま、レイルズとふたりでどこかに逃れて、部族のことも、クリスタニアのことも忘れて暮らすことだってできる。そう思うと、心が揺ゆれた。

「そうするわけにはいかない……」

　マリスは目の前の少女に、そして、自分自身にも言い聞かせた。

「わたしにしかできないことがあるの。そこから、逃げるわけにはいかないわ。自分の幸せしか考えなくなったら、部族なんて必要ない。人間が集落を営いとなむのは、助け合って生きてゆくため。銀狼の民は、仲間たちのために命を賭かけます。多くの戦士たちが、神王との戦いで死んでいった。獣けものの牙きばの砦とりででは、銀狼以外の神獣の民たちも……。彼らだって、幸せに生きる権利はあった。だけど、自分がなすべきことを果はたすために、みんな命を投げだしたの。わたしひとりが、そこから背を向けるわけにはいかない。レイルズも、きっと同じ思いでいる」

「使命なんて何よ！　自分のことだけ考えて、何が悪いの!!　お願いだから、マリス。レイルズと幸せになって。あたしには……、あたしにはそれができないんだから……」

「ありがとう、サイア」

　マリスはサイアを優やさしく抱きしめた。熱い涙が頰ほおを伝ってゆく。

「もう、戻もどりましょう。みんな、あなたのことを心配しているわ」

　マリスはサイアの背中に手を回して、そっとうながした。

　ぎこちなく、サイアは足を踏ふみだした。一歩、二歩と進むうちに、彼女の足取りはしっかりしはじめる。

（あなたこそ、幸せになって）

　マリスは心のなかで、サイアに呼びかけた。

　レイルズや自分が命を賭かけるのは、サイアのような人々に幸せな暮くらしを営いとなんでもらうためなのだから……

　クリスタニアの空は、いつのまにか薄明るくなっていた。
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　マリスがサイアを連れて戻もどったとき、太陽はすでに空高く昇のぼっていた。

　レイルズたちは、もちろん、一いつ睡すいもできなかった。会話もあまりかわさず、押しつぶされそうなほどの重苦しい空気に包まれていた。

　だが、マリスたちが連れ立って戻ってきたのを見て、その空気は噓うそのように晴れた。

　喜びの声をあげ、全員が、ふたりのところに駆かけ寄ってくる。

　ばつが悪くて、サイアは顔を赤らめて目を伏ふせた。

　そして、虫の羽音のような声で、

「心配かけて、ごめんなさい」

　と、言った。

「恐こわい思いをさせてしまったね……」

　ナーセルはサイアの肩を抱き、知識神ラーダに感謝の祈いのりを捧ささげる。

　十年前の仲間、知識神に仕えた女性司し祭さいのことが、思い出された。

（あなたの不幸を、繰くり返さずにすんだよ）

　心のなかで、そうつぶやく。

「サイア」

　ナーセルを押し退のけるようにして、レイルズはサイアの正面に立った。

　彼女の頰ほおに手を触ふれて、彼女が実在しているのを何度も、何度も確かめた。

「よかった……」

　それ以上、言葉は出なかった。

　足の力が抜けて、その場に腰を下ろした。膝ひざ頭がしらに額ひたいを押し当て、深くため息をつく。

　疲つかれが、一度に出た。

「ちょうどいい。このまま、夕ゆう刻こくまで休もう」

　レイルズは顔を上げ、全員に言った。

「せめてもの罪つみ滅ほろぼしです。それまで、わたしが見張りに立ちましょう」

　近この衛え騎き士しのノルヴァがそう申し出た。

　あのまま立ち去るわけにもいかず、ノルヴァはレイルズたちと共に残っていたのだ。

　もし、さらわれた娘も、助けに行った娘も帰ってこなかったら、自分の命はないだろう、と覚かく悟ごさえ決めていた。

　ふたりが帰ってきて、もっとも安あん堵どを覚えたのは、きっと自分だろうと思う。

「そこまで、してくれなくていい。結局、あの男たちが宰さい相しようや親父おやじに踊おどらされていただけのことなんだろ」

　レイルズが力の抜けた声で言った。

「馬ば鹿かな奴やつらだ……」

　バッソーが地面に唾つばを吐はいて、それを足で踏ふみにじった。

　シャイロンが沈ちん痛つうな表情でうなずき、幸運神チヤ・ザの名前を唱える。

「申もうし訳わけありません。他ほかに方法がなかったんです」

　マリスがかるく頭を下げ、ふたりに謝しや罪ざいする。

「死んで当然の奴らだったんだよ。人間としてやってはならないことを、あいつらはやった。本当なら、オレたちが殺やらなきゃならなかったんだ。あんたに、嫌いやな役を押しつけちまったな」

　バッソーは泉の瀕ほとりまで歩き、澄すんだ水を手ですくって、それで顔を洗った。

　涙を隠かくしているように、レイルズには見えた。




　見張りには、バッソーとシャイロン、レイルズが交こう替たいでついた。

　近この衛え騎き士しのノルヴァは、結局、夕方まで一いつ睡すいもせず、自主的に見張りに付き合った。最後に見張りに立ったレイルズが、命令口く調ちようで勧すすめて、日ひ暮ぐれ前にようやく休んだ。その頃ころには、マリスやサイア、ビーンも起きだしていて、一団となって夕食の材料を集めに出かけた。

　この旅のあいだに、魚を捕るのも、猟りようをするのもうまくなった。今なら、どんなところでも生きてゆける自信がある。

　陽ひが暮れて、かなりたってから遅おそい夕食を取りはじめた。

　ノルヴァとナーセルのふたりが増えていたので、食事はいつもより少なめだった。

　獣けものの牙きばでは酒なども蓄たくわえられていたのだが、こればかりは野外で調達できない。泉の水を汲んで飲むしかない。

「いろいろ考えたんだが……」

　夕食が終わる頃、レイルズは仲間たちを見回し、話を切りだした。これから先のことを、いろいろ決めなければならない。

「もう少し行けば、イスカリアの森林地帯を過ぎる。その先にあるのは、双そう面めんの部族が支配する草原地帯だ。ベルディア軍と遭そう遇ぐうする可能性も高いだろうな」

「そう思います」

　マリスが、相あい槌づちを打った。

「ここからさらに南に迂う回かいして進めば、山さん岳がく地帯に出ます。北はなだらかで、南に行けば行くほど急きゆう峻しゆんとなります。北の一帯はベルディア軍の占せん領りよう下かにありますが、南は孤こ高こうの部族と呼ばれる神しん獣じゆうフォルティノの従じゆう者しやたちが支配を続けています。彼らに協力してもらえれば、楽になると思うのですが……」

「協力してくれるのか？」

　レイルズが質問した。

「孤高の部族は、クリスタニアの秩ちつ序じよの監かん視し者しやです。周期の破は壊かい者しやたるベルディア軍を、何よりも憎にくんでいます。おそらく、協力してくれるでしょう」

「大回りして行って、間に合うのかい？　会合の時ってやつが迫せまっているのだろ」

　バッソーが頭の後ろで手を組みながら言った。

「そのとおりです。何か月もかけていては、会合の時は終わってしまうと思います。ですが、草原地帯を横切るのは、かなり危険だと……」

　マリスの言葉に、レイルズは深くうなずいた。

「どこを行くにせよ。これから先、大人数で動くのは危険だと思う。だから、これから先は、オレとマリスのふたりで動こうかと思う」

　宣せん告こくするような口く調ちようで、レイルズは言った。

「ここまで連れてきておいて、置いてけぼりかよ」

　バッソーが顔色を変えて、抗こう議ぎする。

「それが、間違いだったんだ。サイアがあんなことになって、身にしみたよ。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくだって、オレたちのことをあきらめたわけじゃない。この前は見逃してくれたが、今度もそうしてくれるとはかぎらないんだぜ」

「だけどよ……」

「オレの頼たのみを聞いてくれ。サイアはナーセル導どう師しに魔ま法ほうで送ってもらって、ダナーンヘ帰ればいい。ビーンも、一いつ緒しよに連れていってもらうんだ」

「オレたちは、ダナーンに帰れないんだぜ。こんなところにほっぽかれたら、ベルディア軍に殺されちまうぜ！」

「会合の地から戻もどるときには、結局、ふたりになってるんだ。ここで引き返したほうが、危険ははるかに少ない」

「そのことなら、心配するなって。オレたちも、おまえと行動を共にするつもりさ。神王とやらに、毒どく塗ぬりの短たん剣けんをおみまいしてやる」

　バッソーは得とく意いそうな笑いを浮かべて、腰に吊つるした短剣を抜いた。

　焚たき火びの炎ほのおに照らされて、短剣の刃が赤く染まる。たった今、誰だれかを暗あん殺さつしたばかりのようにも見えた。

「神王に、毒が効きくものか」

　レイルズは、あきれたように言った。

「だったら、おまえの剣けんは神王に通じるのかい？」

「やってみなければ分からないだろ！」

「オレの短たん剣けんだって、そうさ」

　バッソーの反はん論ろんに、レイルズは言葉を詰まらせた。

「今、神王がどうか、と言ってましたね」

　それまで黙だまって、レイルズたちの会話を聞いていたナーセルが、突とつ然ぜん、発言した。

「ええ、言いましたよ」

「あなたがたは、神王と戦うつもりなんですか？」

　レイルズは、うなずいた。

「神々の会合の席でね。神しん獣じゆうたちの面めん前ぜんで、オレたちは神王に戦いを挑いどむ。神獣たちに決けつ起きをうながすのが目的だ」

「もしかして、死ぬつもりなんですか？」

「死ぬつもりはない。だが、結果的にそうなると思う」

　レイルズの答を聞いて、ナーセルの顔が厳きびしくなった。

「おやめなさい」

　弟で子しを叱りつけるような口く調ちようで、ナーセルは言った。

「やめろ、だって？」

　レイルズは、頭に血が昇のぼるのを感じた。

「ええ、そう言いました。英えい雄ゆうきどりもけっこうですが、愚おろかな真ま似ねでしかありませんよ」

「どういう意味だ？」

　殺さつ気きだった声が出た。

　周囲の者たちが思わず、息を飲むほどだった。

　だが、レイルズは自分を押さえられなくなっていた。神王と戦うと決意したのは、並なみの覚かく悟ごではない。神王の奇き跡せきにより獣けものの牙きばの砦とりでを滅ほろぼされて、仲間たちの屍しかばねの山を見て、たとえ自分の命を捨てることになっても、そうしようと決意したのだ。グレイルに切られてからというもの、レイルズは極端に死を恐おそれるようになった。その恐きよう怖ふを必死で意思の力で押さえつけて出した結論だったのだ。

　それを愚かな真似と決めつけられたのだから、これ以上の侮ぶ辱じよくはないだろう。

「命を捨てて、何かをなさねばならないときはあるでしょう。ですが、それは他ほかに方法がないときです。あなたが死ぬことで、神獣たちが考えを変えるとは思いません。彼らは至し高こうの存在です。人間の生き死になど、嫌いやというほど見てきたでしょう。あなたが考えていることを実行しても、神獣たちはその行こう為いを愚かだと思うだけです。あえて、言いましょう。あなたは、無む駄だ死じにすることになるだけです。命を捨てようなんて、そんな馬ば鹿かげた考えはお捨てなさい。命を捨てようなどと考えず、あなたにしかできないことをするために、生きるべきです。いえ、生きなければなりません」

「言葉では、何とでも言える！　あんたに未来が分かるというのなら、従おう。神しん獣じゆうの心が分かるというなら、従おう。そうでないなら、余よ計けいな口出しというものだ！　神王を倒そうと思っている人間が、オレたち以外にいるというのか？　神王を倒すことこそ、オレたちにしかできないことじゃないのか？　確かに、オレがやろうとしていることは、馬ば鹿かな真ま似ねかもしれない。だが、他ほかに方法はない!!」

　叩たたきつけるように、レイルズは言った。

　だが、ナーセルはその言葉を平然と受け止め、逆ぎやくに威い圧あつするようにレイルズを見つめる。

「おやめなさい……」

　ナーセルは一呼吸おいて、静かに言った。

「神王を倒そうとしている人は、他にもいる。そして、彼らの試みは成功しつつある。成功すると、わたしは確信していますよ」

　ナーセルの口く調ちようは淡たん々たんとしており、その言葉の重大さを理解するまで、レイルズにはしばらく時間がかかった。

「神王を倒そうとしている……。その試みが成功しているだって？」

　喘あえぐような言い方になった。

　レイルズの言葉に、ナーセルは力強くうなずいた。

「わたしの仲間たちが、今、そのために異い世せ界かいへと赴おもむいています。わたしも、先日まで同行していたのです」

「仲間って、誰だれなんだ。一いつ緒しよにクリスタニアヘ登っていったダナーンの人間なのか？」

「神獣の民がふたりと、そして、ベルディアの民がひとりです。ベルディアの民は人間ではなく、ダークエルフなんですがね……」

「ダークエルフだって！」

　レイルズは言葉を失った。

　ダークエルフといえば、邪じや悪あくな妖よう精せいである。

　そんな妖精が、なぜ神王を倒すために動くのだろう。

「信じられない……」

　レイルズは、やっとの思いでそれだけを言った。

「信じなければなりません。銀ぎん髪ぱつの娘さんが、サイアを救すくいにいったときのことを思い出しなさい。信じることは、苦しいことです。だからこそ、信しん頼らいは力になりうるんです」

　レイルズは拳こぶしを握にぎりしめ、目を閉じた。

　魔術師ソーサラーの言った言葉を、心のなかで何度も繰くり返す。

「……神王は倒されるのか？」

　誰だれにも答えられない問いと知りながら、レイルズはそれを口にせずにはいられなかった。

　だが、

「然り」

　返事は、かえってきた。

　答えたのは、影かげの部族のイサリだった。だが、その声は、いつもの彼の声ではなかった。

　まるで老ろう婆ばの声のように嗄かすれ、目の前にいるというのに、どこか遠くから聞こえてきたように感じられる。

「未来を予よ知ちしたのか？」

　恐おそる恐る、レイルズは尋たずねた。

　影の部族は〝告こく知ち者しや〟の別名をもつ神しん獣じゆうアルケナの従じゆう者しやたちである。彼らには、限定された未来予知の能力タレントがあるのは、知っている。

　だが、今のが限定された予言とは思えない。

「運命の輪わは、閉じた。神王は眠りにつく。深い深い、眠りへと……」

「それは、本当か？」

　息を飲むように、レイルズは尋ねた。

　と、イサリが突とつ然ぜん、前のめりに倒れた。

　彼の隣となりに座っていたバッソーが、あわててその身体からだを支える。

「こいつ、気を失ってやがる」

　あきれたように、バッソーは肩をすくめた。

　イサリの身体を地面に寝かせて、荷物を枕まくらのかわりに頭に当てがう。

　レイルズは茫ぼう然ぜんとして、ナーセルの顔を見つめた。

「今の予言は……」

「わたしにも、分からない。おそらく、本人も覚えていないだろう」

「もしかして、神獣アルケナがイサリの言葉を借りて……」

　マリスが身を乗り出しながら、言った。

「分からない。だが、もしもそうだとすると……」

　レイルズは言葉を切り、深く息を吸いこんだ。

「神王は、倒されるんだ。だが、いったい誰が倒すというんだ？　ナーセルの仲間たちか。それとも……」

　全員が言葉を失い、仲間たちの顔を見回した。

　長い沈ちん黙もくが続いた。

「……これから、どうするの？」

　沈黙を破ったのは、サイアだった。レイルズに向かって、そうたずねる。

「予定は、変えない。マリスは神獣王フェネスに呼ばれ、神々の会合に臨のぞむんだから。オレは彼女を護ご衛えいして、会合の地まで行く」

「それなら、あたしも……、あたしも連れていって」

「サイア！」

　レイルズは驚おどろいて、目を丸くした。

「ダナーンヘ、帰るっていっただろ！　爺じいさんを安心させるために」

「ええ、言ったわ」

　サイアの声は穏おだやかだが、静かな決意を秘ひめていた。

「あのとき、あたしは、ちょっとむきになっていたの。レイルズには、あたしが必要ないって思いこんでしまって。でも、そんなことどうだっていいのよ。あたしはレイルズと一いつ緒しよに行きたいの。もしかしたら、また、足手まといになるかもしれない。それでもお願い、あたしを一緒に連れていって。レイルズの役に立ちたいの。少しでも、ほんの少しだけでも」

　レイルズは腕うでを組み、焚たき火びの炎ほのおを見るとはなしに見た。

　頭のなかで、様々な思いが交こう錯さくしていた。

「そうだよ。せっかく、ここまで一緒だったんだもの。最後まで、一緒に行動しようよ。神々の会合がどうなるか知りたいじゃない。これからの、この世界クリスタニアの運命がどうなるのか？　それを知らなけりゃ、これから僕たちがどうすべきかなんて、誰だれにも分からないんだもの」

　ビーンの必死の声が、耳を通りすぎてゆく。

「……分かったよ」

　レイルズは腕をとき、仲間たちを見回した。

「行こう！　会合の地へ、神しん獣じゆうたちの聖せい地ちへ!!」

　そう決めると、心が急に軽くなった。

　仲間がいるということを負ふ担たんに思ってきた自分が情けなかった。サイアたちを守らねばならない、という意識が強かったからだ。

　だが、仲間たちがいるということは、こんなにも勇ゆう気きづけられるのだ。

　仲間たちを信じよう、とレイルズは思った。

　ナーセルの言うとおり、それは力なのかもしれない。もしかしたら、神王を倒す力にさえなるのかもしれない。

　レイルズは立ち上がり、

「出発するぞ。草原地帯を横おう断だんして、まっすぐに会合の地へと向かう」

　と、高らかに宣せん言げんした。

　レイルズの声に、仲間たちの返事が唱しよう和わした。









　最終章　会合のとき







　　　　１




　大おお鴉がらすの鳴く声が、空高く響いた。

　真っ黒な羽根の鳥が、ゆっくりと地面に降りてくる。

　近くにあった岩の向こうに着地し、大鴉は変へん身しんして人間の姿に戻もどった。

　影かげの部族の呪術使いイサリに、だ。道中の安全を確認するため、上空から偵てい察さつしてきて、今、戻ってきたのだ。

　イスカリアの森林地帯でサイアが誘ゆう拐かいされるという事件があってから、半月が過ぎていた。

　現在はイスカリア西部の草原地帯も越え、西南部の山さん岳がく地帯にさしかかっている。この一帯は、ベルディア軍と神しん獣じゆうフォルティノに仕える孤こ高こうの部族とが戦う最前線であり、緊きん張ちようを強しいられる毎日が続いていた。

　草原地帯を抜けるあいだにも、ベルディア軍の兵士や神獣スマーシュの従じゆう者しやである双そう面めんの部族の民たちと遭そう遇ぐうしていた。

　ベルディア兵とは戦い、撃げき退たいしなければならなかった。

　だが、双面の民たちはレイルズたちと出会っても戦おうとはせず、むしろ、食料を分けてくれたり、道案内をしてくれるなど、親切に振ふる舞まってくれた。

　イサリの話によれば、双面の部族は神獣の民と戦うのが本ほん意いではなく、安定と平和を望んでいるだけなのだそうだ。彼らは神王の力によってクリスタニアが統一されれば、それがもたらされると信じている。

　事実、神王に味み方かたしたおかげで、双面の部族の領土は戦場でなくなった。そのことだけでも、双面の部族の民にとっては大きな意味があったのだろう。

　裏うら切ぎりは卑ひ劣れつな行こう為いだが、彼らの事情は考こう慮りよしてやらねばならない。ベルディア軍が劣れつ勢せいになれば、双面の部族はふたたび神獣の民に協力するだろう。

　もっとも、神獣の民がそれを許すかどうかは分からないが……

　レイルズたちの一行は、九人に増えている。

　ダナーンから一いつ緒しよに行動してきたサイア、ビーン、バッソー、シャイロンの四人の他ほかに、銀ぎん髪ぱつの者マリス、影の部族の呪術使いイサリ、近この衛え騎き士しノルヴァ、そしてサイアの兄弟子であり、義あ兄にでもあるナーセルらが加わったからだ。

　ノルヴァが現在も一緒に行動しているのは、レイルズにも意い外がいだった。

　ダナーンから連れてきた三人の冒ぼう険けん者しやを失い、帰るに帰れないのかもしれない。宰さい相しようを裏切るつもりはなくても、ひとりだけで帰ったら、疑ぎ惑わくの目で見られるのは避さけられないだろう。

　バッソーたちは、ハークの村で捕らえられたとき、この近この衛え騎き士しに拷ごう問もんされた恨うらみもあって、当初は露ろ骨こつに警けい戒かいしていた。

　だが、現在では普通に接するようになっている。たったひとりで、八人を相手にすることはできない。この状況が変わらないかぎり、危険はないと判断したのだ。

〝世界見の者〟を自じ称しようするナーセルはサイアとの約束を守り、一度、ハークの村にいるブライアン老人のもとに〝瞬間移動テレポート〟の魔ま法ほうを使って戻もどった。

　それには、サイアも同行した。

　再会した親子三人は、おそらくいろいろなことを話し合ったに違いない。

　ふたたび、瞬間移動の呪じゆ文もんでレイルズたちのところへ戻ってきたとき、ナーセルもサイアも何かふっきれた表情を見せていた。

　サイアは義ち父ちであり、導どう師しでもあるブライアン老から、正式に杖つえと呪文を授けられていた。

　そればかりではなく、貴き重ちような魔法の宝物をいくつか託たくされてきた。無限に物を入れることができる袋や、魔法の合言葉で大きくなり命令に従う魔法の木もく馬ばなどの品々である。これらの宝物の魔ま力りよくに助けられ、レイルズたちの道中はずいぶん楽になった。

　目的地まであとわずか、長い旅も終わりに近づこうとしている。

　だが、レイルズの心は、決して晴れているといえない。神王と戦うため、この旅をはじめたというのに、その目的を見失いつつあるからだ。

　神王を倒そうとしている者たちが自分以外にもいるという。それも、彼らは目的を果はたし終えようとしているのだ。その事実を裏づけるように、イサリが突とつ然ぜん、予言めいた言葉を語った。

　神王バルバスが、長き眠りにつく──

　その後、意識を失ったイサリは、自分の語ったことを覚えていなかった。

　レイルズたちから説明を聞くと、神しん獣じゆうアルケナの意識が自分の肉体に降こう臨りんしたのかもしれない、と彼は語った。そして、確定した未来を告こく知ちしたのかもしれないと……

　告知者の別名をもつ神獣アルケナの予言である。

　その信しん憑ぴよう性せいは高い、と思われた。

　神王が長い眠りにつく運命にあるのなら、レイルズたちがあえて命を賭かける必要はない。

　会合の地までマリスを護ご衛えいすればいいだけだ。彼女は銀ぎん狼ろうの部族の代表者として、神獣たちの会合に臨のぞむことになる。

　神獣たちがどんな決定をくだすかは、レイルズが関かん与よできることではない。

　頭では、理解できた。だが、納なつ得とくしたわけではない。

　必死になって越えようとしていた壁かべが、突とつ如じよ、目の前から姿を消したような気分である。いきなり広くなった視し界かいに戸と惑まどっている心しん境きようだった。どこに向かえばいいのか、皆かい目もく、見当がつかないのだ。

　結局、自分はレードンやナーセルたちの後を追いかけていただけなのだろうか？

　そう思うと、自分がひどくちっぽけな存在のように感じられる。神々の会合が終わったあと、いかに行動すべきか見当もつかなかった。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでは、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルとの戦いにも負けるかもしれない。

　グレイルに負けられないと思ってきたのは、神王と対決しなければならないという目的意識があったからこそだ。それがなくなり、心に迷まよいの生じた身では、実力を出しきれるかどうか怪あやしかった。

　そして、剣の牙の公爵はあいかわらずレイルズたちの後を付かず離れず追つい跡せきしている。

　グレイルが不ふ意いを突つくつもりがないことは、今ではほとんで確信できている。

　不思議なもので、追われる身になってみると、追う者の気持ちがなんとなく分かる気がするのだ。腕うでのいい猟りよう師しは、獲え物ものと心が通じ合うと聞く。狩かろうとする動物がどんな感情を抱いていて、どう行動しようとしているのか、たとえその姿が見えていなくても分かるらしい。

　向こうにもレイルズたちの思いが、通じているのかもしれない。

　だからこそ、不ふ意い討うちをしたり、卑ひ劣れつな真ま似ねなどしようとはせず、ただひたすら機会を待っているのだろう。彼ら、猛虎バルバスの部族にとって、神しん聖せいな行こう為いである〝復ふく讐しゆう〟を果はたすために……

　岩のうえに畳たたんで置いてあった衣服を身につけてから、影かげの部族のイサリはレイルズたちのところへ出てきた。影の部族の者は、宝石など装そう飾しよく品ひんを好んで身につける。イサリもその例にもれず、首飾りや腕輪などの装飾品を帯びていた。

「どうだった？」

　レイルズはイサリを労ねぎらってから、調査の結果を尋たずねた。

「思ったとおりだな。この道を行くと、ベルディア軍の砦とりでがある。小規模だが、街道を塞ふさぐ形で建てられている。その先から山道は厳きびしくなり、孤こ高こうの部族の集落があった。この集落も、ちょっとした要よう塞さいになってる」

「睨にらみあっているってわけか？」

　レイルズは、尋ねた。

「さあ、そうでもないかもしれんぞ。ベルディア砦の連中は、戦いくさ支し度たくをはじめていたからな」

　その答に、レイルズは驚おどろいた。

「オレたちを討うつのが目当てじゃないのか？」

「違うと思うな。狙ねらいがオレたちだとしたら、準備が大おお掛がかりすぎる。たぶん、孤高の部族の集落を襲おそうつもりなんだろう」

「孤高の部族の集落を……」

　レイルズは呻うめくような声をあげ、手て頃ごろな大きさの石に腰を落ち着けた。

　そして、どうするか、と自問する。

　ベルディア軍が出撃するのを待てば、砦付近の警けい備びも手て薄うすになるだろう。その隙すきをつけば、孤高の部族が支配する山さん岳がく部ぶの奥地に行くのも難しいことではない。

　だが、孤こ高こうの部族の集落が襲しゆう撃げきされるのを見過ごしたくはない。傭よう兵へい団だん〝獣けものの牙きば〟には、孤高の部族の戦士たちも傭兵として参加していたし、同じ神しん獣じゆうの民たみの兄弟という意識がある。計算づくで考えれば、ここで彼らを助ければ、これからの協力が円えん滑かつに受けられるともいえる。

「孤高の部族を助けてやりたいが、みんなはどう思う？」

　レイルズは、仲間たちに意見を求めた。

　これまでひとりで考え、決めてしまうことが多かったが、最近では努つとめて仲間に意見を求めるようにしている。それは、自身の心のなかに芽め生ばえた迷まよいが拭ぬぐいきれないためであるし、他人を信しん頼らいしろというナーセルの言葉を実じつ践せんしてみようとしているためでもある。

「黙だまって見逃すわけにはいかないよ」

　口から唾つばを飛ばすほどの勢いで、ビーンが言った。

「そうすると、戦いくさに巻き込まれることになる。危険は避さけられないんだぜ」

　レイルズは、ビーンに向かって問いつめるように言った。

　突つき刺さすようなレイルズの視線に、ビーンはわずかにたじろいだ。

「そ、それでもだよ」

「危険を承しよう知ちしているんならいい」

　レイルズは、笑いながら言った。

「もちろん、承知しているさ。僕だって、戦うよ」

　少し考えてからだが、ビーンはきっぱりと言った。

「他ほかに意見のある者は？」

　もう一度、尋たずねてみたが、誰だれも異い論ろんをはさまなかった。

「戦うのはかまいせんが、この人数で正面からというのはいかがなものかと……」

　ノルヴァが遠えん慮りよがちに意見を述べた。

「戦いがはじまってから、後方をつけば、この人数でも何とかなると思う。ただ、敵の退たい路ろを完全に塞ふさいでしまうと、死にもの狂ぐるいの敵を引き受けることになるけどな」

　レイルズの言葉に、ノルヴァは、それならという表情になった。

「ベルディア軍の数は？」

　レイルズはイサリに視線を転じた。

「ざっと四、五百というところだろう」

「こっちは十人に満たないが、優秀な魔法使いルーンマスターが五人もいるんだ。敵を混こん乱らんさせるだけなら、十分だな」

　自信をもって、レイルズは言った。

　別に敵を全ぜん滅めつさせる必要はない。集落への攻撃をあきらめさせればいいだけだ。

「敵が出撃するのを待って、それから砦とりでを迂う回かいして進む。同どう士し討うちはごめんだから、孤高の部族の戦士たちに、話をつけておきたい。監かん視し者しやフォルティノの部族だ。不ふ意いを突かれる連中とは思えないが、万が一のこともあるからな」

　レイルズは実行の手順を語っていった。

「抜けているところとか、間違っているところはないかな？」

　ナーセルを振り返って、レイルズは尋たずねた。

　魔術師たちは総じて博はく学がくであり、そのなかには戦術に関する研究もある。

「妥だ当とうだと思いますよ。戦いくさのやり方を研究したことがあるようですね」

「近この衛え騎き士しになるつもりだったから、あんたの親父おやじさんから書物を借りて読んだんだ。それに、ここ一年というもの戦いづくめだったしな」

　嫌いやでも戦上じよう手ずになろうというものだ。

　獣けものの牙きばの砦とりでにいた神しん獣じゆうの民たみの傭よう兵へいたちは、正面から戦うことしかしらぬ戦士ばかりで、その分、余よ計けいに考えねばならなかったということもある。

「それで、オレはもう一度、飛べばいいんだな？」

　イサリが面めん倒どうそうに言った。

「頼たのむよ」

　レイルズは、イサリに笑いかけた。

　孤こ高こうの部族の集落まで、誰だれか使者に立たねばならない。それには、空を飛んでゆけるイサリが最さい適てきなのだ。

[image: ]

「やれやれ、人使いが荒いのはあいかわらずだな」

　イサリはぶつぶつ言いながら、ふたたび岩いわ影かげに入った。

「向こうで元もとに戻もどったら、裸はだかになるんじゃない。それで、使者が務まるの？」

　サイアが心配そうな顔で言う。

「向こうについたら、魔ま法ほうで服を引き寄せるさ」

　岩の向こうから、声だけが返ってきた。

「そうか、移送アポートの呪じゆ文もん……」

　サイアは顔を赤らめ、両りよう頰ほおを手で押さえた。

「心配してくれてありがとうよ」

　イサリの声は、そのあとすぐに大おお鴉がらすの鳴き声に変わった。

　大鴉はゆっくりと羽ばたきながら、薄うす曇ぐもりの空へと舞まいあがっていった。
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　イサリが帰ってきたのは、その日の夕刻だった。

　孤こ高こうの部族との交渉はうまくまとまって、彼らはレイルズたちの協力を感謝すると返答してくれた。もっとも、ベルディア軍の動きについては、〝物もの見み〟と呼ばれる孤高の民たみの獣人ビーストマスターが、察さつ知ちしていたとのことだった。

　レイルズたちは砦とりでの様子を探りつつ、街道から少し入り込んだ谷間で野や営えいをして、ベルディア軍が出撃するのを待った。

　待つあいだに、武器、防ぼう具ぐの手入れを念ねん入いりに行う。

　レイルズの剣けんは、マリスから貰もらった銀製の剣であり、鎧よろいは革かわを煮に込こんで硬かたく整形した鎧である。重さの割に頑がん丈じようで、身体からだの動きはやや制限されるが、金属鎧プレートメイルのような派は手でな音はしない。

　神しん獣じゆうの民たみのあいだでは標準的な鎧であり、レイルズも彼らと行動を共にするうちに愛用するようになった。

　ダナーンから持ってきた物は、今ではほとんど身につけていない。この一年余りのあいだに、ダナーンの民というより、神獣の民になった気がしている。獣けものの牙きばの仲間から「大白鳥の兄弟」と呼びかけられても、違い和わ感かんなく受け入れられた。ダナーン地方を支配している神獣フーズィーの姿など見たこともないのに、だ。

　ベルディア軍が動いたのは、翌朝だった。

　思っていたより、速い動きだった。もっとも、会合の地に急ぎたいレイルズたちにとっては、そのほうが好こう都つ合ごうである。

　砦に詰めていた戦士のほとんどが出撃したようで、砦にはおそらく数十人ほどが残ったにすぎないだろう。

　レイルズたちは砦からは死し角かくになっている急きゆう斜しや面めんを登り、出撃したベルディア軍の軍勢を追いかけた。イサリの報告によれば、孤こ高こうの部族の集落には、二百あまりの戦士たちが詰めているそうだ。

　数だけで言えば、ベルディア軍の半分以下の戦力である。

　だが、要よう塞さい化かした集落に拠よって戦うのだから、たいして不利な戦いとは思わない。

　レイルズにはむしろ、ベルディア軍がこんな賭と博ばくじみた戦いを仕し掛かけたことが、不思議でさえあった。

　もしかすると、神々の会合と関係しているのかもしれない。

　会合の地の膝ひざ元もとともいえるところで戦いくさを行い、勝利をおさめることによって、神王バルバスの威い光こうを高めようとでもいうのだろう。

　レイルズはその考えが甘あまかったことを思い知らせてやるつもりだった。

　レイルズたちがベルディア軍の後方を攪かく乱らんすると同時に、孤高の部族の戦士たちが呼こ応おうし、集落から討うってでる手て筈はずを、イサリはつけてきた。挟はさみ撃うちの形になるから、ベルディア軍は大だい混こん乱らんにおちいるはずだった。

　人数の少なさを補うため、ナーセル、イサリ、サイアの三人が〝樫の小鬼オーク〟や〝石の従者ストーンサーバント〟といった魔パ法ペ人ツ形トたちを創つくりだした。下等な妖よう魔まほどの強さしかないが、数がいれば相手に与える動どう揺ようは確実に大きくなる。

　猛虎バルバスの部族たちが、孤高の部族の集落に到着したのは、昼前だった。

　休む間もなく、彼らは集落に対する攻撃を開始する。

　無数とも思える火矢を、集落に向かって射うちこんでゆく。木製の建物が炎ほのおをあげはじめ、集落の住人たちが消火活動に追われはじめる。

　レイルズたちはそんな戦の状況を見下ろせる小高い丘のうえに登っていた。

　ベルディア軍は小型の投石器カタパルトや破は壊かい鎚つちも用意しており、彼らが集落を本気で攻め落とすつもりで出撃してきたことがはっきりと分かる。

「ねえ、助けに行かなくていいの？」

　集落のあちらこちらで、建物が燃えはじめているのを見て、ビーンが泣きそうな声でレイルズの身体からだを揺ゆすった。

「まだだ。ベルディア軍がもっと、深く攻め込んでから行動に出るんだ」

　戦せん況きようを見つめながら、レイルズはその時を待った。

　緊きん張ちようが高まり、胃いのあたりに締めつけられるような不ふ快かい感かんを覚える。こればかりは、いつまでたっても治らない。

「今だ！」

　ベルディア軍が集落の門のところまで攻め込んだとき、レイルズは叫んだ。

　牙の部族の戦士たちのような雄お叫たけびをあげながら、斜しや面めんを駆かけ降りてゆく。それに合わせ、魔術師のナーセルが幻げん覚かくの呪じゆ文もんを使い、十人ほどの戦士の一隊を創つくりだした。

　魔パ法ペ人ツ形トたちと合わせれば、何十人かの軍勢が攻めこんでいるように見えるだろう。伏ふく兵へいとしては十分な数だ。

　この奇き襲しゆうに、ベルディア軍はたちまち浮き足だった。

　ナーセルたち三人の魔術師に精霊使いのビーン、司し祭さいのシャイロンの三人が魔ま法ほうを使って、その混こん乱らんに拍はく車しやをかけてゆく。

　レイルズは魔法人形たちに白はく兵へい戦せんは任まかせて、魔術師たちを攻撃しようとする敵兵だけに狙ねらいをさだめて、ひとりずつ倒してゆく。

　そのとき、集落の門が開いて、孤こ高こうの部族の戦士たちが飛びだしてきた。彼らのなかには、背中に翼つばさをはやし上空から弓矢で攻撃を仕し掛かける者もいた。神しん獣じゆうフォルティノが創そう造ぞうした亜あ人じんである鳥人族バードマンの姿も、数人、見受けられた。

　戦せん闘とうは、単時間のうちにあっけなく終結した。

　戦場にはベルディア兵の死体が散さん乱らんしている。レイルズが予想していたより、敵の被ひ害がいは大きいようだ。孤高の部族の戦士たちが、容よう赦しやのない攻撃を加えたに違いない。ベルディア軍に対する、彼らの怒いかりの大きさがうかがいしれた。

　当分のあいだ、ベルディア軍はこの集落を攻撃しようとする気にはならないだろう。

　戦闘が終わったあと、レイルズたちは集落の戦せん士し頭がしらを務める男に会い、集落の長老のところへ案内された。

　長老とはいっても、この集落の長おさは三十歳前後の美しい女性だった。

　おそらく、優秀な獣人ビーストマスターなのだろう。

「おかげで、楽に撃げき退たいできました」

　長老はレイルズに向かって、丁てい寧ねいに礼を言った。

「獣けものの牙きばの傭よう兵へいとか。イスカリア砦とりでは全ぜん滅めつしたはずですが……」

「わたしたちは、その生き残りです」

　答えたのは、マリスだった。

　孤高の部族の者たちは、レイルズやノルヴァ、それにナーセルたちに警けい戒かい心しんを抱いているように思えたので、交渉を彼女に任まかせたのだ。当然だろう。レイルズはともかく、ダナーン騎き士しの鎧よろいを身につけているノルヴァや、賢けん者じやの学院の長衣ローブを着ているナーセルは、どう見ても神獣の民には見えない。

　長老はそのあたりの事情について、一ひと言ことも触ふれなかった。

　獣の牙がいろいろな人間の集まりであったことを知っているのだろう。獣の牙の傭兵のなかには、ベルディア地方の出身者すらいるのだ。

「銀ぎん髪ぱつの者がこんな辺へん境きように来たということは、あなたは周期の神獣王の部族を代表する者なのですね？」

　長老に問われ、マリスはうなずいた。

「風の峰みねを通って、会合の地へと赴おもむかねばなりません」

「そうなりますね。あの峰は、会合の地へ至る唯ゆい一いつの回かい廊ろう。そして、彼かの地を通れる者は、神しん獣じゆうたちに選ばれた者でなくてはなりません」

「神獣に選ばれた者でなくてはならないだって？」

　長老の言葉に、レイルズは驚おどろきの声をあげた。

「決まっています。神々の会合は、このクリスタニアにおいて、もっとも神しん聖せいな儀ぎ式しきなのです。神獣たちが認めぬ者を臨りん席せきさせるわけにはゆきません」

　長老の言葉や態たい度どから、レイルズに対する冷ややかな感情が伝わってきた。

「それがこの世界がはじまってからの、変わることなき営いとなみです。神聖にして不ふ可か侵しんの秩ちつ序じよなのです」

「それはそうだろうが……」

　レイルズは反論しようとしたが、彼女に言ってもどうにもならない。

　唇くちびるを嚙かみ、マリスに視線を向ける。

「周期も、秩序も、このクリスタニアのどこを捜さがしても見つかりません」

　レイルズの視線を受けて、マリスは長老に向かって言った。

「そのとおりです。だからこそ、我々はそれらを回かい復ふくさせるために戦っているのです。違いますか、銀ぎん狼ろうフェネスに選ばれし銀ぎん髪ぱつの者」

「あなたは、本気でそう思っているのですか？　失われた秩序を回復させようと……」

「もちろんです」

　長老は、胸を張るようにして言った。

「それは部族の総そう意いなのですか？」

　端はたから見ているレイルズが心配するほど、マリスの言葉は辛しん辣らつだった。

「決まっています。銀狼の民よ、あなたがたは違うというのですか？」

「ええ、違います」

　マリスは、きっぱりと言った。

「周期の回復が、あなたがた部族の使命ではないとおっしゃっているのですか？」

　孤こ高こうの部族の長老の表情が鋭するどくなった。

「それは部族の使命です。銀狼の民の多くが、そうしなければならないと思っているでしょう。ですが、わたしは違います。そして、部族のなかでも何人もの人間が、この使命に対し、疑ぎ問もんを感じはじめています。言葉にこそ出しませんが、心のなかに生じた疑ぎ惑わくを否ひ定ていできないでいます。わたしは、あなたがたの部族も同じだと思っているのですが……」

「我々は、監かん視し者しやフォルティノの従じゆう者しやです。秩序の乱れを監視し、維い持じしてゆくことが使命なのです。我々はクリスタニアの世せ界かい律りつをどんなことがあろうと守るつもりでいます」

「そうとばかりも限らないでしょう」

　マリスと族長の会話に、突とつ然ぜん、ナーセルが言葉をはさんだ。

　この魔術師は、いつも突然、話しだす、とレイルズは心のなかで苦笑した。

「わたしはジェノバという名の女性を知っています。あなたがたの部族の優すぐれた獣人ビーストマスターです。彼女は、孤こ高こうの部族の生き方に疑ぎ問もんを感じていました。世界のために秩ちつ序じよがあるとは思えない。そこに住む者たちのために、秩序はあるのではないか、とね」

　ナーセルの声はいつものように落ち着いていた。流りゆう暢ちようなクリスタニア言葉であり、ダナーンの生まれだとはとても信じられなかった。たどたどしいレイルズのクリスタニア言葉とは、まったく比較にならない。

　秩序は世界のためではなく、そこに住む人間たちのためにある。

　ジェノバという女性の言葉は、レイルズがこのクリスタニアについて感じていた疑問だった。クリスタニアを維い持じするために、この世界のすべてが自じ己こ犠ぎ牲せいを強しいられている。住人も、そして神しん獣じゆう自らも。

　ある意味で、それは自然なことなのかもしれない。万人が自らのためだけに生きたとしたら、それは暗あん黒こく神しんファラリスの唱となえる〝完全なる自由〟に他ほかならないからだ。そんな世界が平和であるとは思えない。

「ジェノバを、知っているのですか？」

　長老は少し驚おどろいたようだった。

「彼女とは、友達です。このあいだまで、行動を共にしていました」

「……ジェノバは、無事なのですか？」

「分かりません。ですが、無事だと信じています」

　ナーセルの話から、ジェノバという女性は神王を倒そうと戦っている人物のひとりだということが推すい察さつできた。

　長老はしばらくのあいだ無言で、自らの心を確かめるようにうつむいていた。

「今度の会合がどうなるか、わたしには分かりません。ただ、ベルディア軍の侵しん略りやくが、今日だけで終わるとは思えません」

　集落を治める者としての苦く悩のうが、長老の顔ににじみでていた。

　はじめて出会ったときのマリスと同じ顔をしている、とレイルズは思った。

「信じているからこそ、わたしたちは戦うことができるのです。部族の掟おきてや生き方は、戦い続けるための力なのです。それを失えば、わたしたちはベルディア軍の侵略のまえに屈くつするでしょう。これまで、いくつもの集落がそうであったように……」

　今の言葉が偽いつわりのない彼女の心だ、とレイルズは思った。

　信じることは難しい。それゆえ、それは力となる。

　だが、盲もう信しんすることはたやすいのだ。どこまでが信じることで、どこからが盲信になるのか、その境きよう界かいをひける人間は、そう多くはないだろう。

　孤こ高こうの部族の長老は、たとえそれが盲もう信しんであろうとも、その力を借りてベルディア軍と戦い続けると言っているのだ。

　悲ひ壮そうともいえる決意である。

　その決意を否ひ定ていすることは、レイルズにはできなかった。

　何千、何万規き模ぼの大きな戦いもあれば、この集落を巡めぐる攻こう防ぼうのように、何十、何百という戦いもある。間違いないことは、神王が滅ほろびぬかぎり、この戦せん乱らんは続くということだ。神王を倒さないかぎり、ベルディア軍も戦いから解放されない。

　バルバスの支配の法則は唯ゆい一いつにして無む二にであるから、他ほかの生き方を根こん絶ぜつせぬかぎり、その戦いは終しゆう結けつしないだろう。

「風の峰みねまでの道案内はいたします。ただし、そこから先は選ばれた者のみが通るように。さもないと、聖せい地ちへの回かい廊ろうの守しゆ護ご者しやたる生きた風やフォルティノの創つくりし幻げん獣じゆうである鷲頭獅子グリフインの攻撃を受けることになります」

「ありがとうございます」

　マリスが、深く頭を下げた。

「わたしは、神しん獣じゆうフォルティノに選ばれなかった人間です。あなたは銀ぎん狼ろうフェネスに選ばれて、神々の会合に臨のぞむ。その事実を大切になさってください」

　長老は寂さびしげに微笑ほほえむと、静かに席を立った。

「今夜はささやかではありますが、宴うたげを催もよおしましょう。獣けものの牙きばの戦士たちの勇気と知恵と、そして今日の戦いくさの勝利を祝って……」
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　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく──

　猛もう虎この部族の戦士たちは、尊そん敬けいと畏い怖ふをこめて自分をそう呼んだ。

　剣の牙の公爵グレイル、と。

　だが、今となってはそんな呼こ称しようがひどく滑こつ稽けいに思われた。

　公爵というのは暗あん黒こくの民たみのあいだでは、王に次ぐ位くらいのことだとされている。神王が復ふつ活かつしたあと、しばらくして猛虎の部族の若わか長おさとなった若き日のグレイルを、誰だれかがそう呼んだのだ。神王に次ぐ者として、グレイルはそう呼ばれることに誇ほこりをもった。

　暗黒の民がベルディアに漂ひよう着ちやくしたとき、支配の神獣王バルバスは、剣歯虎サーベルタイガーの肉体から漂流者の王の肉体へ魂たましいの器うつわを替かえようとした。だが、バルバスの魂は、漂流王の肉体に入りこんだまま目め覚ざめることはなかった。

　三百年もの長きにわたって、猛虎の部族を導き、守護するべき存在はなかった。それゆえ、実質的には暗黒の民に従じゆう属ぞくしている時代が続いた。

　猛虎の部族には、この事実を屈くつ辱じよくとする一派があり、漂流王の肉体に入ったまま目覚めないバルバスの魂たましいを覚かく醒せいさせるための方法を模も索さくしてきた。同様の動きは、おそらく、暗あん黒こくの民たみの人間たちのあいだでもあっただろう。

　だが、その試みは成功しなかった。

　眠れる漂流王にして神王の肉体は、ベルディア地方の象しよう徴ちよう的てきな支配者となった。

　漂流王と神王双そう方ほうの遺い訓くんともいえるクリスタニアの征せい服ふくを目指して戦い続けたのは、それゆえである。

　もっとも、クリスタニアヘの侵しん攻こうは神しん獣じゆうスマーシュの従じゆう者しやたる双そう面めんの部族が組織した傭よう兵へい団だん〝獣けものの牙きば〟によって阻はばまれ、成功しなかった。結けつ界かいの神獣王ルーミスの結界に刻きざまれた道は三つあり、その三つに獣の牙は堅けん固ごな砦とりでを設け、斜しや面めんを登ってきたベルディア軍を撃げき退たいするだけでよかった。

　数百年のあいだには、何度か砦を落としたこともある。

　だが、そのときには、結界の部族や銀ぎん狼ろうの部族といった神獣の民の有力な部族が、戦士団を派は遣けんし、全力を挙あげて砦を奪だつ回かいした。ベルディア軍は、その都つ度ど、結界の外側に押し戻もどされ、蛇へびの鱗うろこの岩いわ肌はだをした断だん崖がいを無む念ねんの思いで見上げるばかりだった。

　神王の遺訓を本気で実現させようと思った者は、おそらく、誰だれもいなかっただろう。

　だが、ベルディアという密みつ林りん地帯に閉とじ込こめらるのは、我が慢まんできなかったのだ。ベルディアの人間なら誰もが願ったはずだ。断崖の向こうに、王国の領土を広げることを。

　十年前に神王が突とつ如じよ、復ふつ活かつを遂とげ、ベルディアは強力な王国となった。神王の奇き跡せきを背はい景けいに獣の牙の砦を破り、双面の部族を味み方かたへと引き入れた。

　猛もう虎この部族の若わか長おさガルディ、暗あん黒こく騎き士し団だんの騎士隊長ブレスト、双面の部族の呪術使いムーハといった人物が、神王復活とその後の大だい侵しん攻こうのときに活かつ躍やくしている。

　だが、神王バルバスは完全に覚醒する前にその器うつわを傷つけられ、器を癒いやすために、数年ものあいだ魂の眠りに入らねばならなかった。そのあいだに、ガルディたちは倒されたり、失しつ脚きやくしたりしている。

　神王バルバスが魂の眠りから目め覚ざめたのは最近のこと。目覚めたとはいえ、まだ完全に覚醒したとはいえぬ。

　だが、神王がふるう奇跡の力を見れば、それが間近であることがうかがえた。

　獣の牙のイスカリア砦を崩ほう壊かいさせた奇跡は、遠くから見ていただけのグレイルでさえ身の毛がよだつ思いがした。

　防戦している側にとっては、これほど無力感を覚える戦いはあるまい。

　呪じゆ術じゆつどころではない。もっと巨大な魔ま力りよくによって、捻ひねりつぶされたのだから。

　奇跡が行こう使しされる前日までの戦いで、猛虎の部族の若長バディオが死んだこともグレイルは知っている。バディオは勇ゆう敢かんな若者であり、優すぐれた戦士だった。

　自分に代わって、猛虎の部族を統とう率そつするにふさわしい力りき量りようを持っていた。惜おしむらくは、若いがゆえに引ひき際ぎわを知らなかったことだ。おそらく、自分の汚お名めいを雪そそごうとして、無む理りな力攻めを行ったのだろう。

　バディオの後を継ついで、部族を治めるだけの実力の持ち者は、グレイルには心当たりがない。

　それが事実であることを示すかのように、バディオのあと猛もう虎この部族と暗あん黒こく騎き士しを統とう率そつしたのは、暗黒騎士団長ディラントである。

　彼が神王に忠ちゆう誠せいを誓ちかっていないのは、猛虎の部族の人間なら誰だれでも知っている。

　それにも関かかわらず、神王はディラントをベルディアの長おさにした。

　力ある者は支配し、力なき者は従じゆう属ぞくを強しいられる。

　それが、支配の法則である。

　その法則に従えば、当然の人選なのかもしれぬ。だが、猛虎の部族の者はおそらく動どう揺ようしていよう。神王が全世界フオーセリアの支配者となれば、当然、猛虎の民は特権を享きよう受じゆできると思っていたはずだ。神王バルバスに、数千年もの昔むかしから従ってきたのだから、それは当然だろう。

　だが、神王はやはり神なのだ。

　人間の思いなど解かいすることはない。残ざん酷こくなまでに超ちよう越えつした存在なのだ。

　力なき者は、猛虎の部族の人間であれ、神王に忠誠を誓った者であれ、無用とされる。

　今の自分が、そうであるように。

　グレイルは神王バルバスに無用な人間とされ、族長の地位を剝はく奪だつされた。だが、見捨てた者の教えを守り続け、復ふく讐しゆうを果はたそうとしている。

　レイルズという名の新しき民の戦士と、銀ぎん狼ろうの長おさとなるべき銀ぎん髪ぱつの娘に。

　復讐は人間にとってもっとも激はげしい感情であり、意志の発現だ。復讐のためならば、人間はあらゆるものを、誇ほこりをも命をも投げ打つことができる。そして、自らの限界を遥はるかに超こえる力を発はつ揮きすることもできる。

　ただ、ここまでの旅のなかで、グレイルはひとつだけ、気がついたことがあった。

　それは、復讐の限界であり、支配の法則の限界ともいうべき事実である。もしも、自分が敗れたとしたら、それはその限界の証明なのかもしれぬ。

　だからこそ、自分は勝たねばならない。

　信じてきたことが、正しかったことを示すために。神王バルバスこそ至し高こうの神であり、その教えが絶対であることを示すために。

　対決の時は、刻こく々こくと近づいている。

　彼らは、間もなくここにやってくる。

　会合の地への唯ゆい一いつの入り口であるここ〝風の峰みね〟に……

　決着は、ここでつける。

　彼らが会合の地に向かうことに気づいて以来、そう決めていた。

　ふたりを殺し、血を滴したたらせる首をぶらさげて、グレイルは風の峰を通るつもりだった。猛虎の部族の代表者として。

　そして、神々の会合に臨のぞむ。

　支配の法則が、唯ゆい一いつ無む二にの世せ界かい律りつであることをすべての神しん獣じゆうたちに認めさせるために。神王バルバスこそが、神獣王の長おさであり、ただ一ひと柱はしらの超ちよう越えつ神しんであることを示すために。

　そのときには、ふたたび剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくの呼こ称しようを誇ほこらしく思えることだろう。

　神王に次ぐべきは、猛もう虎この部族の人間でなくてはならぬ。支配の法則を信じ、バルバスに従ってきた部族の人間でなければならぬ。

　何者にも、後おくれを取るわけにはいかない。

　神王以外の何者にも……
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　険けわしい山道が、続いている。

　ベルディア軍に襲しゆう撃げきされていた孤こ高こうの部族の集落を助けてから、十日あまりが過ぎてきた。氷の季節の到とう来らいは疑うたがいようはなく、孤高の部族の集落で借りた毛皮の外がい套とうを着ていてさえ、朝夕は寒さに震ふるえる。

　孤高の部族の狩人かりうどが、レイルズたちの道案内をしてくれた。

　目指すのは〝風の峰みね〟、そして会合の地である。

　もっとも、会合の地へ赴おもむく資格を持つのは、一行のなかでマリスひとりだ。

　残る人間は風の峰の入り口で、彼女の帰りを待つことになる。

　気になるのは、剣の牙の公爵グレイルのことだ。

　もしも、彼が神獣たちの面めん前ぜんで決着をつけようと思っていたとしたら、レイルズはそのときマリスを助けることができなくなる。

　マリスも戦士としての訓練は受けている。

　だが、どう贔ひい屓きめに見ても、グレイルよりも強いとは思えない。彼女は優すぐれた指導者になると思う。聡そう明めいであり、思ったことを貫つらぬく実行力もある。そのことは優れた戦士であることとはまったく別の話なのだ。

　国王が優れた武ぶ人じんでなければならぬのは戦せん乱らんの時代においてだけで、平和な時代にはむしろ賢けん明めいな人物のほうが王として歓かん迎げいされる。

　もっとも、今のクリスタニアは戦乱の時代であり、その意味ではマリスよりも、もうひとりの銀ぎん髪ぱつの者ターニルのほうが指導者としてふさわしいのかもしれない。

　苦労を重ねて、ここまで旅を続けてきたというのに、神々の会合の時にその場にいないのは、何と言っても悔くやしかった。自分が選ばれた人間でないことが、腹立たしく思われる。

　会合の地に行けないのでは、神王に挑ちよう戦せんしようもない。神王を倒さねばならぬという意思を見せて、神獣たちの決けつ起きをうながすこともできないのだ。

　もっとも、ナーセルに言わせれば、それは愚おろかなことなのである。

　ならば、自分は何をするべきか、レイルズは自問し続けてきた。

　だが、その答はまだ見つかっていない。

　自分にしかできないことなど、そうそうあるとは思えない。

　獣けものの牙きばの再建だろうか？

　それとも銀ぎん狼ろうの部族の大集落イースロを、ベルディア軍の侵しん攻こうから守ることだろうか？

　神王を倒すことを他人に任まかせられるなら、それらも、他人任せにできそうな気がする。

　自分にしかできぬことを無む理りに捜さがそうとはせず、誰だれにでもできることを実直にやってゆくのもいいのではないかと思う。

　たとえば、好きな女性と一いつ緒しよになり、家族を営いとなむこととか、だ。

　自分が戦わなくとも、神王が滅ほろびるならば、それもいいかと思う。

　レイルズはマリスの横顔をそっと見つめた。

　思いもしなかったことだが、この世界に残り、銀狼の部族として彼女と暮くらしてゆくことだってできるのだ。

　吐はき気けを押さえながち戦ったりすることもなく、ただ日々の暮らしに身を任せる。

　それは平和な世界においては当前の幸せであり、臆おく病びよう者ものと罵ののしられるようなことではない。事実、この戦せん乱らんの時代でも戦いくさとは無む縁えんに暮くらしている者がほとんどなのだ。

　何十、何百という神しん獣じゆうの民たみのうち、専業の戦士たちは十人にひとりもいないはずだ。だからこそ、部族の運命を賭かけた戦が、たかだか数千から数万ほどの規き模ぼで争あらそわれる。

　その程度の規模の戦いなら、こんな広い大陸ではなく、北の海に浮かぶ故郷の島でさえ、幾いく度どでもあった。

　もちろん、マリスはそんな暮らしに甘あまんじる女性ではない。

　銀狼の部族の指導者のひとりとして、民を導いてゆこうとするはずだ。それは、彼女が選ばれた者だからであって、民族すら異なるレイルズにできることではない。

　レイルズにできることは、全力で彼女を助けることだけだ。

　レイルズたちの行く手には、雲を貫つらぬく高こう峰ほうが聳そびえている。

　道案内をしてくれている孤こ高こうの部族の若者の話では、その頂いただきに会合の地はあるという。

　その頂まで、比較的なだらかな傾けい斜しやの尾お根ねが続いている。

　そこが会合の地への回かい廊ろう〝風の峰みね〟なのだ。生きた風と幻げん獣じゆうによって守られ、資格のない者の侵しん入にゆうを拒きよ絶ぜつする道。

　レイルズの旅は、まもなく終わろうとしていた。

　それから先の目的も見つからぬまま……
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「待っていたぞ」

　そう声をかけられたとき、レイルズは来きたるべきときが来たことを知った。

　風の峰みねの入り口。

　大小の岩がごろごろしているものの、比較的ひらけた場所である。ここから先は、尾お根ね伝づたいに山道が延のびていて、その左右は急傾斜の崖がけになっている。谷までの距離は見当もつかない。明らかなことは、転てん落らくすればおそらく命はないということだ。

〝生きた風〟なるものが、どのようなものかは分からないが、こんな場所で風にあおられれば、どれほど危険かは、はっきり分かる。

　遠くに鳥のようなものが飛んでいるのが見えたが、もしかすると、それは幻げん獣じゆう、鷲頭獅子グリフインなのかもしれない。

　レイルズは仲間たちを下がらせて、マリスと共に進みでた。

　正面の岩のうえに、巨人のような男が立っていた。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルだった。レイルズがつぶした目も、切せつ断だんした腕うでも、完全に再生させている。悟さとったような表情といい、レイルズには彼の覚かく悟ごのほどが分かった。

　その覚悟を見て取って、不思議なことに、レイルズの心のなかから迷まよいが消えた。幸いに、と言うべきだろう。強敵と戦うときに、邪じや念ねんがあるようでは勝てるはずがない。

　レイルズはさらに気持ちを鎮しずめ、剣けんの柄つかにゆっくりと手をかける。

　マリスから貰もらった銀製の剣が、右手にしっくりと馴な染じんだ。これならやれるという実感が、伝わってくる。

「手伝うぜ」

　背はい後ごから、イサリが声をかけてきた。

「オレの予よ知ちした未来のなかに、この男に殺されるという情景ビジヨンはないからな」

　そういえば、この影かげの部族の呪術使いと最初に会ったのは、グレイルを討うつために、ガーシュンたち百人隊長に同行していたときだった。

　そのときも、おそらく、グレイルに殺されることはない、と思って同行したのだろう。

　実際、彼らはグレイルと出会うことはなく、必然的にグレイルに殺されるはずがなかった。

　今回も同じである。イサリがグレイルと戦うことはない。だから、彼に殺されるはずはない。

「あの男は、オレが倒す」

　レイルズは、言った。

「手助けは、無用だ」

　仲間たちが非ひ難なんの声をあげようとするのを、レイルズは手で制した。

「これから、オレがどう生きるにしても、グレイルとの決着はつけておきたい。ここで悔くいを残すような戦い方はしたくない。奴やつが望めば、猛虎バルバスの部族の戦士たちを引ひき連つれて、オレたちを狩かりだすことだってできたんだ。だが、奴はそうしなかった。だから、オレもしない」

　これだけの人間が全員で戦えば、間違いなくグレイルに勝てるだろう。

　だが、こちらにも犠ぎ牲せいはでる。それも、ひとりやふたりではないだろう。グレイルには跳躍リープの能力タレントがあり、無防備な魔術師たちの背はい後ごに回れば一ひと太た刀ちで屠ほふることができるのだ。

　だから、

「オレがやる」

　レイルズは、宣せん言げんするかのように言った。

「約束したでしょう。これは、わたしの戦いでもあるって」

　マリスが、非難の言葉をかけてきた。

「マリスが戦うのは、オレが負けたあとでいい」

「まだ、わたしのことを信じてくれてないのですか？」

　真しん剣けんに怒おこった声だった。

「信じているさ。今のオレに信じられるのは、マリスだけなんだから。オレがひとりで戦うのは、だからこそなんだ。マリスが戦っても、グレイルには確実に負ける。だから、オレは勝たねばならない。君を守るために」

　そう言ったあと、レイルズは気き恥はずかしさも手伝って、ナーセルに視線を移した。この魔術師がどんな表情をしているのか、気になったからでもある。

　ナーセルはレイルズを見つめてはいたが、その表情は普ふ段だんと同様に見えた。

　自分の考えを支持してくれている、とレイルズは思った。

「オレは、奴に勝つ」

　レイルズはマリスを見つめなおして、力強く言った。

　様々な思いが彼女の胸のなかに去きよ来らいしているのだろう。マリスはレイルズを見つめたまま、しばらくのあいだ無言だった。

　幾いく度どとなく何かを言いかけようとしたが、その都つ度ど、口をつぐむ。

「……あなたを信じます」

　マリスはようやく意を決したらしく、小さな声で言った。レイルズの背中に手をまわし、胸に顔をうずめてきた。

「だから、死なないで……」

「もちろんさ」

　レイルズは、彼女を強く抱きしめ言った。

「くだらない芝しば居いは、終わったかな？」

　グレイルの声がして、レイルズは振り返った。

「くだらない、か……。おまえにとっては、そうだろうな。だが、復ふく讐しゆうのほうが、よほどくだらないぜ」

　レイルズは剣けんを構かまえもせず、グレイルのほうに進みでていった。

　グレイルも岩から飛びおりて、歩みよってくる。

　その手には両手持ちの曲刀シヤムシールをぶら下げている。

　一歩、二歩と距離がつまる。

　五歩のところまで近寄ったとき、レイルズは剣を正せい眼がんに構えた。

「行くぞ！」

　そして、気き合あいの声をあげた。

「来い！」

　グレイルが応じた。

　能力タレントを使った様子はないようだ。どうやら、同じ条件で戦うつもりのようだ。

　正々堂々たる一いつ騎き打うちである。お互たがいに騎き士しではないのだが、男として、そう戦わねばならないと思えた。グレイルも、同じ気持ちなのだろう。

　レイルズは剣を上段にふりかぶって、真正面から振りおろしていった。

　グレイルは、その攻撃を大刀でかるく受け止めた。

　刃やいばと刃がぶつかり、硬かたく焼き入れされた刃が砕くだけ、小さな破片となって飛び散った。

　そのひとつが、レイルズの顎あごのあたりに突つき刺ささる。

　グレイルの頰ほおにも赤い筋が走っていた。破片がかすめたのだろう。

　レイルズはグレイルの大刀をうえから押し込もうとしたが、これは簡単に押し返された。

（やはり、力では勝てないか……）

　レイルズは、苦笑を浮かべた。そんな余よ裕ゆうがあることが、自分でも信じられなかった。マリスのために戦うという思いは、気き負おいになっていない。

　先せん刻こくまで迷まよい続けていたのが噓うそのように、この戦いに集中している。

　それにしても、もっと肉体を鍛きたえなければならないな、とレイルズは思った。どんな相手と戦っても打ち負けないだけの力をつけなければならない、と。

　剣けん術じゆつにおいて腕わん力りよくの占しめる割合は、普通に考えられているより、はるかに大きいのだ。

　レイルズは後ろに飛びさがって、ふたたび間ま合あいをとった。

「今度はこちらから行くぞ！」

　グレイルは両手持ちの曲刀を文字どおり振り回しながら、レイルズのそばによってきた。

　その風だけで肌はだが切り裂さかれそうなほど、速さと強さをあわせもった攻撃だった。レイルズは、グレイルの太た刀ち筋すじを見切りながら、ひたすら反撃の機会をうかがった。

　だが、一太刀を見切りそこねて、レイルズの額ひたいをグレイルの剣先が浅く切り裂いた。

　痛さは感じなかったが、肉の裂かれる感かん触しよくが生なま々なましかった。

　傷は受けたが、レイルズは冷静さを失わなかった。

　むしろ、反射的に剣けんを打ち返し、相手の右みぎ腕うでに切りつけた。

　硬かたい筋肉に弾はじかれ、深ふか手では負わせられなかったが、相手の動きが一いつ瞬しゆん、止まった。

　レイルズは牽けん制せいをかるく入れてから、相手の心臓を狙ねらって突つきを入れた。

　その突きを、グレイルは完全には避さけきれなかった。熱い胸むな板いたの左端に剣は突き刺ささる。

　むう、という呻うめき声をグレイルはあげた。

　肋ろつ骨こつを一本砕くだき、肺に傷を負わせた、とレイルズは判断した。グレイルの動きはこれで鈍にぶくなるはずだった。

　技術では自分のほうが勝まさっているという自信がみなぎる。浅くてもいいから多くの傷を与えて、グレイルの消しよう耗もうをまってから、勝負を決めようと、心に決めた。

　レイルズはグレイルの胸から剣を引き抜き、ふたたび間合いを取ろうとした。

　だが、そのとき──

　額ひたいから流れ落ちてくるものが、レイルズの目に入った。

　先さき程ほど、受けた傷口から流れでた、レイルズ自身の血であった。

　左目に激げき痛つうが走り、目を開けるどころではなくなった。

　残った右目をいっぱいに開いて、グレイルの様子を見ようとする。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは、ちょうど態たい勢せいを立て直し、曲刀シヤムシールを振りかざして走りこんでくるところだった。

（避けられない）

　レイルズは瞬しゆん間かんに判断した。

　片目では遠近感がまったくつかめない。見切ることなど、できるわけがない。横に転ころがれば、逃れられるかもしれない。だが、それでは態勢が崩くずれてしまい、一方的に攻め込まれるだろう。グレイルほどの戦士が、反撃の機会を与えてくれるとは思えない。

（これまでか……）

　レイルズは、覚かく悟ごを決めた。

　頭のなかが真っ白になった。

　そして、ほとんど無意識のうちに、レイルズは行動していた。

　グレイルの勝利の咆ほう哮こうが、遠くから聞こえてきた。

　サイアの悲ひ鳴めいも、聞こえた。

「レイルズ！」

　そう叫んだのは、マリスだ。

　時間が、ひどくゆっくりと流れたように感じられた。

　真っ赤に焼けた鉄を押しつけられたような激痛が、左腕と左肩に走った。

　その苦痛に耐たえきれず、レイルズは叫んだ。

　叫ぶことができるのは、生きている証しよう拠こだ、とそのとき気がついた。

　最後の一瞬で、レイルズは咄とつ嗟さに左腕をあげたのだ。

　グレイルが振り下ろした剣けんを、楯たてさえつけてない左手で受け流すために。

　左腕うでは簡単に切せつ断だんされた。余よ勢せいをかって、グレイルの剣は左肩のつけねに深く食い込んだ。以前、この戦士から受けた傷きず跡あとから、ほんの少し左に寄っていて、その深さは比較にならないほど浅い。

　重傷であるのは間違いない。放っておけば、死ぬかもしれない。だが、今はまだ生きている。

　痛みをこらえながら、レイルズは自分の右手に目を移した。

　右腕は、まっすぐ伸のばされていた。

　剣は、しっかりと握にぎりしめられている。

　そして、その銀の剣は、目の前の男の胸を完全に貫つらぬきとおしていた。

　そこにいるのは、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく──

「これが、狙ねらいだったのか？」

　グレイルは目をいっぱいに開いていた。

　その口から血が溢あふれ、荒い息をしている。

「まさか、な。血が目に入ったのは、オレにとって不運な偶ぐう然ぜんだった。突つっ込こんでくるおまえを見て、勝てないことが分かった。だが、オレは負けるわけにはいかなかった。だから……」

「相あい打うちを狙った、わけか……」

　そう言ったあと、グレイルは仰あお向むけに地面に倒れていった。

　地響きと、土つち煙けむりが舞まった。

　レイルズは崩くずれるように、その場に腰を下ろした。

　グレイルの曲刀シヤムシールは、レイルズの左肩に埋うまったままだ。そして、レイルズの剣は、グレイルの胸に突き立ったままである。

　マリスとシャイロンが駆かけ寄ってきた。

「癒いやしをかけます」

　マリスの声が、聞こえた。

　レイルズは、グレイルを見下ろしたままの姿勢でうなずいた。

「相あい打うちでは、負けたも同じだろう……」

　グレイルは目を見開いたまま、苦しげに言った。

「そうでもない。オレには命がふたつあったからな。そのうちのひとつを、おまえにくれてやってもよかった……」

　シャイロンは切断された左手を腕に押しつけながら、〝完治リフレツシユ〟の呪じゆ文もんを唱えた。

「もうひとつは、銀ぎん髪ぱつの娘の命か？」

　グレイルの皮ひ肉にくめいた問いかけに、レイルズは首を縦に振った。

「貴き様さまが相打ちを狙ってきたのは、最後の瞬しゆん間かんにオレにも分かった。剣の振りが鈍にぶったのは、そのためだ。そして、おまえは生き残り、オレは、死ぬ」

「まだ生きているのが、信じられないぐらいだ。普通なら、即そく死しのはずだ」

　レイルズの剣けんは、間違いなくグレイルの急所を貫つらぬいたはずだった。

「もう死んでいるのかもしれん。目の前が真まっ暗くらだ。全身が寒い……」

「剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく……」

　レイルズは、自分が涙を流しているのを知った。

　目の前の男が死にゆくのを哀かなしんでいるのではない。それまで眠っていた感情が、突とつ如じよ、目を覚まし、その感情に突つき動かされて溢あふれでた涙だった。

「なぜ、オレたちは戦わねばならなかったんだろう？」

「決まっている。敵だったからだ……」

　グレイルは笑おうとした、ように見えた。

　だが、笑えみは洩もれず、出てきたのは鮮せん血けつだけ。

　グレイルの最さい期ごが間近なのは、レイルズにもはっきりと分かった。

「この男も癒いやそうか？」

　シャイロンの声が聞こえてきた。

「たぶん、間に合わない。それに、この男はそんなことを望んじゃいない」

　レイルズの全身から、噓うそのように苦痛が消えていた。

　シャイロンのかけた〈完治リフレツシユ〉の魔ま法ほうは、レイルズの全身の傷を完全に消し去っていた。そのなかには、グレイルから最初に受けた傷も含ふくまれている。

「さらばだ、剣の牙の公爵……」

　レイルズはグレイルに呼びかけ、ゆっくりと立ち上がった。

　グレイルの胸は、まだかすかに上下している。だが、返事をするだけの力も、もはや残っていないと見えた。




（汝なんじは敗やぶれた）

　遠ざかる意識の向こうから、声が響いてきた。

　それが神王バルバスの声であることに、グレイルはしばらく気づかなかった。

　早く休みたい。

　グレイルはそれだけしか考えられなかった。強きよう靭じんな自分の生命力が恨うらめしくさえあった。

　もはや、苦痛は感じない。感じるのは、底の知れない寒さだけだ。全身の血が抜けて、冷水を代わりに流しているような気がした。

（この周期においても、汝は勝てなかった）

　神王の声は、なおも続いた。

（それがどうしたというのです）

　グレイルは、心のなかで言った。

（確かに、わたしは負けました。あなたの教えを守って……）

（我が教えは絶対の真しん理り、負けたは汝なんじに力なきがゆえ）

（ならば、次なる周期のときにはわたしと違う男を、御お選えらびあれ）

（汝は優すぐれた戦士なり、銀ぎん狼ろうの娘よりも強きはず。されど、汝は敗れた。何な故ぜだ。汝の心に、我が教えに対する迷まよいがあったゆえか？）

（迷い？）

　グレイルは、自問してみた。

　そんなものはない、そう答えようとしたとき、グレイルは思い出した。

（迷いといえぬかもしれません。ただ、ひとつだけ。気づいたことがあります）

（申してみよ）

（復ふく讐しゆうは、他人と共有することはできません。命を捨てた男には、支配の法則は及およびません。そして、我ら人間は他人のために命を捨てることができます。己おのれのためには、命を捨てられずとも……）

　その心の言葉に、神王は応じなかった。

　神王の意識は、離れていったようだ。

　グレイルは、深い解放感に包まれた。クリスタニア創そう世せいのときから続いてきた、永遠の輪りん廻ねから。支配の神しん獣じゆう王おうの教えという唯ゆい一いつ無む二になる束そく縛ばくから……

（次の周期など、なければよい）

　グレイルは、心の底からそう願った。

　暗あん黒こく神しんファラリスの司し祭さいが言っていた。死は最後の、そして究きゆう極きよくの自由であると──

　グレイルはその何度もの人生を通して、今、はじめて自由を得たのだ。
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　終わった──

　レイルズは、目の前に横たわるグレイルの骸むくろを茫ぼう然ぜんと見下ろしていた。

　その死顔は、穏おだやかに見えた。

　精霊使いシヤーマンのビーンが、大地の精せい霊れいノームに命じて土を掘らせている。グレイルの死体を埋まい葬そうするためだ。

　何かが、終わったのは間違いない。

　だが、終わったのは何なのか、そしてこれから何がはじまろうとしているのかは、レイルズには分からなかった。

　グレイルは死に、マリスはこれから会合の地へと赴おもむく。

　レイルズは彼女の帰りを、この地で待つ。

　何日待てばいいのか、何か月なのか、それは分からない。

　もちろん、それがたとえ何年であっても、レイルズは待ち続けるつもりだった。

　それから、彼女を送りとどけて、銀ぎん狼ろうの部族の大集落イースロヘと赴おもむくことになろう。

　グレイルは死んだが、神王バルバスが滅ほろんだわけではない。獣けものの牙きばはベルディア軍に多大な被ひ害がいを与えたが、その軍事力はまだまだ強大だ。

　クリスタニアの戦いくさは、なおも続く。

　戦士として生きてゆくかぎり、進むべき道ははっきりと分かる。

　オレは銀狼の民になれるのだろうか？

　そんな疑ぎ問もんが、ふと脳のう裏りに浮かんだ。

　銀狼の部族は、オレを受け入れてくれるのだろうか？　マリスと一いつ緒しよになることを認め、共に戦うことを許してくれるだろうか？

　銀ぎん髪ぱつのターニルなら、認めてくれるだろう。

　そう思えた。

　だが、本当に自分が、それを望んでいるのかどうかは、分からなかった。

（オレはどこで生まれた？　どこで育った？）

　そう問いかけてもみる。

　レイルズは、神しん獣じゆうの民たみではない。ダナーン王国の人間、新しき民なのだ。

　故郷も家族も、捨て去ることは難しくない。

　だが、それで本当にいいのだろうか？

　たとえば、マリスは銀狼の部族を捨てられるだろうか？

　答は間違いなく、否いな、だ。

　銀髪の者であることの宿しゆく命めいから逃れたいと思ったことはあったろう。たとえば、マリスがレイルズに好意をよせてくれたのは、レイルズが銀狼の民ではなかったからではないか。レイルズと一緒にいるとき、彼女は銀髪の者であることを忘れられたのだろう。

　だが、彼女は銀狼の部族を捨てなかった。

　捨てられなかったに違いない。

　ただ、部族という枠わくにとらわれていてはいけないことを、聡そう明めいなマリスは理解している。己おのれを盲もう信しんすれば、利己的な人間になる。部族を盲信すれば、異なる部族の者を排はい斥せきするようになる。国家を盲信すれば、隣りん国ごくを恐おそれ、あるいは蔑さげすむようになる。

　そして、戦いくさが起こるのだ。

　レイルズは、周囲の人間が心配そうな視線を向けているのに気づいた。

　笑顔を浮かべて、レイルズは仲間たちを安心させる。

「シャイロンに、礼を言わないとな。奇き跡せきの力っていうのは、本当に偉い大だいだな。切せつ断だんされた腕うでが、こうして動く」

　そう言って、レイルズは左手を曲まげ伸のばししてみせた。

「奇き跡せきの正しい使い方だ。破は壊かいの力に奇跡を使うのは、邪じや神しんの行いよ」

　シャイロンはバッソーと並んで、レイルズのところへやってきた。

　そして、足下に横たわるグレイルの死体を、ふたりがかりで持ち上げる。

「丁てい重ちように弔とむらってやってくれ……」

　レイルズは、シャイロンに頭を下げた。

「敵とはいえ、立りつ派ぱな勇ゆう者しやだ。幸運神チヤ・ザの加か護ごなく、骸むくろとなったが、その魂たましいはおそらく戦せん神しんマイリーが御お救すくいになるだろうて」

「へえ、宗しゆう旨し替がえしたのかよ？」

　バッソーの顔に、いつものにやけ笑いが戻もどっていた。

　思い出してみれば、ここしばらく、バッソーはその顔をしていなかったように思う。

「我が信仰心は、不ふ動どうなり。だが、真の勇者がいれば、助けてやりたいという戦神の教えは、理解できるぞ。もともと、ドワーフ族は酒の神と鍛か冶じの神と戦神の信仰に篤あつい部族だからの」

「おまえが変わり者ってか？」

　バッソーが、大笑いした。

　レイルズも笑いながら、ふたりと一いつ緒しよに、マリスたちが集まっているところへ戻りはじめた。

　やってくるレイルズに気づいて、マリスが駆かけ出してきた。だが、何かを思い出したように振り返り、サイアを手て招まねきした。

　サイアは一いつ瞬しゆん、顔を伏ふせたが、すぐに顔をあげて足を踏ふみ出した。

　ふたりは、並んでやってきた。

　レイルズはまずサイアを抱き寄せ、その額ひたいにかるく口づけをした。

「よかった。あたし、レイルズが負けたとばかり思ったの。呪じゆ文もんをかけようと、杖つえを振りあげてしまったわ」

　サイアは、大おお粒つぶの涙を浮かべていた。

「どうしちゃったんだろう。あたし、最近、本当に泣いてばかり」

　サイアはそう言うと、くるりと背を向けて走りだした。

　義あ兄にであるナーセルが、彼女を優やさしく受け止めた。

　それから、レイルズは、マリスの背中に手を回し、強く抱きしめた。

　マリスの顎あごに手をかけて、かるく顔をあげさせる。そして、紅べにもさしたことがないだろうマリスの唇くちびるに、自らの唇を合わせていった。

　マリスの手が、回されてきた。

　言葉は、いらなかった。

　このまま時間が止まればいい、とさえ思った。

　だが、この世界に時間はない。あるのは壊こわれかけの周期だけだ。

　時間を止めるためには、まず時間を動かさねばならない。

「会合の地へ行きます」

　マリスは、静かに言った。

「本当は一いつ緒しよに行きたいところだけどな。今度はオレが、マリスを信じて待つ番だ」

「つらいですよ」

　マリスは微笑ほほえんだ。聖せい女じよのそれではなく、悪戯いたずらっぽい微笑みだった。

　そのときだった

（待つことはありません）

　突とつ然ぜん、声が響いた。

　それもレイルズの頭のなかに。

　自分の人格が分ぶん裂れつしたのか、と一いつ瞬しゆん、驚おどろいたが、何者かが自分の心に呼びかけたのだ、とすぐに理解した。

（おまえは、何者だ？）

　レイルズは声の主人に向かって、問いかけた。

「どうしたの……」

　レイルズの変化に気づいて、マリスが怪け訝げんそうに尋たずねてくる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、彼女も言葉を失っていた。瞳ひとみがいっぱいに開かれている。その瞳のなかに、純白の色をした何かが映うつっていた。

　レイルズは、後方を見上げた。

　最初、それは雲の切きれ端はしが流れてきたのかと思った。

　次に分かったのは、それが鳥だということだ。

　そして、十分に近づいてきてから、それが大白鳥であることをやっと理解した。

「大白鳥？」

　全員が息を飲んで、その美しい水鳥を見つめる。

「もしかして、あれは……」

　あのナーセルが、言葉を詰まらせている。

　大白鳥は円を描きながらゆっくりと降こう下かし、ひときわ大きな岩のうえに音もなく着地した。

　そして、

「我が名はフーズィー。純白の者、魂たましいの導みちびき手て、そしてダナーンの大地を守しゆ護ごする者……」

　今度の声は、普通に耳から入ってきた。

　だが、白鳥が口を開いたわけではない。魔ま法ほう的てきな手段で話しているのだろう。

「なぜ、あんたがこんなところに？」

　レイルズは、これまで神しん獣じゆうというものを、間近で見たことはなかった。

　神獣フーズィーの姿は、その大きさも含ふくめて、ダナーンに住む大白鳥と変わらない。

　だが、全身から淡あわい光が放たれ、幻げん覚かくの魔法で創つくりだされたような印象を受ける。ただ、その光を浴びていると、不思議な感情で心が満たされてゆくような気がした。

「あなたがたと同じです。我が守しゆ護ごする大地の民、レイルズよ。会合の時が近づいています。わたしは神々の会合に参加するため、はじまりの地へ向かっているのです」

「それは分かる。だが、なぜ、オレに呼びかけた？」

「いいえ、呼びかけたのはあなたです。あなたの心の声がわたしのもとに届いたのです。あなたの大切な銀ぎん狼ろうの娘と共に、会合の地へ行きたいと……」

「オレが、そんなことを？」

　心の奥ではそう思っていただろう。だが、神しん獣じゆうに聞こえるほどに、強く思ったかどうか……

「オレは………いえ、わたしはあなたの従じゆう者しやではありません」

　レイルズは、戸と惑まどいながら言った。

　ひとつの神を信仰しようと思ったことは、これまで一度もない。深い理由はない。戒かい律りつだの、禁忌タブーだのに束そく縛ばくされるのが嫌いやだったからだ。

「分かっています。わたしには、従者たる部族はありません。ダナーン王家の正せい統とうが絶たえつつある現在では……。ですが、それは哀かなしむべきことではありません。我が大地には王国が栄え、人々が暮くらしている。それだけで、わたしには十分なのです。わたしはあなたが生まれたのも、育ってゆくのも見てきました。そして、ルーミスの結けつ界かいに開かれた道を通って、この大地へ登ってゆくのも見てきました。そして、この地でいくつもの困難と戦い、それに打ち勝ってきたことも……」
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「だから、連つれていってくれるというのか？」

「それだけでは、ありません」

（それだけじゃない？）

　レイルズの心の声に、白鳥の首がうなずいた。

「どういうことなんです？」

　レイルズは、問うた。

「あなたを連れてゆくことが、わたしにとっては必要なのです」

「オレが必要だって？」

　レイルズは激はげしく首を振って、頭を働かせようとする。

　だが、神しん獣じゆうフーズィーの言葉が意味していることは見当もつかなかった。

「あなたという存在、あなたの思いこそが、遥はるかな昔むかし、わたしが見出した答なのです。それゆえ、わたしはダナーンをクリスタニアから離り反はんさせた。それゆえ、我が民は滅ほろびの運命を迎えました。それは哀かなしむべきこと。だからといって、わたしの答が間違っていたとは思っていません。答のひとつとして、わたしが見出したものが、正しかったことを他ほかの神獣たちに示したい。そのために、あなたが必要なのです」

　大白鳥の瞳ひとみが、静かにレイルズを見つめていた。

　レイルズは助けを求めるように、マリスに視線を向ける。

　銀ぎん狼ろうの娘は微笑ほほえみ、そして、うなずいた。

「一いつ緒しよに行きましょう」

　その言葉で、レイルズは決意した。

　事情はさておいて、それはまさに自分が望んでいたことだ。

　だが、ひとつだけはっきりさせておきたいことがあった。

「あなたは、わたしを見てきたと言いました。それは、ただ見ていただけなのですか？　あなたの手の中で踊おどっていたのではありませんか？　翼つばさの下に守られていたのではありませんか？」

「こう答えると、あなたは気を悪くされるかもしれませんが……」

「教えてください」

「わたしは、見守っていただけです」

　大白鳥の答に、レイルズはほっと胸をなでおろした。

　クリスタニアに登ってきたことや、この世界で経験してきたことが、神獣に導かれたり、守られてのことだとすれば、これまでの自分の行動に誇ほこりをもてなくなるところだった。

「お願いします。オレを、いえ、わたしを……、会合の地へと連れていってください」

　レイルズは、深く頭こうべを下げた。
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　風の峰みねを登り、レイルズとマリスが会合の地に着いたのは、グレイルとの戦いから三日が過ぎた昼前だった。

　会合の地には、何十人かの先客が集つどっていた。

　クリスタニアの各地から転送されてきた食料や飲み物がふんだんに用意され、どれも自由に取ることができた。石造りの小さな家が建ち並び、そこで寝ね泊とまりするのも勝かつ手てだった。

　神しん獣じゆうたちも集っているらしいが、その姿を見ることはできなかった。

　神獣たちの集う場所は会合の時まで結けつ界かいにより守られ、人間は入ってはならぬ決まりらしい。

　大白鳥の民として、レイルズは会合の地に参加している。

　だが、大白鳥の神獣の意思を代だい弁べんするつもりはない。

　神獣フーズィーはレイルズの存在こそが、自らの意思であり、意見であると言った。

　その言葉の意味について、レイルズは考えてみたが、よく分からなかった。言いたいことは、いくらでもある。だが、それらをまとめて、明めい快かいな意見にすることができないだけだ。

　この聖せい地ちでの日々は、夢のなかにいるように過ぎていった。

　会合の地は、あらゆる意味で人間の世界ではなかった。至し高こう神しんファリスの司し祭さいが言うところの、天国に近い場所だろう。

　飢うえることはなく、渇かわくこともない。

　暑くもなく、寒くもない。神獣たちの力が、自然の精せい霊れい力りよくを完全に調和させているためだ。

　そして、そばにはいつもマリスがいる。マリスとレイルズは、同じ建物で寝起きを共にした。

　サイアたちは、風の峰の入り口にいちばん近い、孤こ高こうの部族の集落に宿を借りてレイルズたちの帰りを待っているはずだ。サイアたちと同じように、選ばれた者を護ご衛えいしてきた各部族の戦士たちも、いくつかの集落に分かれて逗とう留りゆうしているだろう。

　下げ界かいでは、寒さも厳きびしくなっているはずだ。この一帯は雪は降らないらしいが、そのぶん、身体からだの芯しんから冷えるらしい。

　会合の時がいつはじまるのかは、この聖地で待たい機きする人々も、誰だれひとりとして知らなかった。

　ただ、日を追うごとに、聖地にやってくる選ばれた者たちの数が増えてくる。全員、神獣の部族の代表者であり、服装や装そう飾しよく品ひんなどまったくばらばらだった。

　マリスが知っている顔は、ひとりもなかった。

　ただ、結界の部族の族長や孤高の部族の若わか長おさなど、名前を知っている者は何人かいた。

　同様にマリスのことを知っている者もいなかったが、彼女の髪かみの色はどの部族に属する者かを如によ実じつに語っている。

　いくつかの部族の代表者がマリスに面会を求めてきて、周期の神獣王の部族の意思について、尋たずねてきた。

　マリスはあいまいに答えるだけで、はっきりとした返事をしなかった。

　彼女自身、銀ぎん狼ろうの部族の総そう意いを受けてこの地に来たのではない。答えたくとも、答えようがないのだ。

　レイルズがマリスのそばにいることを、不思議に思う部族の代表者もいた。

　素す性じようを聞かれたときには、大白鳥の部族の者だと名乗り、敵地を旅するために行動を共にしたと説明しておいた。

　このクリスタニア最大の祭典において、レイルズの存在は極めて異い色しよくなのだ。

　だが、異色なのは彼ひとりでないことを、レイルズは会合の地にやってきてから、ちょうど十日目に知ることになる。




　その人物は、マリスにではなく、レイルズに面会を求めてきた。

　どこかしら気き品ひんあふれる顔の男だった。年齢は三十歳前後といったところだろう。

「大白鳥の部族の代表者というのはおまえか？」

　男は、いきなりそう尋たずねた。

　名乗ろうともしない男の態たい度どに、レイルズは、さすがにむっとした。

「そうだ。それで、あんたはどこの部族の人間なんだ？」

「失礼した。あまり若いんで、驚おどろいたんだ。ま、わたしも威い張ばれるほどの年と齢しではないがね」

　男は非ひ礼れいを詫わび、レイルズと向かいあうように腰を下ろした。

「わたしは、真しん紅くの部族を代表する者だ。名前は、レードン。この名に聞き覚えはあるかな？」

　レイルズは飲みかけだった果実の絞しぼり汁じるを、あやうく吐はきだしそうになった。

「あんたが、レードンなのか？」

　レイルズは驚いて、目の前の男を見つめた。

　気き品ひんがあるのも当然だ。

　彼は、王家の直ちよつ轄かつ領りようであるハークの村の領主の息子むすこであり、ダナーン王国の先王の異い父ふ弟てい、ハーヴェン公こう爵しやくのひとり息子なのである。王位継けい承しよう権けんでいえば、かるく五番以内に入るのだ。

　ここに来て、レードンに出会えるとは思ってもいなかった。

　だが、考えてみれば当然である。

　レードンは、真紅の部族の皇こう帝ていなのだ。

　順位からいって、ここに来て当然の人物なのである。

「わたしは、名乗ったぞ」

　レードンにうながされ、今度はレイルズが非礼を詫びる番だった。

「オレの名前は、レイルズです。覚えていないかもしれませんが……」

　レードンは一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくし、そして驚きの表情を浮かべた。

「あのレイルズなのか？　ラッセルの息子むすこの？」

　レイルズは、無言でうなずいた。

　レードンの表情を見るかぎり、レイルズに対する憎ぞう悪おはうかがえなかった。むしろ、過去を懐なつかしむような顔さえしている。

「そうか、あの小さかった男の子が、こんなに大きくなっているのか。覚えているよ、レイルズ。君はよく、ナーセルの家に遊びに来ていたからね。彼の妹と、よく遊んでいた。悪戯いたずらをしては、ブライアン老ろう師しに怒おこられてた……」

　いつのまにか、レードンはダナーン言葉になっていた。

「その話は、やめてください」

　レイルズは、あわててレードンの言葉を遮さえぎった。

　自分の子供の頃ころを知っている相手とは、これだから話しにくい。蛙かえるに変えられたときのみじめな気持ちは、もう思い出したくもないのだ。

「ラッセル──、あなたの父君はダナーンの王にでもなったのか？　それとも、ジェシス王女と君とが結婚でもしたのか。そうでもなければ、大白鳥フーズィーが従じゆう者しやと認めないはずだ」

　レードンの表情が、さすがに厳きびしくなった。

「違います。オレの立場はあなたと同じですよ。ダナーンからクリスタニアヘ至る道が開かれて、仲間たちと一いつ緒しよに登ってきた。ここでいろいろあって、神しん獣じゆうフーズィーが最後に拾いあげてくれたんです。オレは、神々の会合に出たかった。神王バルバスに対し、神獣たちがどんな判断をくだすのか、知りたかったから……」

「君はこの世界のことを、いろいろ知っているようだな」

「ええ、あなたの噂うわさも聞いていました。大白鳥の民を名乗る者が、真しん紅くの部族の皇こう帝ていとなり、神王と戦おうとしているってね。オレはあなたが切り拓ひらいた道を通って、ここまでやってきたようなもんです」

　レイルズは、この世界に来るまでの経緯いきさつや来てからの出来事など、簡単にまとめて、レードンに話した。

　レードンは、レイルズの話を黙だまって最後まで聞いた。

　すべてを聞いてから、右手を差し出してきた。

　握あく手しゆを求められているのだと、レイルズはしばらく気づかなかった。

　レイルズの隣となりで黙って話を聞いていたマリスに肘ひじでつつかれて、ようやく気づいて、レードンの手を握にぎった。

「誰だれかが続いてくれる、と信じていた。それが君だとは思いもしなかったがね。ダナーンに残っていれば、上級騎き士しの息子として富も権力も思うがままだったろうに」

　レイルズは、反論しなかった。

　クリスタニアヘの道が開かれるまで、レイルズはそうするつもりだったのである。

　だが、神の城じよう壁へきが開かれたのを目の前で見たとき、レードンが指し摘てきしたようなことが色いろ褪あせて感じられたのだ。

　そして、この世界にやってきた。

「オレの親父おやじを憎にくくは思っていないのですか？　マリード宰さい相しようを倒したいとは思っていないのですか？　ジェシス女王は幽ゆう閉へいされたままで、ダナーン王国の実権は、宰相一派が完全に牛ぎゆう耳じっています」

「そうだな。ラッセルも、マリードも父の仇かたきだ。憎くないわけがない。機会があれば、討うちにゆきたい。だが、それは復ふく讐しゆうのためであってはならないと思っている。ダナーンを変える必要があって、そのために討つというのなら別だけどね」

「ダナーンを変える必要が……」

　レードンは、何なに気げなく言ったのだろう。

　だが、レイルズは彼の言葉に強い衝しよう撃げきを覚えていた。

「あなたはダナーンを変える必要がないと思っているんですか？」

「分からないよ。ダナーンの現状を知らないんだから。それに、今のわたしには、やるべきことがある。真しん紅くの部族を導いて、この混こん乱らんの時代を乗り切らねばならない。彼らを組織して、ベルディアの軍勢に対たい抗こうしなければならない。たとえば、神王が倒れたとしても、ベルディア軍が健けん在ざいだったら同じことだからな」
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　神王を倒そうとしている者たちがいるのを、レードンは知っているのだ。そして、彼らのことを信じている。もちろん、彼らが失敗したときには、自分の力で神王と対決するつもりでいるのだろう。

　レードンたち六人の若者は、異なる道を見つけて、それぞれ歩んでいった。だが、離れていった仲間たちのことを、本当に信しん頼らいしているのだろう。

「あなたは、自分の進むべき道を見つけたんですね」

　感かん慨がいをこめて、レイルズは言った。

　レードンは、うなずく。

「だが、それが万人にとって正しい道なのかどうかは分からないがな。違ったときには、誰だれかがわたしに異いを唱となえて、立ち上がるだろう」

　レイルズは、答えなかった。レードンの言葉が向けられていたのは、彼自身であることに気づいたからだ。

　そんなものだろう、とレイルズは思う。

　何かを成なし遂とげようとする者は、かならずそれを阻そ止ししようとする者とぶつかる。万人に支持されてできるようなことなどあるはずがない。

「いつか、君とも戦うことになるかもしれんな」

「そうかもしれません。オレにも、進むべき道がありますから」

　レイルズは、きっぱりと言った。そう言える自分に、やっとたどり着いたような気がした。

「会合の時は、近い。お互たがい、短い休息を楽しもうじゃないか？　会合が終われば、休む暇ひまはなくなるのだからな」

　そうですね、とレイルズはうなずいた。

　用意された飲み物のなかには、酒もあったはずだ。この先せん達だつと飲み明かすのも、有ゆう意い義ぎかもしれない。

「でも、昔むかし話ばなしはなしにしましょう」

　レイルズの言葉に、レードンが楽しげに笑った。
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　会合の時がやってきた。

　それまで、崖がけだと思っていたところに、突とつ然ぜん、レイルズたちがいた場所より遥はるかに広大な空間が姿を現したのだ。

　結けつ界かいが解とかれたのに違いない。

　ダナーンの王城の中庭を十個くらい集めたような広場だった。地面はすべて同じ材質の石で、継つぎ目めさえなかった。

　この聖せい地ちを創つくるために、神しん獣じゆうたちは岩山の頂いただきを切り落としたのではないか。レイルズは、そんな想そう像ぞうにかられた。

　広場には、巨大な石せき像ぞうがいくつも並んでいた。王城の見み張はり塔とうほどの高さは、ゆうにありそうだった。

　石像は獣けものではなく、人間の姿をしていた。

「神しん獣じゆうたち本来の姿です」

　茫ぼう然ぜんと石像を見上げるレイルズに、マリスが教えてくれた。

「神であった頃ころの神獣たちか」

　レイルズは呻うめくように言った。

「神々が捨てた肉体が、そのまま石像になったと伝えられています」

「元もとには戻もどれないのか？」

「戻れるぐらいなら、神王は人間に器うつわを求めたりはしなかったでしょう」

「そうだよな」

　レイルズは苦笑を洩もらした。子供でも分かる理り屈くつである。

　神像の巨大さと荘そう厳ごんさに圧あつ倒とうされて、思し考こう能力が麻ま痺ひしたのかもしれない。

「神獣です」

　マリスに注意をうながされ、レイルズは正面に目を向けた。

　広間の奥から、獣の姿をした神たちがゆっくりと進みでてきた。

　馬の神獣がいた。

　獅し子しの神獣がいた。

　鴉からすの神獣もいた。

　空中を泳ぐ、鯨くじらの神獣さえいた。

　ありとあらゆる獣の肉体を、神獣たちは器としたのだ。

　ダナーンの人間が見れば、魔ま物ものの行進にしか見えないかもしれない。

　だが、獣たちは大白鳥フーズィーと同様に淡あわい輝きに包まれていた。光の薄うす衣ぎぬをまとったような姿は、彼らが人間を超こえた存在であることを実感させてくれる。

　レイルズは、自然にひざまずいていた。

　マリスも、そうした。

　各部族を代表して集まってきた人間たちも、次々と地面に平へい伏ふくしてゆく。

「ひとつの周期は巡めぐり……」

　一ひと柱はしらの神の声が響いた。

　銀色の毛皮をまとった狼おおかみの神獣であった。

　周期の神獣王、神獣王の長おさ、森林の銀ぎん狼ろうフェネスに他ほかならなかった。

　隣となりで畏かしこまっていたマリスが、息を飲む声が聞こえた。

「新たな周期がはじまる」

　残る神が、その声に応じる。

「次なる周期は、如い何かに定めましょうや？」

「望みあれば、述のべよ」

「我、それを承しよう認にんせん」

「是ぜ非ひ、分かれれば」

「我、調ちよう停ていせん」

「眠れる礎いしずえの者に、感謝を」

「夢む幻げんの泉の守もり人びとに、労ねぎらいを」

「外なる混こん沌とんを排はいし」

「内なる邪じや悪あくを滅めつすべし……」

　神しん獣じゆうたちの謳うたいは、続いた。

　祭典のはじまりにふさわしい儀ぎ式しきといえた。

　だが、その謳いの虚むなしさを神獣たちも感じているに違いない。

　儀式が終わると、神獣たちの肉体を覆おおっていた輝きが、思い思いの方向へ飛びだしていった。そして、一筋ずつ石せき像ぞうに入ってゆく。

　輝きに撃うたれた石像は鮮あざやかに色づき、同時に淡い光を纏まとった。

「バルバスはどこだ？」

　レイルズは目で追いかけた。

　残された器うつわに、人間の姿があるはずだった。

　だが、見つからない。

　バルバスはこの会合に出ないつもりなのだろうか？

「我が従じゆう者しやたちよ……」

　一ひと柱はしらの石像が、厳おごそかに言った。

　神獣王フェネスの声である。

　神であった頃ころの姿を見ていると、思ったよりも中性的な印象を受けた。

　フェネスは夜の光──月──を司つかさどる神だったはずだ。

　太陽神でもある至し高こう神しんファリスと、暗あん黒こく神しんファラリスとは兄弟神であり、神格の高さではこの二大神にも匹ひつ敵てきしている。

　神獣となっていなかったら、ダナーンや故郷の島でも大きな教団が形成されていたであろう。

「汝なんじらの思いを、我らに示すがよい。我らは、その思いを尊そん重ちようす。汝ら従者のために、我らはこの世界を創そう造ぞうしたゆえに……」

　フェネスの声が、続いた。

　順番に話してゆくのか、とレイルズは思った。

　進むべき道は決めていた。レードンとの話のなかで、思い至ったのだ。

　だが、言葉にするとなると難しい。レイルズは言葉を組み立てようと、頭を働かせた。

　その瞬しゆん間かん、頭のなかに何者かが、入りこんできた。

（汝なんじ、大白鳥の従じゆう者しやか？）

　心のなかで、誰だれかが問いかけた。

（そうだ）

　答えようとしたとき、頭のなかが白はく濁だくした。頭のなかをひっかきまわされるような感覚だった。酒を飲みすぎたときの感覚にも似ている。自分の意思が自分のものでなくなり、別の場所から自分の意思を観察しているような感じだ。

　おそらく、神しん獣じゆうたちがレイルズの心の隅すみ々ずみまでを探たん査さしているのだろう。

　神獣たちは言葉などという不ふ便べんなものではなく、その心を調べることで、従者たちの意思を完全に組みとろうとしているのだ。

（これが汝の思いか……）

　話しかけているのがどの神獣であるかは分からない。

（どんな思いを読みとったのか、オレには分からない。だが、そうなんだろう）

　レイルズにはそう答えるしかなかった。

（汝は、周期を否ひ定ていしている）

（汝は、秩ちつ序じよを否定している）

（汝は、混こん沌とんを否定している）

（汝は、支配を否定している）

（汝は、結けつ界かいを否定している）

（汝は、戦いを否定している）

　異ことなる神々の声が、次々に頭のなかに響いた。

「やめてくれ」

　レイルズは叫びそうになった。頭が割れるように痛む。

（汝は、暗黒神フアラリスを否定している）

「決まっている。暗黒神のいう自由は、無む秩ちつ序じよだ。自らを戒いましめる心を捨てては、混沌と邪じや悪あくがはびこってゆく」

（汝は、神を否定している）

　ひとりの神獣が、断だんじるかのごとく言った。

　その声には、聞き覚えがあった。

　大白鳥の神、フーズィー──

「そう……なのか」

（汝が肯こう定ていするは、人間のみ）

　フーズィーの声は続いた。

（我が選びし者、されど我が従じゆう者しやではなき者。その思いこそ、我が示す答……）

「だが、神は必要だ。オレが生きているのは、マリスが神しん獣じゆうフェネスの能力タレントを使ってくれたおかげだ。左腕うでが動くのは幸運神チャ・ザの癒いやしの魔ま法ほうのおかげだ。信しん仰こうをよりどころにして生きている人間だって多い……」

　レイルズは、思わず反論していた。

　大白鳥の神獣が指し摘てきした自分の思いが、恐おそろしすぎたからだ。

　神々を目の前にして、これほど不ふ遜そんな思いは他ほかにないだろう。

（汝なんじにとって、神々は人間に奉ほう仕しするもの。精せい霊れいや魔ま力りよくと変わることがない。世界の主人が人間なれば、それも当然であろう。そして、我らはこの物質界を創つくりしとき、汝ら人間をこの世界の主人とした。ただ、我らは未完の世界を汝らに託たくしたくはなかった。それゆえ、このクリスタニアにおいて、完全なる世界を創そう造ぞうせんと欲ほつした。しかし……）

　そこで、神獣フーズィーの意思は一いつ瞬しゆん、途と切ぎれた。

「続けてください！」

　あわてて、レイルズは叫んだ。

（汝ら人間は未完の世界においても、生きることができた。クリスタニアから離れ、世界全体を見み渡わたしたとき、そこに広がっていたのは、不ふ毛もうの荒こう野やではなかった。多くの人間たちが住み、もっと多くの動植物が生きづいていた。汝らはひとりだちしており、我らの助けを必要としていなかった）

「フーズィー！」

（汝らの思いは、余あますことなく受け取りました。後は、我らが決すること……）

　その言葉を最後に、神獣フーズィーの意思は離れていった。

　レイルズは全身の力が抜けて、その場でうずくまった。

　ふと、隣となりを見れば、マリスが地面に身を横たえている。

「マリス！」

　不安になって、レイルズは彼女の身体からだを揺ゆすってみる。

　その目に、涙が浮かんでいるのが見えた。

「恐こわかった……」

　マリスが、言った。

　レイルズは、うなずいた。

　神獣が恐ろしかったのではない。恐かったのは、自分自身の心であった。

「人間は、心の奥底に混こん沌とんを抱かかえている。邪じや悪あくな意思を隠かくしている。普ふ段だんは、それを見つめないだけだ。見つめようとしないだけなんだ」

　突とつ然ぜんの声に振り返ると、レードンがふらつく足取りで近づいてきていた。

　それが真実なんだろう、とレイルズは思う。

　そして立ち上がり、天を見上げた。

　石せき像ぞうは輝きを失い、元もとの姿に戻もどっている。神しん獣じゆうたちの魂たましいは、会合の地の上空高くに集つどい、万色の光球となって太陽のごとく輝いていた。

「神獣たちは、どんな結論をくだすんだろう？」

　レイルズは誰だれにとはなしに問いかけた。

「結論など出るものか。彼らも認めるべきだ。人間の心の奥に混こん沌とんと邪じや悪あくが巣すくっているように、世界の底にも同じものが眠っている。それを押さえつけることはできない。完全な世界など存在しない。完全なものがあるとすれば、世界のはじまりにいたという始し源げんの巨人だけだろう。それが壊こわれて、この世界フオーセリアが誕生したのだから、この世界は完全ではありえないんだよ」

　そんなものかもしれない、とレイルズは思った。

　創そう世せい神話を知っていれば、確かに、その理り屈くつは納なつ得とくできる。

　始源の巨人──〝偉い大だいなるひとつ〟は完全なものとされている。それが死んで（壊れて）、神々や竜りゆう、古こ代だい樹じゆなどの太たい古こ種族が生まれたのだから、万ばん能のうの神々とはいえ、完全であるはずがないのだ。

　もっとも、それは空論にしかすぎない。ただ、完全な世界であるはずのクリスタニアの秩ちつ序じよが壊れているという事実が、彼ら神々の不完全さを表している。
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「完全でなくてもいいじゃないか……」

　レイルズは、つぶやいた。

　その言葉に驚おどろいたように、マリスが見つめてきた。

「それでいいのでしょうか？」

　レイルズは彼女の肩を抱き寄せながら言った。

「いいんだよ」

　レイルズは笑顔で答えた。

「小さな完全よりも、偉い大だいなる不完全を、だ」

　レイルズはふたたび空を見上げ、神々の会合を見つめた。

　神々の意思が集つどう光の球は、戸と惑まどうかのごとく明めい滅めつしていた。









　エピローグ




　神々の会合は、終わった。

　神王が会合の地に現れなかった理由を知ったのは、神々の会合からずっと後のことだ。

　神王は、眠りについたのだ。

〝告こく知ち者しや〟アルケナの予言どおりであった。

〝世界見の賢けん者じや〟ナーセルが信じたとおりでもある。

　神々の会合は、レードンが予想したとおりになった。次なる周期をどうするか、神しん獣じゆうたちの誰だれひとりとして決められなかったのだ。

　その決定は、従じゆう者しやである人間たちに委ゆだねられることになった。

　神獣王フェネスは周期の放ほう棄きを宣言し、クリスタニアの大地は海の高さまで降こう臨りんした。

　ルーミスの結けつ界かい、神々の城じよう壁へきが完全に開かれたのだ。

　神獣たちはそれぞれの従者に、世界の在あり様ようを示せとの神しん託たくを与え、神獣相そう互ごが人間たちの営いとなみに干かん渉しようしないよう盟めい約やくをかわした。

　神獣の民たちは狼ろう狽ばいしただろう。これまでのように、部族に定められた生き方を送っていればいいというのではない。どのように生きてゆくかを、自分自身で決めなければならないのだ。

　レイルズは会合の地で、〝真しん紅くの皇こう帝てい〟レードンと別れた。

〝世界見の賢けん者じや〟ナーセルは彼に同行し、ラブラドル地ち峡きよう地帯への見けん聞ぶんの旅に出た。

　近この衛え騎き士しノルヴァは、ダナーンヘと帰っていった。

　この世界であったことを、マリード宰さい相しようやラッセル近衛騎士団長に報告するためである。ノルヴァは、また、レイルズからラッセルに宛あてた手紙を託たくされていた。その手紙に書かれている内容を知れば、ノルヴァは背せ筋すじが震ふるえたことだろう。

　影かげの部族の呪術使いイサリは、ノルヴァと共にダナーンに向かった。この王国の動どう向こうを見守ることで、神しん獣じゆうアルケナの未来予よ知ちを確かなものとするためだ。

　そして、レイルズは、サイア、ビーン、シャイロン、バッソーの四人と共に、銀ぎん狼ろうの大集落シレーネヘと赴おもむいた。

　銀ぎん髪ぱつのマリスを送りとどけるためである。

　その後どうするかは、相談のうえで決めてあった……




　柔やわらかな肌はだが、レイルズの胸のなかにある。

　窓から差し込む月の明かりに照らされて、レイルズの目の前には銀色の海が淡あわく輝いていた。幾いく千せん、幾万もの光の泡あわがきらめいている。

　レイルズは、その海の水を手ですくった。あまりにもしなやかなそれは、指の隙すき間まから零こぼれ落ち、銀色の滝たきとなって流れてゆく。

「マリス……」

　レイルズは、そっと声をかけた。

　寝ている、と思った。彼女の息は静かで、なだらかな曲線を描えがく胸は、ゆっくりと上下している。その胸の動きが、レイルズの肌に直じかに感じられる。

「なあに？」

　声が返ってくるとは思わなかったので、レイルズはひどく狼ろう狽ばいした。

　マリスの頭が、楽しげに揺ゆれる。

「明日あしたには、いなくなるのね……」

　レイルズは、うなずいた。

　マリスの声に哀かなしさはない。

　彼女とも何日もかけて話し合った。そして、出た結論なのだ。

　お互たがいに、納なつ得とくしている。

　マリスは、族長から部族の若わか長おさを務めるよう任じられた。もうひとりの銀髪の者ターニルと共にである。

　族長は隠いん居きよし、メイレンのタリオが族長となった。

　新しい体制のもと、銀狼の部族は団結し、部族の土地を取り戻もどすための戦いを開始する。

　神王が眠りについて、ベルディア軍は分ぶん裂れつした。

　暗あん黒こく騎き士し団だん長ちようディラントは、直ちよく属ぞくの騎士を率ひきいて、ベルディアの帝てい都とドートンヘと引き上げた。だが、占せん領りようした領土に固こ執しつする騎士たちも数多くいた。そして、猛バル虎バスの部族は神王の遺い訓くんを守って、戦い続ける覚かく悟ごらしい。妖よう魔またちの軍団も、それに倣ならった。彼ら妖魔たちには爆ばく発はつ的てきな繁はん殖しよく力りよくを支えるための、広大な土地が必要なのだ。ベルディア地方だけに押し込められれば、たちまち飢き餓がに苦しむことになる。退しりぞくことは許されないのだ。

　レードンが危き惧ぐしたとおり、ベルディア軍はまだまだ強大である。

　神しん獣じゆうの民たみも神々の会合の決定に混こん乱らんしており、反はん攻こうに出るところではない。

　この機会を狙ねらって、ダナーン王国がクリスタニアに介かい入にゆうすれば、広大な領土を支配下に治められるだろう。そして、宰さい相しようマリードにその意思があることが、はっきりとしている。

　ダナーンとイスカリアの境きよう界かい付近に、近この衛え騎土たちの姿が頻ひん繁ぱんに見られるようになってきたのだ。銀ぎん狼ろうの部族の武力を偵てい察さつしているのは、明らかである。

　だから、レイルズはマリスと離れることを決めた。

　ダナーンを変えるため、である。

　レイルズが望んでいるのは、ダナーン王国と神獣の民との友好だった。

　銀狼の部族には、その用意がある。

　族長タリオも、若わか長おさのターニルとマリスも約束してくれている。

　ダナーン王国をそれに応じさせることが、これからのレイルズの進む道だった。

　これこそ自分にしかできない仕事だ。

　なぜなら、それを望んでいるのが、レイルズをおいて他ほかにいないからである。ダナーンの人間の誰だれが、神獣の民を知っているだろう。その文化の違いを乗り越えられるだろうか？

　それは難しい、とレイルズは判断している。

　だからこそ、やらねばならない。そのために、ダナーンヘ戻もどるのだ。

　愛するマリスと別れて……

　明日、レイルズは旅立つことになる。

　そして今、レイルズはマリスと最後の夜を過ごしている。

「いつになれば、戻れるの」

「分からないな……」

　レイルズは、答えた。

　これからやろうとしていることはとてつもない大仕事である。百人が試みたとして、そのうちの一人が成功するかどうかも分からない。

　マリスとは、今夜かぎりになるかもしれないのだ。

「もしかしたら、オレたちは永遠に一いつ緒しよになれないかもしれない」

　レイルズの言葉を聞いて、マリスは何かを耐たえるように、身を寄せてきた。

「ダナーン王国と銀ぎん狼ろうの部族とが戦いくさになるのは我が慢まんできない。ダナーンはオレにとっては故郷だ。そして、オレは銀狼の部族の若わか長おさを愛している」

　国のため、部族のための捨すて石いしになろうというのではない。

　ただ、レイルズがひとりマリスと結ばれるだけではいけないと思うのだ。

　銀狼の部族であれ、ダナーンの民であれ、別の部族であったって、民族であったっていい。愛する男女がいれば誰だれにも憚はばかることなく結ばれる。誰からも祝しゆく福ふくされて一いつ緒しよになる。

　このクリスタニアがそんな世界になることを、レイルズは望んでいるのだ。

　それを望んでいるのがレイルズひとりなら、それを実現させるために走りだすしかないのだ。

「周期が終わって、どんな世界がくるのかしら……」

　マリスが囁ささやく。

「オレにも、分からないよ。ただ、間違いなく言えることは、このクリスタニアが船ふな出でしたってことだ。そして、漂ひよう流りゆうしている。どこへ行くのかを決めるのは、潮でも風でもない。船に乗っているオレたち自身なんだ」

　レイルズの手には、漂流する船の柁かじが握にぎられている。

　新天地に着くまで、その柁を離すつもりはない。

　目指すべき大地は見えている。

　レイルズの腕うでのなかで、勇ゆう気きと温ぬくもりを与えてくれる銀ぎん髪ぱつの少女。

　もう、迷まようことはない。





──了











　あとがき




　またまた、発売が遅おそくなってしまいました。

『漂流伝説』の第三巻のあとがきで、「一九九五年はクリスタニアの年になる」と高らかに宣言したのは、「九五年のあいだに第四巻を出すぞ」という決意表明でもあったのですが、結局、九六年にずれ込んでしまいました。

　それでも、九五年にはクリスタニアの劇場アニメも公開されたし、『レジェンド・オブ・クリスタニア』や『神しん王のう伝説クリスタニア』も出版されたし、クリスタニア・ファンの皆さんには、ご満足いただいた一年だったのではないか、と思っております。

　そして、『漂流伝説クリスタニア』も、本書でめでたく完結となります。

　予定どおりといえば予定どおりだし、タイトルと同様、漂流したといえば漂流し続けた全四巻です。

　書きたかったことは、書ききったつもりです。たとえば、レイルズとマリスのこととか……。

　二人は民族さえ異なっているのですが、魂たましいがひかれあうように愛を育はぐくんでゆく。その愛が、（これは将来の話ですが）新しき民と神しん獣じゆうの民というふたつの民族を結びつけていく原動力になるわけです。

　愛は、無力なのか？

　ボスニア・ヘルツェゴビナという地球の一地域で起こったある悲ひ劇げきを知ったとき、僕は激はげしい怒いかりと哀かなしみを覚えました。ある橋のうえで、民族の異なる二人の若いカップルが狙そ撃げきされ、殺されたという事件です。

『民族浄じよう化か』という名の内戦が続くあの国では、日常の出来事なのかもしれません。日本という平和な国に住んでいればこそ、義ぎ憤ふんを覚えるのかもしれません。

　暴力は崇すう高こうな理念も、偉大なる人間も、一いつ瞬しゆんで破は壊かいし、奪うばい去ってしまう。これは冷れい酷こくな事実です。正論を言う相手を、暴力で黙だまらせるのは簡単です。強大な軍事国家は、弱小な理想国家を簡単に征せい服ふくできるものです。

　若い二人の死は、ボスニア・ヘルツェゴビナの内戦の悲劇を、単に象しよう徴ちようしているにすぎません。彼らの死で、内戦が終わるわけではないのです。

　だが、僕はあえてこう言いたい。

　戦争を終わらせる愛があってもいいじゃないか、と。

　レイルズとマリスは、彼らが属する新しき民と神獣の民との戦いくさを終わらせるために、この先、異なる道を歩むことになります。ただ、愛しあっているだけでは、戦は終わらないから。でも、彼らがこの困難な道を歩むことを決めたのは、愛ゆえなのです。

　前述の自問に対する答。

　振り返ってみれば、『漂流伝説クリスタニア』は、結局のところレイルズとマリスのお話になってしまいました。サイアやビーン、シャイロン、バッソーについても、僕は僕なりに決着をつけたつもりですが、なんとなく影かげが薄うすいという印象が拭ぬぐえません。むしろ、イサリやノルヴァといった意い外がいなキャラクターたちが自己主張をしていて、最初の思おも惑わくとはずいぶん離れてしまいました。

　それでも、無事に完結して、ほっとしています。

『漂流伝説』は終わりますが、クリスタニア・サーガは、まだまだ続きます。そして、レイルズを主人公にした続編の構こう想そう（舞台はダナーンになるでしょう）も、今、練ねっているところです。執しつ筆ぴつに取りかかれるのは、いつになるのか分かりませんが、レイルズたちは僕にとっても思い入れの深いキャラクター。ふたたび活躍させてやれる日を僕も楽しみにしています。

　最後になりますが、このシリーズの執筆に協力していただいたグループＳＮＥ、メディアワークスの関係者の方々に、謝しや意いを送らせていただきます。特に、編集の吉田隆氏には、ひとかたならぬお世話をたまわりました。本当に、ありがとうございました。


水野　良
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水みず野の良りよう

１９６３年、大阪に生まれる。大学在学中よりＲＰＧに熱中し、ゲームのデザイン、紹介など執筆活動をはじめる。卒業後グループＳＮＥに参加、『ロードス島戦記』で小説家としてもデビューする。現在、電撃王誌上でＲＰＧリプレイ「傭兵伝説クリスタニア」を連載中。
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うるし原ばら智さと志し

１９６６年広島県生まれ。アニメーター兼漫画家兼イラストレーター。主な作品、『プラスティック・リトル』（作監、キャラデザイン）『レジェンドオブレムネア』（コミック）など多数。「電撃大王」でも活躍中。
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